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プ ラハ と イデ ィッシュ演 劇

1911年 のレンベルクー座の興行

佐々木茂人

は じめに

プラハ とイデ ィ ッシュ演 劇一 お そ ら くイ デ ィッシュ演劇 の専 門家 な ら敬遠 す るテー マ

だろ う。ベ ル リ ンや ウィー ン と違 って プラハ には常設 の劇場 が な く、劇 団が都 市か ら都市

へ と移 る さい の 「経 由地 」の 一つ にす ぎなか った。 しぜ ん当局 の検 閲記 録 な どの資料 に乏

し く、 上演 の実 体が 把握 しに くい。専 門家 も二 の足 をふ むで あ ろ うこの テーマ を しか し、

なが ら く扱 っ て きた研 究 分 野 があ る。 フラ ンツ ・カ フカ(1883-1924)に 関す る研 究 、す

なわ ちカ フカ研 究 であ る。

カフ カが は じめて イデ ィ ッシ ュ演 劇 を観 るの は1910年5月 の こ と。 この と きは何 の 印

象 も残 さなか った よ うだが、 ふ たた び別 の劇 団が1911年10月 に興 行 した とき、 カフ カは

その舞 台 に文 字通 り熱狂す る。夜 な夜 な舞 台 を観 て は、 日記 に印象 や内容 をこ と細 か くつ

づ り、俳優 たち と個 人的 に交友 、彼 らの上演 の ため に何 か と力 になった 。ユ ダヤ性 やユ ダ

ヤ文化へ の 関心 が この 頃か ら高 まるため、 カ フカが 自 らのユ ダヤ性 を意識 しは じめ る契機

とも考 え られる体 験で ある。

カフカ研 究 はこの体 験 を重視 して きたが、 こ とイデ ィ ッシュ演 劇 に関 して は、ETベ ッ

クの 『カ フカ とイデ ィ ッシュ演 劇』(1971)[*1コを俟 た な くては な らなかっ た。同著 におい て

ベ ック は、 カフ カの観 た12の 戯 曲 の脚本 とカフカ作 品 とを詳細 に比 較、 テーマ 、モ チー

フ、人物 な どの共通 点 を多 数挙 げた。 衣鉢 を継 ぐ研 究 こそ現 れ なか った ものの 、研究 者の

一 定 の コンセ ンサ ス を形成 した
。 続 く1980年 代 の一 連 の社会 学 的研究 匚・2]は、 プ ラハ ・ユ
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ダヤ人 と東 欧 のユ ダヤ 人文化 との 関 わ りを跡 づ け、1911年 当 時 の プラハ に イデ ィ ッシ ュ

演劇 受容 の素地 があ った と示 唆 した。 同 じ枠 内で カ フカ とイデ ィ ッシ ュ演劇 に も頁が割 か

れ、 イデ ィッシュ演劇 は 「生 き生 きと したユ ダヤ性 」や 「ユ ダヤの 日常 生活 」の 媒体 と捉 え

られた。

この よ うに ま とめ る と、 プ ラハ とイデ ィ ッシ ュ演 劇 は、 カフ カ研 究 におい てその全体 像

が浮 か び上 が って きたかの ように思 われ るか も しれな い。だ が実 の ところ、 カフ カ研 究 に

特 化 され たため に、 カフ カ との 関係 にのみ焦 点が絞 られ 、プ ラハ とイデ ィ ッシュ演 劇 をめ

ぐる さまざま な問題一 カフ カ以外 のユ ダヤ系 知識 人の 反応、上 演舞 台 と演 目の実際、 劇

団の俳優 の パー ソナ リテ ィー は瞹昧 に なった ま まだ った のであ る。

本 稿 で は、 プラハ にお ける イデ ィ ッシ ュ演劇 の あ りよ うを今一 度 考察 した い と考 え る

が、 カ フカ研 究 に よる研 究 の蓄積 を用 いない 手 はない。 ベ ックがす で に指摘 してい る よう

に、 資料が 散逸 した今 日にあ って頼 りの綱 は カフ カの テ クス トなので あ る[*3]。本 稿 では、

いわ ば従来 の カフ カ研 究か らス ライ ドしつつ 、 プラハで イデ ィッシュ演劇 は どの ように現

れ るのか、4つ の側面 か ら探 って みた い。

1.プ ラハのユダヤ系知識人とイディッシュ演劇

カ フカの 日記 に よれば、上 演 を観 に来て いたの はそ のほ とん どが市 井 の人 々だっ た。 カ

フカ以外 のユ ダヤ系知 識人 が訪 れなか った のに は、後述 す る上演 場所 の 問題 や演 劇 の質が

関 わって いる。 だが、 それ で もカフ カ との温 度差 には驚 か ざる を得 ない。 そ のカ フカに し

て も演 劇 の質 につい ては厳 しい評価 を下 していた。 従来 の研究 は、 当時 のプ ラハのユ ダヤ

系知 識人が 東欧 のユ ダヤ人 の文化 を受 け容 れる素 地 を持 って いた とい う点で一 致 を見 て い

るが[・4]、これは ど うい うこ となの だろ う。

こ こで言 う、 プ ラハ のユ ダヤ系 知識 人 とは、そ の頃 プ ラハ にい くつか あっ た学生 シオ ニ

ス ト組合 の一つ 、「バ ル ・コクバ(コ フバ)」(1889-1914)に 関 わ ったユ ダヤ人 を指す。 フー

勹」

4
▲

Beck,S.22,

近 年 の ス ペ ク ター の 研 究 も や は り同 じ受 容 を指 摘 し て い る 。 次 の 著 作 の 第5章 を 参 照 の こ と。Spect叫Scott=

Prαgμε艶rrf`or'θ&N磁 ゴoηα1Co頑 観 砌4C㍑Z如rα11ηηov磁ゴoηfηκ瞬 誌F1η 虎S尼`1θ.Berkele弊LosAngels,London2000.
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ゴー ・ベル クマ ン(18834975)、 フェー リクス ・ヴ ェルチ ュ(1884-1964)、 マ ックス ・プ

ロー ト(1884-1968)と い っ た カフ カの友 人 を は じめ、後 のヘ ブラ イ大学 初代 総 長 を務 め

る ロー ヴ ェル ト ・ヴ ェルチ ュ(1891-1984)ら 、 プ ラハ を代 表 す る知識 人 で あ った。成 立

当初 よ り 「文 化 シオニ ズム」[・5]を方針 に据 え、パ レスチ ナ移 住 よ りもオ ース トリア ・ハ ン

ガ リー帝 国 におけ る、民族 としての認 知 を求 め て文化活 動 に取 り組 んだ 。 ここへ 東 欧のユ

ダヤ人 の文化 を紹介 した とされ るのが ブーバ ーで あ る。

ブ ーバ ー は1901年 にヘ ル ツルの シオ ニズ ム運動 に参加 す るがユ ダヤ人 の文 化、 と りわ

け芸術 をめ ぐってヘ ル ッル と対 立、 第5回 世 界 シ オニス ト会議 を境 に運動 か ら離 脱す る。

その 後 父親 の祖 父 方 の 故 地 レンベ ル クへ 赴 き、 当地 で盛 ん だっ たハ シデ ィズ ム(ユ ダヤ

敬 虔主義 運動)の 伝 承 の研究 に従 事 した。 その成 果 は、 ドイ ツ語 圏で は最初 期 の二つ の翻

訳 「ラビ ・ナ ッハマ ンの物 語』(1906)、 『バ ー ル シェ ムの伝 説』(1908)に ま とめ ら

れた。折 りし も、ユ ダヤ世 界へ の宣伝 やパ イ プライ ンの獲 得 を企 図 して文 化行事 を行 って

いた 「バ ル ・コクバ 」か ら講 演 の依 頼 が舞 い込 む。 こ う して ブーバ ー は、1909年 以降 一連

の講演 をプ ラハ で行 い、組 合 に大 きな影響 を及 ぼす こ とにな る[・6]。以上 が従 来 の研 究 に

も とつ い た、「バ ル ・コクバ 」にお ける ブーバ ー の位 置づ け であ る。 当時 の組合 員 の 回想

をた どる と、 ブーバ ー はま るで 「師」の ご と くあがめ られ てい る[・7]、東欧 のユ ダヤ人 文化

の伝 達者 とされて も不 思議 は ない[・8]。

だが 、 ブーバ ー の講演 を読み 返 して み る と、 問題 の1909年 以 降の 講演 で は一度 と して

東 欧 のユ ダヤ 人、 お よび その 文化 は評価 されて い ない こ とが分 か る。 講演 の 主眼 は、 む
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「文 化 シオ ニ ズ ム」 とは 、元 来 ロ シ アの 思 想 家 アハ ド ・ハ ー ア ー ム(1856-1927)に 由 来 す る用 語 で あ る。 テ オ

ドー ル ・ヘ ル ッル(1860-1904)が 外 交 手段 で 「ユ ダ ヤ 人 国家 」の建 設 を推 進 した の に対 し、 精 神 的 中 心 地 と し

て の パ レスチ ナ を強 調 し、 移 住 に先 立 つ ユ ダ ヤ文 化 の創 生 を 訴 え た。 プ ラハ へ はベ ル トー ル ト ・フ ァ イベ ル

(1875-1937)、 マ ル テ ィ ン ・ブー バ ー(1878-1965)、 ナ ー タ ン ・ビ ル ンバ ウム(1864-1937)ら の 著 作 を介 して

紹 介 され た 。

Baioni,S.1-33.;Robertson,S.198ff;Kieval,S.124-153.;Specter,S.135fL

た とえ ば、 次 の 回想 な ど を参 照 の こ と。Kohn,Hans=Mα π勿 β始 εU8加W猷 朔45伽 θZ飢E∫ ηBε'吻g2縦Gε ゴ5亡θ5-

gθ∬hfσ玩eM漉 θZ8μropα51880-1930.Cologne1961.;Wdtsch,Robert:In:Deア1π4θ 姻45ε 融 ル4εη跏襯.Gθ∫α摺解8Z'εA瞬 漉ze

μηゴRθゴ8η,K61nl963,S,XII-XL.

ブ ーバ ー は プ ラハ のみ な らず 、 ヨー ロ ッパへ 東 欧 の ユ ダ ヤ人 文 化 を伝 え た人 物 と考 え られ て い る。 次 の 著 作 を

参 照 の こ と。Aschheim,S.E=Bro亡hθr∫ 砌4S`7翩gθ75耽E磯Eμrop砌 η181〃ゴηGθ朋 翩 砌4Gεr吻 砌12瞬5んCoη 頭oμ5ηθ∬

1800-1923.Wisconsin1982,S,121-138.
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しろ 西欧 の い わゆ る 「同化 」のユ ダヤ 人が 、 いか に 自力 で 「文化 再 生」す るか にあ る[*9]。

1909年1月 の 『ユ ダヤ性 の 意味』で は、「出 自」や 「血 縁」とい う 「実 体」が その再 生へ の鍵

に、1910年4月 の 『ユ ダヤ性 と人 間性』は、ユ ダヤ人 に付 与 され て きた内面 的 な 「二重 性」

が 人類 に寄 与す る と説 い てい る。三 つ 目の講演(1910年12月 の 『ユ ダヤ性 の刷新 』)で は、

た しか にハ シデ ィズム をテ コに した 「刷 新」が展 開 されるが 、そ の焦点 は、後 に 『ハ シデ ィ

ズムへ の道』で 回想 され るよ うに、伝承 に関わ って きた東 欧の ユ ダヤ人 には な く、 そ こか

ら到 達 され る抽 象的観 念 的な領域 にあった[*lo]。

バ イオー 二が指摘 す るよ うに、東欧 のユ ダヤ人 の文化 を 「バ ル ・コクバ」に紹介 したの は、

ブーバ ー で は な くナ ー タ ン ・ビル ンバ ウムで あ ろ う匚*11]。ビル ンバ ウム は、「バ ル ・コク

バ」の設 立 当初か らそ の名 を知 られ、 ブーバ ー 同様、 講演 な どに招 かれ、 劇団 が プラハ を

訪 れ る時 期 には、 オー ス トリア を中心 に 「イデ ィ ッシュ語主 義運動 」を推進 してい た[*12]。

東 欧 のユ ダヤ人 の言語(イ デ ィ ッシュ語)と そ の文化 を固有 の もの と し、民 族 としての承

認 を得 る とい う運動 で ある。初期 の論 集で は、評価 こそ高 くない ものの 、 イデ ィッシュ演

劇 が 「発展 が十分 に期待 され る」ジ ャ ンル と位 置づ け られて いる[・13ユ。一 時 はイデ ィ ッシュ

語 を評 価 した ブ ーバ ー もユ ダヤ演 劇 の創 設 に関 わ ったが 、1909年 以 降の ブ ーバ ーか ら同

じ見 解 は期 待 で きまい[・14]。

もっ と も、東 欧の ユ ダヤ人 の文化 を紹介 したのが ビル ンバ ウム だ と して も疑 問が残 る。

イデ ィ ッシュ演 劇が 受 け容 れ られ なかった とい う ことは、 とどのつ ま りビル ンバ ウムの言

説 が 「バ ル ・コ クバ」に あま り影響 を及ぼ さなか った、 とい う こ とに なる。 同 じ時期 で も、
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Baioni,S.35f玉

ビル ンバ ウ ム の 「イデ ィ ッ シュ語 主義 運 動 」の詳 細 につ い て は、 次 の著 作 お よび拙 論 を参 照 の こ と。Fishmann,

LA.=ldθoZo舘Socf8り 娩ηdL翩g砌ga励 ε0の55gγ げN厩 加 πBlrη肱 翩.AnnArborl987.;佐 々木 茂 人:ユ ダヤ 人 の 「文

化 的 自治 」に お け る言 語 一 一ナ ー タ ン ・ビル ンバ ウム の 評 論 活 動 を中 心 に一 、 『人 文 知 の 新 た な 総 合 に 向 け

て(京 都 大 学21世 紀COEプ ログ ラ ム 「グ ロー バ ル化 時 代 の 多 元 的 人文 学 の 拠 点 形 成」)第 二 回 報告 書IV〔 文 学 篇

1論 文 〕』、2004年 、189～206頁 。

Birnbaum,Nathan=D1θ ル4θη卿4跏5Dr卿 τα.In:跏598贓 肋 θSσhψ8η.Z雄 丿槻15凶 θπFr4gθ.Bd.2,S.245-260.

ブー バ ー とイ デ ィ ッシ ュ語 に 関 して は 次 の拙 論 を参照 の こ と。 佐 々 木茂 人:カ フカ と イデ ィ ッ シュ語 一 カ フ

カの 講 演 に お け る 「ジ ャ ル ゴ ン」 とい う表 現 をめ ぐっ て一 、GermanistikKアoto第 六 号 、2005年 、27頁 以 下 。

初 期 ブ ーバ ー とユ ダ ヤ演 劇 につ い て は、次 の著 作 に詳 しい 。Riss,Heidelore:Aη54'zθzμ8∫ ηθアGε5ch∫`厩485ノ鋤5c伽

丑 眈er5fηBθr伽1889-1936.FrankfUrta.M.2000,S,7庶
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片 や ブーバ ーは熱狂 的 に、片 や ビル ンバ ウム は冷 淡 に、そ れぞれ受 容 された とい う ことな

のだ ろ うか。

問題 は両者 の 影響 力 の多 少 に あ るので はな い。 レオ ・ヘ ルマ ン(1888-1951)の 『ナ ー

タン ・ビル ンバ ウム、著作 と遍 歴』(1914)[*正5]によれ ば、 当時の 「バ ル ・コクバ」は、 ビル

ンバ ウム の動 向に む しろか な りの関心 を抱 い てい た。 同著 を執筆 したヘ ルマ ンか らして、

1909年 か ら1910年 まで 「バ ル ・コ クバ 」の総長 を、 そ の後 は機 関紙 「自衛 』の編 集者 を務

めた人物 なので ある。

ヘ ルマ ンは、「バ ル ・コクバ 」の路線 と抵 触す る点..一一 ビル ンバ ウムが シオニズ ムを 「帝

国主 義」と断罪 し、超 党派 的 な活動 を訴 え る点 につ い て は反駁 を加 え なが らも、 「イ

デ ィ ッシ ュ語 主義 運動 」に は容 認す る姿勢 を示す 。 とい うの も、「彼(ビ ル ンバ ウムー

引 用 者注)は 西 方 ユ ダヤ 人(Wεs加de)で あ る。 が 、彼 の 愛 と生 活 は東 方 ユ ダヤ人 の もの

だ。 その愛 にお いて西方ユ ダヤ人の こ とは忘れ去 られ てい るか に見 え る。だが 、ユ ダヤ の

特性 につ い ての言葉 か らは、彼 が西方 ユ ダヤの 問題 に理 解 を示 しなが ら取 り組 んで いる こ

とが分 か る。彼 は、 東方ユ ダヤの生活 とい う泉 か ら新 たな力 と希望 を くみ上 げね ばな らな

い大 きな課題 に身 を投 じてい たのだ」[・16]。現実 の東欧 のユ ダヤ人 の生活 を主軸 と した 「イ

デ ィッシ ュ語 主義 運動」は、 「西方 ユ ダヤ人」の ため の一活動 と矮 小化 され て 「バ ル ・コク

バ 」に受容 されて いたので あ る。

ベル リンや ウ ィー ンと違 い、 プ ラハ に は東 欧の ユ ダヤ人の コ ミュニテ ィが なかっ た。 ユ

ダヤ系知 識人が 現実 の東欧 のユ ダヤ人 と接触 す るのは、よ うや く第一 次大戦 中、難 民 となっ

た彼 らが 大挙 して押 し寄 せ て くる ときの こ とで ある[・17]。翻 訳 され たハ シデ ィズ ムの伝 承

や イデ ィ ッシュ語の詩 な ど と違 い、 イデ ィ ッシ ュ演劇 はその場 で生 身の人 間が演 じる もの

で あ る。 ブーバ ーの議 論 を受 け入 れ、 ビル ンバ ウムの言説 を読 み換 えたユ ダヤ系知 識人 に

は、現実 の東欧 のユ ダヤ人 が演 じる舞 台 を受 け容 れ る基 盤 はなか ったので あ る。
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第 一 次 大戦 中 の プ ラハ のユ ダヤ 人 難 民 につ い て は 次 の拙 論 を参 照 の こ と。 佐 々 木茂 人=東 方 ユ ダ ヤ人 難 民 とプ

ラハ の ユ ダヤ 人一 カ フ カの伝 記研 究 のた め に一 、 京 都大 学 大 学 院独 文研 究 室 『研 究 報告 』第16号 、2002年 、

1～27頁 。
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2.カ フ ェ ・サ ヴ ォ イ

レンベ ル クか らプ ラハ を訪 れ た一座 が上演 を したの は、 「場末 」と形 容 され る 「カ フェ ・

サ ヴ ォイ」(正式 名称 は 「ヘ ルマ ンの カフ ェ ・レス トラ ン 〈サ ヴ ォイ〉)である。今 日で言 う、

ヨゼホ フの はず れ、 コジー通 りとヴィエ ゼ ンス カー通 りが交 差す る角、 カフカの奇体 なオ

ブジェが 目を引 くスペ イン ・シナ ゴー グか らわず か数 ブ ロック ほ どの場所 になる。 シーズ

ン中 は観 光客 で ごった返す この界 隈 を歩 けば、 こ こは 「場 末」なの か と素朴 に 問いか け た

くなる だろ う。

周 縁 はつ ね に 中心 との 関係 で捉 え られ る。1911年 当時 、 プ ラハ の 文化 的 な中心 地 は、

ヴェ ンッェ ル広 場(ヴ ァー ッ ラフ広場)と 、.そこへT字 に交 わ る フェ ルデ ィナ ン ド(ナ ー

ロ ドニ ー)通 りとアム ・グ ラーベ ン(ナ ・プ シー コ ピ ィエ)に あ っ た。 ヴ ァー ツラ フ広 場

の端 、 フ ェルデ ィナ ン ド通 りの端 には それ ぞれ 、「ドイ ツ劇場 」と 「民 族劇 場 」が そ び え、

チ ェ コ系 と ドイ ツ系 の民 族紛 争 の縮図 に もな ってい た[・18]。こ こか ら見 れば、 カフェ ・サ

ヴ ォイは明 らか に 「場 末」で あ る。 今で こそ林 立 す る シナ ゴー グ に よって観 光地 に な って

い る とはい え、 サ ヴ ォイのあ った プラハの ゲ ッ トー跡地 は、 当時地 方 出の貧 しい人 々の吹

き溜 ま りと化 してい た。東 欧 のユ ダヤ人社 会 で 「マハ ラル(ラ ビ ・レー ヴの愛 称)の プラ

ハ」と して名 をと どろかす場 所 を じっ さいに訪 れた一座 は、お そ ら く驚 きと共 に落胆 の念

を禁 じえなか った に違い ない。

カフェ ・サ ヴ ォイは今 日 もそ の姿 を と どめて い る。 「チ ェ コの酒 場」(ごeskahospoda)と

名 前 を変 えて、 ひ っそ り とた たず む この カフ ェ兼 ビア ・ホ ー ルは、 入 る と正 面 に カウ ン

ターが あ り、左 手 に小 さ なビ ァ ・ホ ー ル と右手 に少 し大 きめ の ビァ ・ホ ール を備 えて い

る。 ビ ンダーが復 元 した区画 図[・19]による と、今 ある 「チ ェ コの 酒場 」は以前 、「ゲス ト ・

ルー ム」(Gastraum)と 「控 えの 間」と別 々 に壁 で仕 切 られ て い た よ うだ。 「控 え の問 」は、

今 の ものか ら左 に少 しず れた入 り口か ら入 る と、左 手 の廊下 を抜 けた ところにあ った ら し

い。一 座が 上演 したの は、 この 厂控 えの 間」で あ った。右 隅 に舞 台 を設 え、そ の後部 に簡

18

19

プ ラハ の民 族 闘争 と劇場 との 関係 につ い て は、 次 の 著作 に詳 しい 。 石川 達 夫:黄 金 の プ ラハ 幻 想 と現 実 の 錬

金 術(平 凡社)、2000年 。

Binder,Hartmut:聴K承 卿 羅5吻 θFプθμη4εzμGα5帥 偉rθη.PrσgeγK喚 ε緬 μ58rμη4距 馨纏g瑚g∬ ㈱ 纏 勿 痂5餅15`力εη

Bf1ゴゴoたμ脚εη亡θη.Prag2000,S.149,Abb.193.
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単 な幕 を張 る 会 場 と舞 台 の狭 さには驚 か ざる得 ない。

もっ とも、狭 さが 悪い効 果 ばか りを もた らす わけで はな いのが イデ ィ ッシュ演 劇 の特 性

であ る。観客 と俳優 との交感 に よって成立 す る 「「コ「の」(ShUND)(後 述)の よ うな場 合、観

客 の合 いの手 やア ドリブな どが 、狭 さゆ えに功 を奏 し、観客 との 一体 感 が よ り強 まる こ と

もあ る。1911年10月4日 、つ ま り最初 の観劇 よ り、 カフ カの 日記 を満 たす 感 覚 はお そ ら

くこ こに起 因す る だろ う。 た とえば、何 度 も日記 に記 され る歌 や メロデ ィー な どは、 カフ

カ 自身 一緒 に 口ず さん だ と言 う よ うに[・20コ、役 者 も観 客 も一緒 に歌 うもの だっ た よ うだ。

会 場全 体 が祭 り騒 ぎに な った のだ ろ う、観 客 が舞 台 に上 が る様子 をカ フカ は こん な風 に

記録 して いる、 「それ らの メ ロデ ィー は、舞 台の 上へ跳 び上 が る人 すべ て を受 け容 れ、そ

の 人の感 激 をまる ご と包み 込む のにふ さわ しい。 た とえ、そ の感激 を与 えたの は当 のメ ロ

デ ィー と信 じ られ な くと も」(T50)。

む ろん、大掛 か りな舞台 装置 に狭 さは致命 的 となる。 ゴル ドフ ァーデ ン(後 述)の 『シュ

ラ ミー ス』、 『バル ・コフベ』とい った歴 史劇 は、 イデ ィ ッシュ演劇 史 や脚本 に付 してあ る

写真 を見 て も、 か な り広 い舞 台 を上 演 の前提 と して い る。 ゴルデ ィ ン(後 述)の 写 実 的 な

戯 曲 で は、 金庫 や 衣装 ダ ンス とい った家 財 道具 が演 技 に必 要 に な る。 カフ ェ ・サ ヴ ォ イ

にあ った の は、 テー ブル が数 卓 と椅子 が 数脚 のみ。 もっ と も、 た だで さえ狭 い舞 台、 仮

に道 具が 持 ち込 まれた と して も、今 度 は役 者 の 自由が奪 わ れる だろ う。 ゴルデ ィ ンの 『野

人』とい う作 品 を演 じる にあた って、 俳優 は こうぼ や く。 「舞 台装 置 さ えあれ ば。俳優 が

動 くこと もで きない こん なみ じめ な舞台 で はな くて。 どうやっ て この 『野 人』を演 じた も

のか1こ の芝居 に は ソフ ァー が要 る。 ライ プツ ィヒ水 晶宮 の劇 場 は壮大 だ った。 開け ら

れ る窓が あった し、陽が 射 し込 んだ し、芝 居 には玉座 が必 要だ った、 よろ しい、 そ こには

玉座 があ った。私 は群集 を押 し分 けて、玉 座の 方へ 向か って行 った。私 は本 当 に王 様だ っ

た。 そ こで はは るか に演技 が しやす いの だ。 こ こで はすべ てが途 方 に暮 れ させ る」(T81)。

当 時の プラハ には、先 に も触 れた 「民族劇 場」や 「ドイ ツ劇場 」の他 に も、 オペ レッタを

主 に舞台 にか けて いた 「等 族劇 場 」が あ った。 そ う した壮 麗 な劇場 を想 起す るな ら、俳 優

た ちは劣悪 な状況 で上演 を してい たか に思 われ よう。 だが、 東欧 のユ ダヤ人移 民 の居 住 区

を擁す るベ ル リンや ウィー ンで も、1908年 前後 まで常 設の イデ ィ ッシュ劇場 はな く、ボ ー

20 Kafka,Franz:翫g8厩h飢Bd.1=1909-1912.Frank免rta.M.1994,S.169.以 下 「T」と略 し、 こ こか らの 引用 は カ ッ コ

内 にペ ー ジ数 を付 す 。
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イた ちが ビー ル を売 り歩 く 「カバ レ ッ ト形式 」での上 演 が普 通 だ った[・21]。レンベル クの

一座 の場合
、最 初 の2回 の公 演 は、実 は きちん と したホ ール の備 わ った 「ホテル ・ッェ ン

トラー ル」で行 われ た。 カ フェ ・サ ヴ ォイへ移 ったの は、 出 し物が 観客 に合 わ なか ったた

めだ と され る[・22ユ。 ゲ マイ ンデ や 当局 が介 入 した ので はな く、演 劇 や 演技 の質 が劇 団 を

「カフェ ・サ ヴ ォイ」へ移 動 させ たので ある。

演技 の質 への コメ ン トには事 欠 かない カ フカの 日記 だが、 なか で も1911年10月14日 の

「事件 」は、翌 日の興 行主 を失 う羽 目に陥 る劇 団 の様子 を描 い てい る。 この 日、上 演 を終

えて俳 優 が 口上 を述べ る さい に手違 いが起 き、幕 が はずれ て 「舞 台 がむ き出 し」にな る事

態 が 生 じた。 そ の場 に居合 わせ た カフ カは、「当局 の代 表 者」と翌 日の興行 を引 き受 けた

ユ ダヤ人組 合 の反応 をつぶ さに記録 してい る。厂カ フェの主 人 は、 ただ もう立 ち去 りたい

当局 の代 表 者 を落 ち着 かせ よ う とし、 そ の 甲斐 あ って代 表 者 は引 き留 め られ る。(中 略)

明晩 の興 行 を引 き受 け、今 晩 の 開演前 に定例 総 会 を行 っ たユ ダヤ人 職 人組 合 〈未 来〉は、

この事 件の ため、 三十分 以 内に臨 時総会 を招集 す る ことに決 める。 あるチ ェ コ人の組合 員

が 、俳優 た ちの行為 は け しか らん と、彼 らの完 全 な失脚 を予言す る」(T66f)。

レ ンベ ル クの 一座 が 「カフェ ・サ ヴ ォイ」の 舞台 に上 が った のは、 決 して プ ラハ のユ ダ

ヤ人が彼 らを蔑視 して いたか らで はな い。た とえ、 大 きな劇場 で演 じる こ とが で きた とし

て も、 肝心 の一座 の技量 が乏 しか った のであ る。

3.レ パ ー トリー と上 演

レ ンベ ル クの一 座が プ ラハ で上演 した レパ ー トリーの 数、 お よびその作 品名 は、ベ ック

と上 田氏の研 究 に よってほ ぼ明 らか にされて いる。 その 内容 は カフカが 日記 に詳 し く記 し

てい る他、 ベ ック も作 品 との関連 で言及 、 さ らに は上田氏 の 「ラテ ン文字転 写」[・23]によっ

て広 く研 究 者 に 開か れて い る。 こ と さら ここで 取 り上 げ て論 じる必要 は なか ろ う。 ただ
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ウ ィーンで は、ユ ダヤ人ゲマ インデが 「低劣なジャルゴン文化を嫌い」、「また公演に対 して反ユ ダヤ主義者 に

よる暴力的妨害が起 こるのではないか と恐れ」たため、上演 に難色 を示 したとされ る。メ ンデル・ノイグレッシェ

ル(野 村真理訳):イ デ ィッシュのウィー ン(松 籟社)、1997年 、37頁 以下。
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し、 レパ ー トリーの質 とじっ さいの 上演 に関 して は話 が別 であ る。

ベ ックは一座 の レパー トリー を二種 類 に分 けて いる[*24]。ゴル ドフ ァーデ ンとゴルデ ィ

ンの作 品 を指 して 「イデ ィ ッシ ュ演 劇 の古 典 」と、 それ 以外 の 「「コ「む」(ShUND)で あ る。

「古典 」につ いて何 ら説 明は な く、 「「コ「の」につ い て は、「衝 撃 的な効 果 ときわ めて複 雑 な

プ ロ ッ トをそ な えた くず劇 」で、「一編 の劇 とは言 いが た い、借 り物 か らで きた劇 は、 さ

ま ざまな タイ プの戯 曲の、 テー マ、形 態、技 術 を反 映 してい る」とされ る。一 見、 判別基

準 は演劇 史 にお ける位置 づ け と、戯 曲の質 であ る ように思 われ るが、近 代 イデ ィ ッシュ演

劇 に関 して は正確 な記述 とはい えない[・25]。

プラハで1911年 に上 演 された戯 曲 の中で、 もっ とも古 いのが ア ブロー ム ・ゴル ドファー

デ ン(1840-1908)の 諸 作 品 で あ る。 常 設 の劇 団 シス テム を確 立 した こ とか ら 「近 代 イ

デ ィ ッシ ュ演劇 の父 」と呼 ば れる彼 は、 も ともと詩作 や作 曲にす ぐれ、今 日 「ク レズマ ー」

(「瘡す♪り∋)で 親 しまれ る東 欧 のユ ダヤ 人の 音楽 を劇作 へ変 えた 人物 で あ った 匚・26]。た と

え ばカ フカ も観 た 『バ ル ・コフベ』侭 二⊃、∋一「コ)は 、 全編 が 脚韻 を踏 む韻 文 でつ く られ、

楽 譜 つ きの歌 を11お さめ てい た(さ らに言 え ば、「歌 い なが ら」とい う ト書 きは数 え切 れ

ない)。 旧約 聖書 やユ ダヤ人 の歴 史 を扱 っ た悲劇 を得 意 とす るが、 人物 造詣 に は弱 く、 プ

ロ ッ トもきわ めて単純 で あった。

ゴル ドフ ァー デ ンは、 ロシ ア帝国 を は じめ東 欧 に広 く 「弟 子 」を生み 出 した が、 ア レク

サ ン ドルH世 暗殺事 件 を きっか け にイデ ィ ッシュ演劇 の上 演 が禁止(1883年)と な り、 移

民 の流 れ と共 に中心 地 は ア メ リカの ロウ アー ・イ ース トサ イ ドへ と移 る。 当地 は、折 り

し も農業 か ら家 内制 手工 業へ と産業 形態 の変化 にさ ら され てい た[・27コ。 過酷 な労働 条件 が

宗教 的慣 習 の廃 棄 を もた ら し、伝 統 的生 活 と切 り離 され たユ ダヤ人 た ち は故郷 を想 起 さ

せ る娯 楽 を求 めた。 ユ ダヤ人 観客 の需 要 に合 わせ てつ くられ た のが、 「屑物 」を意 味す る

「「コ盟 」で あ る。演 劇 にお け る定 義 は さ まざ まで一 概 に悪 い意 味 を持 つ わけ で はない。 む

しろ劇 団 と大 衆 との親 近感 を示 す用 語で あ る ようだ。 この 「「コ渺 」、 さ らに三 つの ジャ ン
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デ ィ ッシ ュ演 劇 の 影響 解 明 の た め の基 礎 的 作 業一 』は福 岡 大学 人文 学 部 の 報告 に ま とめ られて い る 。
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Ottens,Rita/Rubin,Ioel:Klθz耀r-Mμ ∫f丸,M直nchen2003.

H6dl,Klaus:。%η2S配 θ∫1翩61θLowθrEσ5孟S14θ".Wien1991,S.123任
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ル に分 け られ る。一 つ 目が メ ロ ドラマ風 の オペ レッ タ。壮 大 な舞 台装 置、 豪華 な飾 りに

衣 装、 そ してエ キゾチ ック な空 間演 出 を特 徴 とす る。 二 つ 目が ドキ ュ メ ン トタ ッチ の戯

曲で、 時事 問題 を取 り上 げ るのが 特色 で あ る。 最後 が 「家 庭 ドラマ」風 の戯 曲。 現実 生活

を反映 しつつ 、不運 な恋愛 をこっ けい に描 き、最 後 は円 くお さまるの を身上 とす る。 アブ

ロー ム ・シャル カ ンス キー、 ジグ ム ン ド ・フ ァイマ ン、モ イ シェ ・リフテ ル ら、 レンベ ル

クの一座 の レパ ー トリー の大半 が これに属す る。

いず れ も観客 の心 を揺 さぶ り、生活 に欠 かせ ない娯楽 で はあ ったが、他 の文 学 ジ ャンル

に比 肩 しうるジ ャンルで はな かった。 毎週違 った演 目が舞台 にか か るた め、脚 本が上 演 ま

でに完 成 す る こ とは まれ、 で き上が った部 分 か ら川頁次 俳優 に渡す 有 様 だ った。 ほ とん ど

が他 の作 品 の切 り貼 りか ヨー ロ ッパ の演 劇 の稚 拙 な翻 案 もの 。俳優 は劇作 家 よ り力 を持

ち、台詞 を勝手 に捻 じ曲 げた り、 ア ドリブで ごまか して幕 を閉 じる ことはお ろか、 自分 た

ちの気 に入 らな い戯 曲や 劇作 家 は排 除す る こ とさえ あ った。 な かで も、新 参 の劇 作家 は

「「う嫉・」と蔑 まれ、 字義 どお り俳優 たち の 「カモ」になって利 用 され るのがお ちだ った。
ず

そ こ に現 れ るのが ヤ コブ ・ゴルデ ィン(1853-1909)で あ る。1891年 に新 大 陸 の土 を踏

んだ ゴルデ ィ ン も、「「㌧則 と して俳優 たちの熱 烈 な歓 迎 を受 け る。 だが 、そ れ は彼 が新
　

参 で あった とい う理 由 ばか りか らで はなか った。 処女作 『シベ リア』(1891)は 文学 的価値

も劇 作 品 と しての価値 もあ ま りなか った とはい え、 明 らか に新 しい舞台 の試 み を示 して い

た。 誇 張的 な科 白や 身振 り、 ア ドリブを排 し、観 客 も普段 用 い るイデ ィ ッシュ語 を導入 、

科 白 と科 白に連 絡 をつ け、 誰 で も筋 が分 かる よ うにす る 驚 くことに、 これ らの ことは

当時の いわ ゆる 「「コ「の」には見 られ ない要素 であ った。

ゴルデ ィ ンが取 り上 げたの は、結婚 問題 、仕事 や金銭 をめ ぐる トラブル、女 性 の人生 な

ど、移 民世代 の ユ ダヤ人 の社会 問題 で あ り、主 としてモ ラル の観 点か ら考 察 してみせ た。

ロシ アで信 奉 して い た 「永 遠 の人 々」(ロ5iy-ay)[*28]の プロパ ガ ンダ を盛 り込 んだ り、 と

きに グロテ スク に造 形す る こと も憚 らなかった ため、劇 作家仲 間か らは反ユ ダヤ主 義者 と

揶揄 され るこ とす らあ った。 だが 、1860年 以 降の ヨーmッ パ の演劇(デ ュマ、 ゾラ、ハ ウ

プ トマ ン、 イプセ ン)の 動 向 を考 え れば、 ゴル デ ィ ンの戯 曲 は時代 の趨勢 で あった ともい

え よう。 『シベ リア』以 降、 ゴル デ ィ ンの 黄金 時代 が 始 ま る。 さま ざ まな劇 団か ら招 きを

28 反 ロシア正教団体 「シュ トゥンダ教」のユ ダヤ版セク ト、 トルス トイの影響 を受け農業 による自活 を説いた。詳

細 は不明。
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受 け、 戯 曲執筆 の依 頼 も多数 受 ける よ うに なった。 生前 に執筆 した作 品 は70か ら80に の

ぼる とされ る。

以上 の ように ま とめ る と、 レンベ ル クの 一座 の レパ ー トリーの なかで 唯一鑑 賞 に耐 え る

のは、 ゴルデ ィ ンの諸作 品 とい う こ とに なろ う。 ただ し、作 品が脚 本 どお りに上 演 され

たか どうか は別問題 で ある。 これ を明示 したのが、 ドイツ語 圏の 「ユ ダヤ演劇 」(イデ ィ ッ

シ ュ演 劇 に限 定 され ない)の 社会 史 を専 門 とす る シュプ レ ンゲ ルで あ る[*29]。彼 はベル リ

ンの検 閲 の記録 を当 た り、 劇団 の中心 的 な俳優 レヴ ィ(後 述)が プラハ来 訪以 前 にベル リ

ンで 劇 団 に所 属 して いた事 実 を発 見 。上 演 の レパ ー トリー か ら、す で にベ ル リ ンで ゴル

デ ィ ンの 『野 人』(のコジ鋤 ジ「りr「「「ジ「)が 演 じられ、 しか も当局 に提 出 され た ドイ ッ語訳

の台本 よ りも 「極端 に短 か った」点 に着 目した。 カフ カの 日記 と照 らす と、5幕 もの の 『野

人』が プ ラハ では4幕 で上 演 された可 能性 があ る とい う。

とす れば、 「『野 人』には部 分的 に大胆 な箇 所が あ る」(T135)と い うカ フカの言 葉 を俟 つ

まで もな く、か な り大胆 な脚 色 が加 え られ た こ とに なる。 『野 人』(1907)は 、 父親 が 若い

女性 を妻 に迎 えた こ とで崩壊 す る家庭 、そ して妻 の殺害 に よ り再生 して い く模様 を描 いて

いる。凶行 に及 ぶの は息子 の 「野 人」レメ フだが、 それが行 われ る第4幕 の終 わ りの場 面で

は理 由は明 か され ない。 その後 の レメフの兄 ジモ ンの科 白で よ うや く 「野人」が継 母 を殺

害 した原 因が明 らか に なる。い わ く、 「何 だって?野 人 が どこにい るっ てい うんだい 。野

人 はぼ くた ちみ ん なの深い ところ に埋 め込 まれて いる んだ。 ぼ くらの振 る舞い、 ぼ くらの

や り方 をみ て ご覧 よ、 み ん なに野人 が い る とは言 えないか い?教 育 を受 けた り、 精神 を

覚醒 させ た り、 肉体 を魂が コン トロー ルすれ ば、野 人 はぼ くらの なかで 眠る し、 反対 に物

質 的な 目的 を 目指 してや っ きに なった り、理想 を持 た なかっ た り、精神 が 眠 り込 んだ りす

れ ば、野 人が 目覚め て、 ぼ くらを反文 明へ駆 り立 て、 人類 の法 に対 立 させ るん だ1」 匚・30]。

「野 人」を 「反 文明」に見 立て 、殺 人 をそ の一 つの現 わ れ とす る いか に もゴル デ ィン ら

しい プロパ ガ ンダで あ るが、 この科 白、実 は第5幕 にあ る。つ ま り、 レメ フの凶行 を説 明

す る この部 分が欠 け た4幕 ものの 『野 人』だ と、殺 害 は狂 気 の発作 か ら としか説 明 で きない。

ゴルデ ィ ンの他 の作品 に比べ てた だで さえ ま とま りの悪 い筋 は、そ の作 品 の意図 さ えも失

29

30
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うの であ る。ゴル デ ィンは何 よ り作 品が脚 本 どお りに忠 実 に演 じられ るこ とを大 事 に した。

それ は当時 支配 的だ った 「「コ「の」との差 別化 の一手段 で もあ った。鑑 賞 に耐 え る唯 一の作

品で さえ もが、脚本 どお り演 じられてい なか った可能性 が 高い ので ある。

4.レ ヴィの演劇人生

プ ラハ で興行 した レンベル クの一座 は、 イ デ ィッシュ演劇 の歴 史 をひ も解 いて もその名

を見 出す ことはで きな い。舞台 の様子 か ら判断す るに、名 を なす 劇 団 とな る資質 を欠い て

いた もの と思 われ る。 カフ カの 日記 か ら、一 座 の メ ンバ ーが イ ツバ ク ・レヴ ィ、 ピー ペ

ス、 クルー ク夫 妻、 チ シ イク夫 人の五 人 だった こ とは分 か る もの の、個 々の役 者 とな る と

雲 をつか む話 であ る。 もっ とも、「カフ カの友人 」となって長 年親 交 をむす んだ イツバ ク ・

レヴ ィ(1887-1942～)は 別 だ。 カ フカを イデ ィッシ ュ文 化 の世 界へ 開 き、 『判 決』とい う短

編 の登場 人物 のモ デル に もなった と、 カフ カ研究 にお い て未 だ に言及 され る人物 なので あ

る。あ るい は、 わが 国 で広 く知 られる唯一 の イデ ィ ッシュ演 劇俳優 か もしれ ない。

カフ カ研 究 で の レヴ ィは、 カフ カが彼 か ら聞い て 記 した 日記 の 記述 ハ シデ ィズ ム

とその コ ミュニ テ ィ、 ロ シァのユ ダヤ人 の宗教 的諸習慣 、敬 虔 な祖 父 の死 に際 な ど か

ら、伝 統 的 なユ ダヤ性 ない しは真 のユ ダヤ 的 な生活 を体 現 した人 物 の ご と く扱 わ れて き

た。敬虔 な両 親の元 で育 て られた レヴ ィは、将 来の ラ ビを嘱望 され て幼 少時 よ りタル ムー

ドの学 習 に励 ん でい た。「現代 的 で」「啓 発 され た」プラハ の ユ ダヤ人 に対 しては、 「ユ ダヤ

人」た る 自負 もあ った ようで、後 年 の 回想 で は 「ユ ダヤ性 に関 して は.七 人の プ ラハ作

家 の ヴ ェルチ ュ とベ ルクマ ンをのぞ いて、 ほ とん ど何 も知 らなか った」とい さ さか 高み に

たっ た発 言 を して い る[*31]。

しか し、 カフ カが1917年 に手 が けた1/ヴ ィの 自伝 の翻 訳 『ユ ダヤ劇場 につい て』[・32]を

た どる と、 そ う した レヴ ィ像、 つ ま り伝統 的 なユ ダヤ人 の伝 達者 とい う人物像 は一 面的 な

見 方 であ った と分 か る。 プ ラハ のユ ダヤ 人か らすれ ば、古 くか らの宗教 生活 を営 む東欧 の

1

2

3

3

Beck,S.221.
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一ユ ダヤ人 であ ったろ うが、 当の東 欧のユ ダヤ 人 コ ミュニ テ ィか らす れば、伝 統的 なユ ダ

ヤ人 とはお よそ言 い難 いので ある。 それ はた とえば、役 者 とい う職 業 に端 的 に示 され よう。

シャガー ル ら画家 が正統 派 か らユ ダヤ 人 と認 め られなか った こ とは周 知の通 りだが、演

劇 も神 の被 造物 を 「模 す 」とい う意味 で禁 じられた 行為 だ った。ユ ダヤ人 の間 で演劇 が発

達 しなか っ た理 由 もこ こに求 め られ る。 レヴ ィが生 まれた ワルシ ャ ワは 当時 ロ シァ帝 国

の 「強制 集住 地域 」にあ り、19世 紀 後半 に は じまるニ コ ライー世 の世俗 化 政策 に さ らされ

てい た[・33]。レヴ ィの育 ったの は、 その 中で もまだ伝統 を保持 す る コミュニ テ ィだ った よ

うだ。 中世 以来続 く謝 肉祭劇風 の 「プ リム劇 」は許容 されて も、演 劇 はイ デ ィ ッシュ語 の

もの だろ う と他 の言 語 の ものだ ろ う と 「不 浄」とされ、 「ゴイ(非 ユ ダヤ人)と 罪 人 のた め

の もの 」だ った(N432)。 レヴィ は回想 の中 で最初 その ことを 「知 らなか った」と言 うが 、

劇場 へ の情 熱が伝 統 に よる規制 を乗 り越 えて しまっ た らしい 。そ れ を示 唆す るエ ピソー ド

が盛 り込 まれ てい る。

あ る とき レヴ ィ少年 は、 ワル シャ ワの市庁 舎 のむか い に 「大 劇場 」が あ る ことを聞 き知

る。 そ こへ 行 きた い とい う想 いを密か に募 らせて いたが 、 ヨム ・キプー ルが 開けた後 、従

兄弟 たち と偶 然 その 前 を通 りか か った。 開 演前 なの だろ う、大 勢 の人 だ か りが舞 台 を囲

む中、 かね てか ら少年 の願 望 を知 って いた従 兄弟 た ち は彼 の心 を読 ん で こ う言 った、 「ヨ

ム ・キプー ルの 後 は、最 悪 のユ ダヤ 人 で さえ劇場 なん か行 か ない んだ ぞ」と(N432)。 そ

れ を聞 いた少 年 は、 反省す る どころか、 「普 通 の 日な ら、 年か ら年 中 た くさん のユ ダヤ人

が行 くんだ」とか えって希望 を膨 らませ る(Ebd.)。

こ う して ポー ラン ド人 の劇場 に通 う ように なっ た レヴ ィは、 オペ ラ 『ユ グノー信 徒』か

らシ ラーの劇 作(『 ヴ ィルヘル ム ・テル』、 『群 盗』)な どを観 劇 す る。 ロシ ア語 や ポー ラン

ド語 が分 か らない なが らも、 「プ リム劇」とは比 べ 物 にな らない 「ゴイ」の洗練 された舞 台

へ とのめ り込ん で ゆ く。そ こへ、 イデ ィッシュ演劇 が ワル シャ ワを訪 れ る とい う知 らせ が

舞い 込 んだ。 レヴ ィは両親 に知 られ るの を覚悟 で観 に行 き、そ の世界 に 「夜 通 し眠れ ない」

ほ ど 「興奮」す る。 翌朝 、案 の定息 子の行 動 を知 った両親 は、レヴ ィを勘当 す るに至 る一

レヴ ィの 自伝 はこ こで 途絶 してい る。

33 ツ ヴ ィ ・ギ テ ル マ ン(池 田 智 訳)1ロ シア ・ソ ヴ ィエ トの ユ ダ ヤ人100年 の 歴 史(明 石 書 店)、2002年 、30頁 以 下 。

レ ヴ ィの 通 っ た 「タル ム ー ド学校 」に は、 シ ェ イ クス ピア や シ ラー 、 バ イ ロ ンな ど の著 作 が 揃 え られ て い た と

い う(N434)。
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伝 記 的 資料 か ど うか は ともか く、1920年 代後 半 の レヴィ を活写 した もの と して は、 邦

訳 もあ るバ シ ェ ビス ・シンガ ーの 『カフ カの 友 人』(1970)[*34]が 挙 げ られ る。 もっ と も、

シ ンガー の描 くレヴ ィ(「 ジャ ック ・コー ン」)像 は、 カフ カ研 究者 の知 る人 物 とはお よそ

か.け離れ てい る と言 わね ばな らない。若 い シ ンガーにか らん では金 をせ び り、運 命 の天使

とチ ェス をす る顛 末 を滑稽 に語 るか と思 え ば、 ひ ょん なこ とか ら救 った貴婦 人 と添 い寝 を

して 男 を感 じる。 カ フカ は 「天才 」だが、女 さえ買 え ない少 年 と揶揄 され る 風 采の あ

が らない 「空気 人 間」を取 り上 げ、著 名 な作 家 もろ と も笑 い飛 ば して し まうユ ダヤ 人 の 自

浄機 能を描 いた傑作 とされ るの もむべ なるか なで ある 匚・35]。

後 に粉 川氏 の イ ンタヴュ ー に応 じた シ ンガー は、細 部の デ フ ォル メ は と もか く 「そ の

くフィー リ ング〉は レヴ ィの ものだ」と答 えた とい う。 カフ カの言 葉 を引 きなが ら、 レヴ ィ

が 「語 りに優 れ てい た」と指 摘 したの は ビ ンダ ーだ が[*36]、カフ カの 日記が レヴ ィの話 を

数多 く納 めて い るの も同 じ理 由 に よる のだ ろ う。 とす れ ば、作 中 の シ ンガー相 手 に長 広

舌 をふ る う 「ジ ャ ック ・コー ン」は、 プ ラハで舞 台 の合 聞 に 自分 の過 去 を 自嘲 的 に語 る レ

ヴ ィに重 なる。 た とえば、1911年10月23日 の 記述。 「二十 歳 までL(レ ヴ ィ 引用者 注)

は タル ムー ド学校 生(bocher)で 、裕 福 な親 の すね をか じりなが ら勉学 に励 んだ。 そ の頃

は同 じような若者 た ちで徒党 を組 み、土 曜 日に閉 まった酒 場 に集 まって は、 カフ タン姿 で

煙 草 をふか し、 その他 に も安 息 日の戒律 を犯 して いた」(T80f)。

クラ ブに入 る と きは 「ヨー ロ ッパ の知名 の士 」気 取 りで、 カフ カの話 を しだす と興奮 し

て ドイ ツ語 が混 じる。 ヴ ァイニ ンガー のア フ ォリズム を引 き出せ ば、 ニ ーチ ェのセ ックス

論 を説 こう とす る シ ンガー の レヴィは、 ワル シ ャワの東 欧のユ ダヤ 人の 間では西 欧帰

りの風 を吹か せて い る。 ヨー ロ ッパ に憧 れそ の影 響 を受 けつつ も、 イデ ィ ッシュ とい う、

言語 か 「隠語」か不 分 明 な言 葉 の文化 をご く自然 に誇 りと感 じる。 その ような雑 多 なア イ

デ ンテ ィテ ィの あ りよ うこそ、 イデ ィ ッシュ演 劇 の役 者 の姿 なのか もしれな い。

[さ さきしげひ と ・同志社大学 嘱託講師コ
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れ 聡pp躍 〒":p脳 「◎「「遡 黐コは 、 『フ ォル ヴ ェ ル ツ』紙 に1968年6月14日 か ら18日 ま で連 載 され た。

西 成 彦:マ ゾ ヒ ズ ム と警 察(筑 摩 書 房)、1988年 、188頁 以 下。
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プラハ の ゴー レム伝 説の四つの源流

春山清純

は じめに

ユ ダヤ人 の間 に流 布す る人造 人 間ゴー レム に関す る伝 説 は、 中世 ドイ ツの、 マ イ ンツ周

辺 の ライ ン河 沿岸 地方 で成立 した後 、ユ ダヤ人 の東方移 住 に伴 ってポ ー ラ ン ドを中心 とす

る東 欧地域 に伝 播 した。 このポ ー ラ ン ドで成立 した伝説 の 一つ が、 チ ェコ(ボ ヘ ミア)の

プ ラハ に伝 わっ て 「プ ラハ の ゴー レム」伝 説 が形 成 され た と推 定 されて い る。そ れ 以 降、

ゴー レム伝説 は もっぱ らプ ラハ とい う土地 と結 びつ いて展 開 される ように な り、 チェ コ以

外 の土 地 におい て も 「プ ラハ の ゴー レム」の物語 が書 かれ る ようにな る。そ して現代 で は、

あたか もプラハ は、 ゴー レムその ものの故郷 で あ るかの ような観 を呈 してい る。

この よ うな発 展 の過 程 で、 ゴー レム像 も大 き く変 わ って い った。 まず 、 ゴー レムは一

般 に土 を素材 に して造形 され、 それ に何 らか の魔術 的 措置 が加 え られて 生命 を得 るの だ

が、 その魔術 的措 置 につ い ての描 写が 変 わっ てゆ く。次 に ゴー レム創 造 の 目的 も変 わ る。

また ゴー レム は、 ユ ダヤ教 の神秘 主義 的教 説 であ るカバ ラの術 を習得 した人物(カ バ リス

ト)が 、神 に よる人 問創 造 に匹敵 す る一種 の超 能力 を実践 す るこ とに よって作 り出 した も

ので あ る。 そ れゆ え、 ゴー レム の創 造 には、必 然 的に不 遜 ・僭 越(ヒ ュ ブ リス)な 行 為 と

い う評価 が付 きま とう。 そ してその 点は、物 語 の中 では ゴー レムが もた らす危 険性 として

描 かれ る こ とに なるが、 その危 険性 の内容 も変化 す る。 そ して最後 に、危 険 な存在 となっ

た ゴー レム か らは、何 らかの方 法で生 命力 を取 り去 って危 険性 を除去 しな ければ な らない

が、 その 方法 は、 生命 付 与 の方 法 に対応 してお り、 付 与 の場合 と逆 の操作 を行 な う こ と

にな る。 これを第 四の変 更点 としよ う。以上 の 四つ の視 点 か らゴー レム像 を検 討 してみ る

と、そ れぞ れの時代 にそ れぞ れの土 地で異 な った ゴー レム像 が作 り出 されて いっ たこ とが

よ くわか る筈 であ る。 しか し時代 が 下 るにつれ て、 ゴー レム像 は、 そ れが作 られ た時代や

土 地 を捨象 して、単 に様 々 な方法 で創 造 され、様 々な 目的 を果た す存在 と して描 写 され 、
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議論 され る ようにな ってい った。 その結 果、特 に20世 紀 も後半 に入 って生 み 出され たゴー

レムの物語 は、様 々 なイ メー ジのアマ ル ガムの様相 を見せ て いる。

ゴー レム は も とも とユ ダヤ の伝 説 であ った。 しか し、 人文 主義 者 厂 ロイ ヒリ ンが紹 介

した中世 の ゴー レム物 語 は別 と して も、 ロマ ン派 の1・ グ リムが ポ ー ラ ン ドの説話 を ドイ

ツ に紹 介 して以 来、 ゴー レム像 は、 ドイ ツ文学 に とっ て も周知 の素材 にな り、様 々 な解 釈

が加 え られて造形 され続 けて きた。 そ こヘ プラハ の ゴー レム像 が加 わ り、 ゴー レム に関す

る議論 を一層 複雑 にす る ことに なった。 ゴー レム像 を正 し く把握 す るた めに は、 議論 の も

つ れを解 く必要 があ る。そ のた めに は、ユ ダヤの伝 説 と、 ドイ ッにお ける解釈 を区 別 しな

けれ ば な らな い。そ こで我 々 は、 ユ ダヤの文 献 におけ るプ ラハの ゴー レムの姿 に焦 点 を当

て たい と思 う。 また、演 劇 や映画 の ゴー レム像 も、差 し当 たって考 察の外 に置 く。 文字 で

書か れ、物語 と して残 され てい る ゴー レム像 を まず検討 したい。 そ うす る こ とで、 プ ラハ

の ゴー レム像 の オ リジナ ルな形が 明 らか にな り、 同時 にそれ 自体が様 々に変容 して ゆ く姿

も明確 になる と思 わ れるか らで ある。

本論 文 におい ては、 まず プ ラハ 以前 の ゴー レム像 につ いて 一瞥 したの ち、 プラハ の ゴー

レム像 を4編 、検 討 してみ たい と思 う。

1.中 世 カ バ ラ とポ ー ラ ン ドの 伝 承

中世 カバ ラの ゴー レム像 に 関 して は、G・ シ ョー レムが 『ゴー レムの表 象』[・1]で紹介 し

てい る物 語 を参照 した。 そ の要点 は以 下の通 りで あ る。

○ 土像 に生命 力 を与 え るの は ヘブ ライ語 の ア ルフ ァベ ッ ト、 ある い はヘ ブラ イ語 で

神 を表 す文 字。 これ を土像 に吹 き込 むか、 その周 りで唱 える と、土像 が動 き出す。

○ 創 造 主体 は古代 の著 名 な預 言 者 エ レ ミヤ あ るい はそ の息 子 ベ ン ・シラで、 一 人 で

造 る時 もあ るが 、二 人以上 の と きもある。

○ 創造 に実 際的 な 目的 は な く、 カバ ラの修 行、 『創造 の書』の研 究終 了の証 となる。

1 G.Scholem=D飽 悔 醜 θ11跏g2η γ伽Golθ ηヱ碗 あγθη 齠 ㍑r15酌 例 朋4η1@5`加 ηBθz励 瑚gε η.In=ZμrK始 わ磁 雄41海rθr

5γ祕o〃 κ.Frankfurta/M.1977,S.233ff

078 貔艶涯a肥 難繕鷹顯 甕兮i磁笋勧懸縦麟 幽鯉i～鷹緯3熱 諺尠2韓 華



○ 土像 の額 に、 ヘブ ライ文 字三 文字 か ら成 る 「emeth」(nゐ嫉真 理)の 語 が 自ずか ら現

われ る。 これは神 を示す 「印章 」。

○ ゴ ー レム 自身が 第一文 字 ア レフを消去 す るか 、 あ るい は消 去 す る よ うラビ に要請

す る。 ア レフ を消 去 す る と残 りは 「meth」(;「ね死 ぬ の意 の形容 詞)と な って、 ゴー

レム は土像 に戻 る。 こ こに は、 ゴー レム創 造 が、偶 像 崇拝 、 あ るい は神 に対 す る

冒濱だ とい う思想が あ る。

○ 額 の文 字 は 「IHVHEIohimemeth」(神 は真 理 な り)の 場 合 もあ る。 この場 合、 ア レ

フを消去 すれ ば、「IHVHEIohimmeth」(神 は死 んだ)[・2]とな る。

○ 創 造 に際 して 「呪 文」を唱 えた時 は、土 に帰 る際 に、 その文 字 の組 み合 わせ を反転

させ るよ う、 ゴー レム は創 造者 に要請 す る。

○ 創 造 に際 して 、手順 を誤 れば、創 造者 に害 が及ぶ 。

○ ゴー レム の言語 能力 に関 して は、聴 取 能力 の み とす る もの と、 発話 能力 もあ る と

す る もの の、二 つが ある。

中世 の物 語 におい ては、本 来、ゴー レム は何 か に使 う目的で造 る もので はなか った。 ゴー

レムの創造 は、 カバ ラ を習得 した賢者 に は神 の人 間創 造 に倣 って ゴー レムを作 る能力 があ

るこ とを証 明す る ための作業 に過 ぎなか った。そ して名前 を挙 げ られてい るの は古代 の賢

者 であ り、彼 らは、 中世の カバ ラ研 究者 の模 範 とす べ き先 達 と考 え られ ていた のであ る。

カバ ラ とは、 聖書(キ リス ト教 の旧 約聖 書 に当 た る部分 の みが 、ユ ダヤ教 の 「聖 書」で

あるが、便 宜 的に この言葉 を使用 す る)の 隠され た意味 を解 くこ とに よって、創造 の秘密 、

神 の真 の姿 に迫 ろ う とす る思想 的営 み であ る。 その 手が か りは聖書 の 言葉 、す なわ ちヘ

ブライ語 であ る。 カバ ラの古典 に 「創 造 の書』[・3]とい う小 冊子 が あ る。 これ は、宇 宙 ・世

界 ・人 間が どれ ほ どヘ ブ ライ語の構 造 に対応 して いるか を述べ た ものであ る。世界 はヘ ブ

ライ語 に よって創 造 された のだか ら、ヘ ブ ライ語 に対 応す る とい うのであ る。本 書 自体 に

ゴー レム創 造の 方法 とい った もの が述べ られ てい るわ けでは ないが、 タル ムー ド以来、本

書 を研 究す れば、 ゴー レム を作 るこ とが で きる ≧い う考 えが広 まって ゆ き、 中世 の ゴー レ

2

3

ロ イ ヒ リ ンが 紹 介 した の は、 額 に 「IHVHElohimemeth」 と刻 み 込 む タ イ プ。IohannesReuchilin=D齟 γすθ励 観 ∫5一

亡fcα.0η耽A7`q櫛eK毳 施α励.職byMartinandSarahGoodmann↓incolnandlondon1993,p.330and333.

Dα5Bμ 融 ゴθr5酌δψ ηg{)bersetztundeingeleitetvonLazarusGoldschmidt.Darmstadtl969.
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ム伝 承 も、本 書 の注 釈の 形で展 開 されて い る。 中世 の物語 の細部 は不 明だが 、重要 な こ と

は、 カバ ラ思 想 とゴー レム創造 説話 の根底 に、言 語神 秘主義 ない し言語 魔術 とい った もの

が 窺 われ る こ とで あ る。 言葉 に よっ て現 実 の世 界 に何 らか の作 用 を及 ぼ そ うとす る とき、

最 高 の威 力 を持 った言 葉 は 「神 の名 前 」で あ り、 だか らこそ神 は 「みだ りに我 が 名 を唱 う

べ か らず」と十戒 で命 じられた のだ と考 え られる。 その神 の名前 が ゴー レム創 造 に際 して

唱 え られ る。 そ して ゴー レムが創造 され れば、 額 に 「エ メ ト」とい うヘ ブ ライ語が 出現 し、

最 初 の文字 「ア レフ」を消 去す れ ば、「メ ト」、す な わち 「死 す」とな って、 ゴー レム は崩壊

す る。 この よ うな描 写 こそ、 ま さ しく言語 魔術 の現 われ なので ある。

17世 紀以 降に形 成 され た ポー ラ ン ドの伝 説 につ い て も、 シ ョー レムの論 文 で紹介 され

てい た もの を参照 した。 その要 点 は以下 の通 りであ る[・4]。

○ 創 造者 はポ ーラ ン ドのヘ ル ム(ヘ ウム)の ラビ、 エ リヤ ・バ ー ルシ ェム。

○ 粘 土の 土像 に神 名(シ ェム ・ハ メフ ォラシュ)を 唱 える と、像 は生 命 を得 る。

○ 発 話能力 は無 いが 、命 じられ た こ とは理解 す る。

○ ゴー レムは、召 使 とされ、指示 通 りに室 内で家事 労働 を行 な う。

○ 額 に 「emeth」の文字 が記 され てい る。

○ この ゴー レムは 日々 巨大 に なっ てゆ く。 巨大化 した ゴー レム に恐 れ をな したエ リ

ヤは、 ゴー レム に 自 らの 長靴 を脱 が す よ う命 じ、か が んだ所 で 、額 の ア レフ を消

去 す る。 ゴー レム は土塊 に戻 り、エ リヤ を押 し潰 す。

ユ ダヤ教 の神 名 はIHVHG「 「;㍗ヤ ーヴ ェ)で あるが 、その名 をみだ りに唱 えな いよ うに、

そ の代 わ りに 「の「コ⇔胃 ロ遡 シェム ・ハメ フ ォラシュ」(明言 され た名前)と い う。 略 して

「ロ遡 シ ェム」(名前)と もい われ、またそ の名 を刻 ん だ護符 も 「シェム」と呼 ばれ る。バ ー

ル シ ェム とは 「名前 の 主 」の意 の敬 称 で 、 この 場合 の名 前 とは もち ろ ん神 の 名前 、 シ ェ

ム ・ハ メ フォ ラシュ の シェム であ る。 この敬 称 は、神 の名 を正 し く唱 えて奇 跡 を起 こ し、

病気 を治 した りす る者 に与 え られる ものだ か ら、 ここに も実践 的 カバ ラ とのつ なが りが意

識 されて い る。 ラ ビ ・エ リヤ ・バ ー ル シェ ムは1583年 に死 去 した実在 の人物 で、 現在 は

4 Scholem=a.a.O,,S.255fI・ グ リ ムが ドイ ツに 紹 介 した の も この 物 語 だ が 、 ラ ビ ・エ リヤ の 名 前 は伏 せ られ て い

る。In=Z疏 μηg卿rE加 ∫1841εr.NL7.vom23.Apri11808.Scholem:a.a,0.,S.210£
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ウク ライナ との国境 に近 いヘ ウムの ラ ビだ った。

この物 語 で も、神 の名 を唱 え る と 「エ メ ト」の文 字 が ゴー レムの額 に現 わ れ る とい う構

図は、 中世 の物 語 と同 じで あ る。 しか し新 しい要素 が二 つ現 われて いる。 一つ は、 ゴー レ

ムが家 事労 働 とい う任務 を持 っ た ことであ る。二つ 目は、 ゴー レムの危 険性 が 、 ゴー レム

が 日々大 きくなる とい う記述 に現 われ てお り、危惧 を抱 いた ラ ビが ゴー レム を解体 す る と

き、 ラビを押 し潰 した とい う点で あ る。

同 じ説 話 の後 の別バ ー ジ ョ ンで は、 ゴー レム に生命 力 を付 与 す る神 名 は、 「羊皮 紙 に書

か れて額 に貼 り付 け られて いる」と書か れて い る。 そ して この説話 で は、 ア レフを消去 す

る代 わ りに、紙 片 を む し りと られた ゴー レム が倒 壊 す る と き、 主人 に危 害 を加 え よう と

し、 その顔 面 を引掻 い た、 とされて い る。 神名 を記 した 「紙 片」は、新 しいモ テ ィー フだ

が、 主人 を傷 つ けるの は、 旧来の モテ ィー フに属 す る。但 し古 い話で は、押 しつ ぶ された

主人 が、 こ こで は顔 を引っか かれ るだ けで済 んでい る こ とに注 目しよ う。 も う一つ 別 の版

で は、 ゴー レムは 「世 界 を破壊 す るか も しれ ない」との危 惧 が語 られ てい る ら しい。 ゴー

レム に よる危 険性 の対象 が、 ゴー レム創造 者 に対す る もの か ら、 次第 に周 囲 の 「世界 」に

移 りつ つあ るので あ る。

2.プ ラハ の ゴ ー レ ム の 最 古 の 形 『シ ッ プ リー ム 』

先 に名 を挙 げた シ ョー レム のゴー レム論 は、 プ ラハ の ゴー レムの古層 の分析 で終 わって

い る。 しか し彼 はそ の 出典 を挙 げ て いな いの で、 ここで は一 般 に プラハ の ゴー レム の最

古層 の物 語 と見 られてい る 『シ ップ リー ム(物 語集)』(1847年)匚*5コ所収 のL・ ヴ ァイゼ ル に

よって採録 された話 に拠 って、 プ ラハ の ゴー レムの古層 の要点 を述べ て み よう。 なお 、 こ

の物 語集 は、 ドイ ツ語 で書 かれ てい る。

○ 創造 者 はプ ラハ の ラ ビ、 レー ヴ ・ベ ン ・ベ ツ ァレル。 カバ ラに精通。

○ ラ ビは神 名(シ ェム ・ハ メ フ ォラ シュ)を 書 き込 ん だ紙 片(シ ェム、 護符)を 土像

5 Sl∫卯r加 、伽 εS翩 解1μη9ゴ鰄50ん εr%廊5098η,Erz翻 瑚98η,1吻 亡舵 η,C加o脈 θη,Dε 敏w伽6緋 θ寛θ御 η4Blo望 卯 厩 祕 εr餉 槻 θア

/認 εηαπθr勉 海r勧 ηゴθπε,1η∫うθ50η4θrε4θ5M漉 θ1諺θr5.Hrsg.vonWblfPascheles.Prag1847;4.Auflage.1870,S.51.
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の ロ中 に挿 入 して生命 を与 え る。

○ ゴー レムに発話 能力 はな いが、指 示 された こ とを理 解 し実 行す る こ とはで きる。

○ ラビは ゴー レムに召使 として戸外 の家事 労働 をさせ る。

○ 土 曜 日は安 息 日の た め ゴー レム も休 ませ る必要 が あ り、 その ときに は、安 息 日の

開始 前 の金 曜 日の夕方 に護符 を取 り外 してお く。

○ あ る時 護符 を取 り外 す の を忘 れた た め、 ゴー レム が暴 れだ し町 を破 壊 す る事件 が

起 きた。 安 息 日の準 備 中の ラビは、 ゴー レムの所 へ 駆 けて い って、 護符 を椀 ぎ取

り、暴 行 をや め させ た。 ゴー レムは粉 々 に砕 け た。

○ この出来事 によ り、 ラ ビは、 ゴー レムを二度 と創造 しない こ とを決意 した。

○ ゴー レムの 粉 々 にな った遺 体 は、 ア ル トノイ ・シナゴー グ の屋根 裏 に秘 匿 されて

い る。(第4版1870年)

ゴー レム を創造 したの は、1520年 ごろ に生 まれ1609年 にプ ラハ で死 去 した ラビ ・レー

ヴ。彼 は学 識の 高い人物 だ が、 カバ リス トとは普通 呼 ばれてお らず 、 カバ リス トと言 え る

か ど うか 自体 、議 論 の対象 とな ってい る。 カバ リス トで は ないが、 カバ ラに精通 していた

とす る者、 カバ ラの思 想 をカバ ラの用語 を使 わず に展 開 した とす る者等、様 々であ る。 こ

の ラ ビが なぜ ゴー レムの創造 者 に擬 せ られ たか につい ては、後 に改 めて考 え てみ よ う。

この物 語 に現 われ る、護 符 一家事 労働 一町の破壊 とい うモ チー フの つ なが りを見 る と、

ポ ー ラン ドの物語 の 中で も、 ヴ ァリエ ー シ ョンと して紹 介 した比較 的新 しい タイ プに近い

よ うだ。 護符 を貼 り付 け る場所 は、 ポ ー ラ ン ドの物 語 で は額 であ った。B・ アウエ ルバ ッ

ハが 小説 『ス ピノザ』(1837年)[・6]で登場 人物 に語 らせ てい るプ ラハ の物語 の別 の タイプで

は、 護符 は後 頭 部 の小脳 の下 の ス リ ッ トに挿 入 され る こ とに なっ てい る。 ど うや らポー

ラ ン ドか らプ ラハ まで来 る うち に、護符 を貼 り付 けた り挿入す る場所 も、移 動 した よ うで

あ る。家事 労働 の場所 が、 室内 か ら室外 に移 行す る と共 に、 ゴー レム に よって 害 を被 るの

も、 創造者 か ら外 界 であ る町 に移 っ たので ある。

この プラハ の ゴー レム の物語 が何時 どこで誰 に よって作 られた か、そ の詳細 は今 もっ て

わか ってい な い。創 作時 期 に 関 して も推 測 の域 を出 ないが 、18世 紀 中葉 の直 前説 、18世

6 BertholdAuerbach=亀 珈oz俔.E1η ん∫5'oアゴ5`hθrRo觚o".Stuttgartl837;5σ 勉r哲 εη.Roη2翩 θ.2.Serie.1.Band.Stuttgart1871,S.
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紀 後 半説 、19世 紀 前半 説 等、 い くつか の 説が あ る。18世 紀 の 始め に、 プ ラハ の旧ユ ダヤ

人墓地 に ある ラビ ・レーヴ の墓 を改修 す る計画 が持 ち上が り、 同時 にラ ビの伝 記 を出版す

る こ とに なっ た。1718年 ない し1727年 にヘ ブ ライ語 で書 か れ た伝 記 『プラハ のマハ ラル

の メ ギラ ト ・ユハ シン』(系図の巻 物)は 、1745年 に出版 された。 「マハ ラ ル」(Maharal)と

は、「わが師 ラ ビ ・レー ヴ」(moreinuha-ravL6w)と い うヘブ ライ語 の頭文字(MHRL)を 繋

ぎ合 わせ た言 葉で、 ヘ ブラ イ語 の敬称 で ある。 この伝 記 には しか し、 ラ ビが ゴー レム を創

造 した とい った記述 は ない ら しい。 それ ゆえプ ラハの ゴー レム物語 の成 立 は、 それ 以前 に

は遡 らない こ とに な る。 また、 エ ゼキエ ル ・ランダ ウ(1713-1793)が プ ラハ の ラ ビ と し

て赴任 した時 、斎戒 沐浴 の後、 アル トノイ ・シナ ゴー グの屋根 裏 に登 って、 ゴー レムの遺

体 を見つ け る と、恐 れ戦 きなが ら降 りて きて、屋根 裏 に登 っては な らぬ とい うラ ビ ・レー

ヴの禁令 を改 めて強 く布告 した とい う話が伝 わ ってい る。す る と、 ラ ビ ・ラ ンダ ウが赴任

した のは1755年 の こ とであ る か ら、 そ の頃 に はプ ラハ の ゴ ー レム伝 説 が 成立 してい た と

推 測 で きるこ とに な る。 しか しこの ラ ンダウ のエ ピソ ー ドが語 られて い るの は、 先 に述

べ た ラ ビ ・レー ヴの伝 記 の再 版(1864年)[・7]に 付 け られた 厂補遺 」のな かで あ り、 そ こで

は、1・S・ ナ ー タンゾー ン(1810-1875)と い う レンベ ル クの ラビが 、 アル トノイ ・シナ

ゴー グの屋 根裏 に登 ろ うと した ところ、寺男 か ら、そ のラ ンダウの逸 話 を聞か され たこ と

にな ってい る。 この逸 話 は、 その 「補 遺」の 中で初 めて語 られ た もので あ り、 ラ ンダウ説

話 自体が単 な る伝 説 ない し創作 の可能性 もあ るの で、信憑性 が 高い とは必ず しも言 い得 な

い。 こうい う事 情 もあ って 「プ ラハ の ゴー レム」の成立 時期 は近 年 では、19世 紀の 初め と

す る見方 さえで てい るの であ る。 『シ ップ リーム』出版 の10年 前 に、 この物 語 を収録 した

文学 作 品が少 な くと も2編 出版 されて い る その一 つ が既 に紹介 したB・ ア ウエ ルバ ッ

ハ の もの一 こ とを考慮 に入 れ れ ば、1837年 を余 り遡 らない時期 に この物語 が 成立 して

い た と推測 す るこ ともで きよ う。

なぜ ラ ビ ・レー ヴが ゴー レム創 造者 に擬 せ られ たか につ いて も、 まだ わか って いな い。

ラビが カバ リス トど うか さえ、 は っ き りと しない状 況 で あ る。 それ ゆ え、 その理 由 に関

して は、 い くつ か の付 随 的 と考 え られ る事 情 か ら推 測す る しか な い。 まず考 え られ るの

は、 この ラビが こ との ほか長寿 で あっ たこ とであ る。 生年 に関 して は1505年 、1512/13年 、

1520年 、1525年 とい ろい ろな説 が あるが 、没 年 は1609年 で あ る。 もっ と も若 い年 を とっ

7 MoscheMeirPerles=M解'11励 ル σh凶 ηMα 加 γα1纏 一P70g.(Hebr註isch)Prag1745;Warsche(Warschau)1864;1889.
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て も享年84歳 で あ った。 長寿 の ゆ えに、死 の 天使 が何 とか して ラ ビに死 を与 え よ うと努

力 した とい う、 内容 の異 なった伝 説が 、ポ ーゼ ン[・8]とプラハ 匚*9]に伝 わ って い る。 先 に挙

げた ラビの伝 記 には、一 つ不 思議 な話 が書 か れてい る ら しい。 それ はラ ビの孫 ザ ムエ ルに

関す る もの で あ る。 ザ ムエ ルが死 ぬ 直前 、祖 父 との約 束 だか らその墓 の 横 に葬 っ て くれ

る よ う、「ヘ ヴラー ・カデ ィ ッシ ャー」(埋葬組 合)の 全 員 に依 頼 した。彼 らが、 空 間が狭

す ぎる と答 える と、ザ ムエ ルは、 スペー ス をあけて くれ る ように ラビ ・レーヴ に祈 ってほ

しい と頼ん だ。彼 らが その とお りにす る と、空 間が広 が りザ ムエル を埋 葬す る こ とが で き

た。 しか しその空 間はす ぐにまた元 のサ イズ に収 縮 したの で、細 長い墓 石 しか立 て られな

かった。 おお むね この よ うな内容 であ る。 ラビ ・レニヴ は死 ん でか らも、超 能力 を発揮 し

た ら しい。 ザ ムエル の死 は、1655年 な い し1666年 の こ とだっ た。そ の後 遅 くと も1680年

ごろ には、 ラビ ・レー ヴは 「高徳 の」(hoher)と い う敬称 をつ け て呼 ばれ る よ うになっ てゆ

くので ある。 ラ ビ ・レーヴ生前 の逸話 を挙 げ る とす れば、 なん と言 って も時 の皇帝 ル ドル

フ2世 との謁 見 であ ろ う。皇 帝 は、政 治 の世界 に嫌気 が さして、 ウ ィー ンを離 れ て プラハ

に居 住 し、 占星 術 や錬 金術 といっ たオ カルテ ィ ックな趣 味 に浸 ってお り、 その関連 で ラ ビ

を王宮 に招 いて カバ ラに関す る話 を聞い た とい う。謁 見 は事 実 だが、話 の 内容 は推 測 に過

ぎな い。 また詳細 は不 明 なの だが 、18世 紀 の プ ラハ は、 カバ ラの セ ンター だ った とい う

指摘 もあ る。 この 時代 に改め て ラビの生 涯 と事跡 に焦点が 当て られ、再 評価 が進 んだ可 能

性 もある。 この よ うな様 々 な噂話 や推 測 が融合 して、そ れほ ど偉 大 な ラビな ら、 ゴー レム

を造 った に違 い ない と断定 され る ようにな ってい ったの か も しれ ない。

最 後 に 『シ ップ リー ム』中 の ゴー レム物 語 の最 後 の 一文 につ い て述べ てお きた い。 先

に ま とめ た諸 点 の うちの最 後 の ポイ ン トで あ る。 『シ ップ リー ム』の 初版(1847年)に は、

ゴー レムの遺 体 につい ては、 記載 がなか った はず だ。 とい うの も、 その場所 につ いて初 め

て言 及 した の は、先 に紹介 した ラ ビの伝 記 『メ ギ ラ ト ・ユ ハ シ ン』の再 版(1864年)に 掲

載 された 「補遺 」で紹介 された ラ ビ ・ラ ンダウのエ ピソー ドに他 な らな いか らで あ る。 お

そ ら くこの 「補 遺」を踏 まえ て、 『シ ップ リー ム』は、第4版(1870年)か ら、「今 日で も

ゴー レム の破片 はアル トノ イ ・シナ ゴー グの屋根 裏 で見 る こ とが で きる とい われ てい る」

とい う一文 を挿入 した ので ある。
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3。ペ レ ッ の 『ゴ ー レム 』

イツホ ク ・レイブ シュ ・ペ レツ(1852-1915)は 、「近 代 イデ ィ ッシュ文 学草 創期 の作 家

の一 人」で、 ロ シア領 ポー ラン ドの都 市 ザモ シチ に生 まれ た。彼 の ゴー レム の物語[*lo]は

1893年 にイ デ ィ ッシュ語 で書 かれ 、 『こ ど もとお となの ため の寓 話集』に収 録 された。 こ

の物語 の ゴー レム像 は、 次 の ような ものであ る。

○ 創造者 は 「マハ ラル」、 す なわち ラ ビ ・レー ヴ。

Oプ ラハ市民 が大挙 して ゲ ッ トー を襲 撃す るの に対処 す るため にゴー レム を創造 。

○ 学校教 師の家 の前 の粘土 で泥 人形 を作製 。

○ 泥 人形 の 鼻か ら息 を吹 きいれ る とゴー レム は動 き出 し、 耳元 で 「名 前 」を囁 く と

ゴー レム は出撃 し全 市 に死体 の 山 を築 く。金 曜 日にな って も仕 事 をや め ない。安

息 日にユ ダヤ人 のため に明か りを灯 す キ リス ト教 徒 まで殺 し尽 くしか ねな くな る。

○ ラビが祭壇 の前 に立 っ て詩篇 の 「安息 日の歌 」を歌 うと、 ゴー レム は仕事 をや め、

ゲ ッ トー に退 散す る。

○ シナ ゴー グ に現 われ た ゴー レム の耳 元 でマハ ラルが何 事 か を囁 くと、 ゴー レム は

粘 土の塊 に戻 る。

○ この泥 人形 は、 プラハの シナ ゴー グの天井裏 に安 置 されて いる。

ゴー レムの創 造 に際 して は、「名前」(シェム)を 語 りかけ る とい う古 い形 が現 われて い る。

この物語 で初 めて、 プ ラハ の市民 が暴徒 となっ てゲ ッ トー を襲撃す る。 ゴー レム には、今

まで になか った新 しい任務 が課せ られ、愚直 に命令 を実 行す る。 そ して この物語 におけ る

ゴー レムの危 険性 は、そ の愚直 さゆ えにユ ダヤ人 に とって有用 な異教徒 まで殺 しか ねない

とこ ろにあ る。 ゴー レム 自体 には異教徒 が有 用か どうか を判 断す る能力 はない。 ベ レッが

『シ ップ リー ム』を知 って いた か ど うか は わか らない。恐 ら く知 らなか った だ ろ う。 しか

10 YL.Peretz:DεrG(ヅ εητ.(liddisch)In:A1θV診rた ル ηXL.Pθ 競 ∫.SeksterBant.BuenosAires1944,S,36f;IsaacLoebPeretz,
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tedin:Gr80`彦w納5んor∫S∫or1θ5.Ed.bySaulBeHowNewYbrk1963;1969,S,140£
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し一 つの 目的の ため に創 造 され た ゴー レムが 、創 造者 の意 図 に反 して、ユ ダヤ人 自身 に とっ

て不 利益 な行動 をす る ように なる とい う、危 険性 の認識 は生 き続 けてい る と言 え よう。

ゲ ッ トー を襲 撃す る民衆 の イメー ジが、 ゴー レム創造 の原 因 と して描 かれた の は初 めて

で あっ た。 これ は明 らか に、19世 紀 の80年 代 か ら激 化 した ポー ラ ン ドお よびそ の東 方周

辺地域 におけ るポ グロム を背 景 とした もので あ る。

4.ロ ー ゼ ンベ ル ク の 『ニ フ ラ オ ー ト ・マ ハ ラ ル』

1909年 、ポ ー ラ ン ドの ピョー トル コ フの町で一 冊の 書物 が、 ウ ッジの ラビ ・ユ ー ドル ・

ロー ゼ ンベ ル クを編者 と して ヘブ ライ語 で発行 された。 題名 は 『プ ラハの マハ ラルが ゴー

レムに よって行 な った奇跡 の数 々』[・11]。これ まで の ゴー レム物 語が書 物 に してせ いぜ い1

ペー ジない し2ペ ージ程 度の 長 さだ ったの に対 して、本 書 は、編者 に よる序 文 を含 めて全

25章 、お よそ80ペ ー ジか らな る、 堂 々た る内容 の 文書 で あ る。 編者 に拠 れば、 マハ ラル

と共 に ゴー レム の創造 に携 わ った娘 婿が 、一切 を手 記 に記 したが、 それ はメ ッツの 図書館

の奥深 くに秘蔵 され ていた。 そ れ を偶 々、司 書の シ ャル フシュ タイ ンが発 見 し、 ローゼ ン

ベ ル クが購 入 し、 出版 した とい うので あ る。 ラビ ・レー ヴが ゴー レム を創 造 した こ とを否

定す る意見 もあるが、 本書 の発見 によって それが真 実 であ る ことが 証明 され たのだ と、編

者 は強調 して いる。

なお、本 書 には編者 自身 に よる イデ ィッシ ュ語訳(1925/26年)匚 ・12]と、1・ ノイ グロ シェ

ル に よる イデ ィ ッシ ュ語 か らの英語 訳(1976年)[・13]が あ る。 イデ ィ ッシュ語 版 と英 語版

は、 章の順 序 に一部異 同が あ る点 とイデ ィ ッシュ語 版 に収録 され てい る ラビの子孫 に関す

る章 が省略 され てい る点 を除 き、 同一 内容 であ る。 イデ ィッシ ュ語 訳の序 文 は、ヘ ブ ライ

語原 典 に比 べ て若 干簡 略化 され てい る。本 文 に関 しては、 ヘ ブラ イ語 版 にあ る 「ゴー レム

の性 質 に関す るマ ハ ラルの語 録」が、 イデ ィ ッシュ語 に は訳 されて いない 。以 上の点 を除
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いて、物 語の 内容 に関 して は、 両者 はほぼ 同一 と推 定 で きる。 詳細 な検討 は未完 だが、 ヘ

ブ ライ語 版 とイデ ィ ッシュ語版 の内容 は同一 との推 定 の もとに、主 としてイデ ィ ッシュ語

版 お よび英語版 に基 づい て以下 の議論 を行 な う。

さて、先 に述べ た発 見 のい きさつ だけで な く、本書 の 内容 も、驚 くべ き もの であ った。

イデ ィ ッシュ語 版 の表題 紙 に は、表題 の下 に、 「有 名 なガ オ ン ・マハ ラルが、 自 ら創造 し

た ゴー レム に よって、 血 の 中傷 と戦 うため に行 な った大 いな る奇跡 につ いて の歴 史 的記

述 」と記 され て いる。 「ガオ ン」と は、 トー ラ ー(「 モ ーセ五 書 」)に 関す る博 識 を有す る

ラ ビな どに対 す る尊 称で あ るが、 その ラ ビが、 ゴー レム を 「血 の 中傷 」と戦 うため に創 造

した とい うの であ る。「血 の 中傷」とは、 「儀 式殺 人」と も言 われ る もので、 ユ ダヤ人 は キ

リス ト教 徒(子 供 とか女性 が多 い)を 殺 してその 血 を儀 式 に使 用す る、 あ るい はその血 を

もっ て儀 式用 のマ ッツォ と呼 ばれ るパ ンを焼 い てい る とい う、古来 幾度 とな く繰 り返 され

て きた迫 害の 口実 であ った。本書 によ ると、 ラビ ・レーヴの 時代 のプ ラハ にお いて、 この

種 の迫害 が頻発 した とい うので あ る。 本書 の内容 を要約 す る と、以 下の ようにな る。

○ ゴ ーレムの創 造者 は、 ラビ ・レー ヴの他 に娘 婿 と一番弟 子 を加 えた3人 。

○ 彼 らが土 で 出来 た人形 に火 ・水 ・風 の 三要 素 を加 え、 つ ま り地 水 火風 の 四大 の結

合 に よ り、 ゴー レムが 創造 される。 この ゴー レム には、 額 に 「emet」の文 字 も現 わ

れない し、 口中 に護符 を挿入す る必要 もない。

○ この ゴ ー レムは、 ユ ダヤ人 を 「血 の 中傷 」に基 づ く迫害(儀 式殺 人 の嫌疑)か ら守

るため に創 造 され た。

○ 誤 っ て、家事 労働 等 の 日常 の 目的 にゴー レム を使 用 す る と、 その愚 直性 のゆ え に、

ゴー レムは失敗 し、滑 稽 な行動 を取 る。

○ 迫 害 か らの防衛 の他 に、 不倫 等 に よ り敬 虔 さを失 っ たユ ダヤ 人 を改 心 させ た り、

あるい は処罰 す るラ ビの仕 事 を補 佐す る。

○ ラ ビ とゴー レム の活躍 を知 っ た皇帝 ル ドル フ2世(本 書で は 「ル ドルフ王 」)の勅 令

に よ り迫害が 収束す る。

○ 迫 害 の収 束 に よ りゴー レム は不要 にな り、解体 され るが、 そ れ は、創 造 の儀式 を

逆 に実行 す るこ とで成就 され る。

○ 遺 体 は、 ラビの仕事 部屋 の屋 根 裏 に安 置 され る。
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「手 記」で あ る とい う主 張 の検討 は最 終 的 にはヘ ブ ライ語 原文 に よ って行 な われ なけ れ

ばな らない ので、今 これに関 して詳細 な議 論 をす るこ とはで きない。 しか しイデ ィ ッシュ

語 に よる翻 訳 を読む 限 りでは、 プ ラハ に関す る地理 的 な描 写、 あ るい はル ドル フ2世 に関

わる歴 史 的記述 に誤 りが多 く、 ラ ビと共 に行動 した娘婿 の手 に な る 「手 記」とい う主 張 を

疑 わせ る もので ある こ とは確 か で ある。重 要 な点 を一 つ だけ挙 げ る と、 皇帝 ル ドル フ2世

の時代 に 「血 の中傷 」に基づ くユ ダヤ 人迫 害が プ ラハ で頻 発 した とい う事実 は、 実際 には

伝 え られ て い ない。 プ ラハ の市 民 との 間で 税金 を巡 る さ さい な トラブル はあ った らしい

が 、 この皇帝 はユ ダヤ人 を優 遇 し保護 した ことで知 られて いる のであ る。そ れゆ え、我 々

は、 本 書 を、 ラ ビの娘 婿 の 「手 記」で な く、 自称 編者 で あ るロー ゼ ンベル クの著 作 として

扱 うこ とにす る。そ もそ も彼 は、 中世 の スペ イ ンで書 かれ た カバ ラの古典 『ゾーハ ル(光

輝)の 書』の ア ラム語 か らヘ ブ ライ語へ の翻 訳 者 で あっ た。 この書 物 もまた、 ア ブ ラム ・

デ ・レオ ンらが 古代 の 賢者 シメ オ ン ・ベ ン ・ヨハ イ の名 を借 りて執 筆 した もの で あ り、

ローゼ ンベ ルク は同 じ手法 を応用 して ゴー レム物 語 を創 作 した と考 え られ るか らで あ る。

本 書 の ゴー レム像 は い くつ かの点 でユ ニー クであ る。 まず ゴー レムの創 造 に三人 の人物

が協 力 して お り、 それ ぞれ が呪文 を唱 えなが ら土 像 の周 りを7回 回 り、最 後 に ラビ も周 回

しつ つ、 三人が アダム創造 に関わ る聖 書 の章句 を唱 える とい う儀式 が詳細 に描 かれ てい る

こ とで ある。 これ は これ まで のポー ラ ン ドや プラハ のゴー レム物語 にはなか った描 写で あ

り、 ひ ょっ とす ると、 中世 の ゴー レム物語 、あ るい は何 らか の説話 に繋 が るのか も しれ な

い。 また、 この物語 で初 め て、 ゴー レム は、 ヘ ブラ イ語 で ヨセ レ(ド イツ語 で ヨー ゼ フ)

とい う固有 名 を得 る ことにな った。

次 に、 この ゴー レムは、 ラビの 口頭 に よ る指 令 に基 づ い て行 動 す る。 そ の額 に 「emet」

の文 字 は現 われな い し、神 名 を記 した護符 を 口中に挿入 す る必要 もない 。神名 魔術 とのか

か わ りは見 られ ない 。 ある とすれ ば、周 回 に際 して唱 え られた 「呪文」だ けで あ るが、特

にそ う した記述 な い し説 明は ない。

また、 この ゴ ー レムは安 息 日に休 息す るこ ともな い。 一 週 間続 く過越 しあ 祭 りの 時期

は、 迫害 の頻発 す る時期 で もあ り、誘拐 された被 害者 や迫害 の張本 人 を捜 し求 めて 、何週

間、 数 ヶ月 に も及ぶ探 索活 動 に従 事す る こ ともあるの だか ら、 ゴー レムに は、 安息 日に休

息 して いる暇 はな いので ある。

この ゴー レム の創 造 に は、 明確 な 目的が 与 え られ てい た。 そ れゆ え、 ラビや その 妻が

誤 った指令 を出 した場 合 には、 ゴー レム は愚 直 に指令 を実行 しよう として頓珍 漢 な行 動 を
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引 き起 こす。 しか しそれ は、 ゴー レムの いわ ゆ る 「危 険性 」とは異 な り、単 なる 「お 笑 い

種」に留 まって いるの であ る。

最 後 に、本 書 で は、「手 記」に相 応 し く、 ラ ビの 生年 、 ゴー レム の創 造年 、 い くつ か の

事件 の生 じた年 、 ゴー レムを解 体 した年等 、各 所 に年代 が記 入 され て い る点が注 目され

る。後 に述べ る問題 と関連 して くるの で、 ゴー レムの創造 と解体 の年 のみ、 ここに取 り上

げてお こ う。 年代 は もちろ んユ ダヤ暦 で記 され てい るので、 括弧 内 に西 暦 を付 記 した。

創 造年 ユ ダヤ暦5340年(西 暦1580年)

解 体年 ユ ダヤ暦5350年(西 暦1590年)

ち なみ にラ ビ ・レー ヴが プラハ に滞 在 した年 は、1573年 ～84年 、88年 ～92年 、97年 ～

1609年 の 三次 にわた っ てい る。 ゴー レム の創 造年 と解 体 年 は確 か にそれ ぞ れそ の期 間 中

に当 たって はい る。 しか し物語 で はラ ビは、 ゴー レム創 造以 前か ら宗教 的権威 者 と して プ

ラハ にあ って、 ゴー レムを指揮 したこ とにな ってい るが、実 際 には ラビは始終 プ ラハ に い

たわ けで も、 最初 か ら宗教 的権威 だった わけで もない ので ある。 ラ ビが最 初 にプ ラハ に滞

在 した時 には学校(DieKlausen)を 設立 した こ と と、1564年 に設立 された 「ヘ ヴ ラー ・カ

デ ィ ッシ ャー」(埋葬組 合)の 規 約 を整 備 したこ とが知 られて い る。84年 ～88年 の 間はモ

ラ ビアの ミクロ シュ(ニ コルス ブル ク)あ るい はポ ー ラ ン ドの ポズ ナニ(ポ ーゼ ン)で ラ

ビの職 に就 いてお り、二 度 目にプ ラハ に来 た のは 自ら設立 した学校 の運営 の ためで あっ た

し、92年 ～97年 にポー ラン ドの ポー ゼ ンの町 で ラ ビを務 めた後 、宗 教 的権威 者 と して プ

ラハ のOberrabinner(筆 頭 ラビ)に なった のは、よ うや く三度 目の滞在 時 であ ったの であ る。

最 後の歴 史 的事 実 との不 整合 か ら考 えて も、 「手 記」とい う説 は支 持 で きな くな り、編

者 ローゼ ンベル クの偽作 説が濃厚 にな るのだが、 それ は さてお き、 この ようなユニ ー クな

ゴー レム像 が生 まれた きっか けにつ いてみ てお こ う。

「血 の 中傷 」ない し 「儀式殺 人」とい う口実でユ ダヤ人が迫 害 され た例 は古 く、皇帝 ル ド

ル フ2世 時 代 のプ ラハ には なか っ た とはい え、 ヨー ロ ッパ各 地 で起 こ った こ とであ っ た。

それ は、迫 害 の理 由付 け と しては もっ と も古 い もの の ひ とつ だが 、 中世 や近 代 にな っ て

も繰 り返 し迫害 の 口実 とな って きた もの だ った。 そ して 『ニ フラオー ト ・マ ハ ラル』が出

版 された1909年 には、 まさに この ロ実 に よる裁 判 が プラハ で進行 中だ った ので あ る。 事

件 が起 きたの は1899年 の 南 ボヘ ミアの 寒村 ポ ルナ。 そ こで キ リス ト教 徒 の少 女 ア ネシ ュ
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カ ・フル ー ゾヴ ァー の惨 殺死 体 が発 見 され、 村 内 に住 ん でい た レオポル ト ・ヒルス ナ ー

とい う知 恵遅 れ のユ ダヤ 人青 年 が逮 捕 され、 裁 判 で死刑 が 宣告 され た。 この 逮捕 と死 刑

宣 告 は不 当だ として論 陣 を張 った のが、 弁 護士 のT・G・ マ サ リク、後 の チ ェ コス ロバ キ

ア初 代大統 領 であ った。裁 判 は長期化 し、死 刑 は終身刑 に減刑 され、最後 にオース トリア

皇帝 カール1世 の即位 に伴 う恩 赦 に よって、1916年 に青 年 は釈 放 され る とい う経過 を辿 っ

た。 これ は 「ヒルス ナー事 件 」[・14]とい われ てい るが 、 「ニ フラオ ー ト ・マハ ラル』の 出版

はこの長期 間に亘 る事 件 の中 間の年 に当た って いる。本 書の 表題紙 にもあ るよ うに、 ラビ

は 「血 の中傷 」に よる迫害 と戦 うの だが、 その 目的 は、 主 と して裁 判 の場 で、 プ ラハ のユ

ダヤ人 ない し自 らに掛 け られた嫌 疑 を払拭 し身 の潔 白を証明 す るこ とにおか れ、そ のた め

にゴー レム に命 じて真 犯人 を探 し出そ うとす る。 その意 味で 本書 にお ける ラビ とゴー レム

の行 動 は、 きわめて理 性 的であ り、非 暴力 的で ある。 この よ うに法 廷 闘争 を中心 に据 えた

「戦 い」の描写 には、 「ヒルスナ ー事件」が何 らか の影 を落 と して いる と考 え られ よう。

5.プ ロ ッ ホ の 『プ ラ ハ の ゴ ー レ ム』

1919年 の ウ ィー ンで 『プラハ の ゴー レム』[・15]とい う書 物 が 出版 され た。 著 者 はハ イ

ム ・プロ ッホ とい う、 ガ リチ アか ら難 民 として ウ ィー ンにや って きて、 第一 次大 戦 中 は

ジャーナ リズ ムの世界 で活 動 してい た人物 であ った。 プ ロ ッホ によ るゴー レム物語 は、序

文 を含 む本 文28章 か ら構 成 されて お り、150頁 を超 える分量 が あ る。 本書 の底本 が 『ニ フ

ラオー ト ・マ ハ ラル』であ る ことは序文 で明 らか に されて い る。 しか しプロ ッホ は、 ロ ー

ゼ ンベ ル クの名前 も挙 げ てい ない し、 また底 本 が 「ラ ビ ・レー ヴの 娘婿 の手 記」で ある こ

と も否定 し、 「ラビの 同時代 人の作 」と断定 す る。 なぜ 「娘婿 の手 記」で ある こ とを否 定す

るか とい う根拠 は示 して いな い。 しか し本書 の 表題 の下 には 「古 い手 稿 に基 づ いて改 作」

とい う記述 が ある。 それ ゆえ、両 書 を比 較す るこ とで、 プ ロ ッホ の考 えの根拠 を探 る こ と

が可 能 とな る と思わ れ る。
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両 書 を詳 し く見て み る と 『ニ フラオー ト ・マハ ラル』か ら削 除 された章 が あ り、 また書

き加 え られた章 もあ る。章 の数 は似 通 ってい るの に、ペ ー ジ数 が大幅 に異 な るこ とか らも

推測 で きる ように、両書 に共 通す る章 におい て も大 幅 な加筆 修正 が施 され てい る。 そ の よ

うな 「改作 」のすべ て にわ たっ て述 べ る こ とは ここで はで きな いの で、二 点 のみ指摘 して

お くこ とに した い。

一 つ は、 『ニフ ラオ ー ト ・マハ ラル』にお け る皇 帝 ル ドル フ2世(原 文 で は 「ル ドル フ

王」)に 関 わる叙述 に関 して で ある。 原作 で は、 ラ ビ ・レー ヴ と皇 帝 は何 度 も会 った こ と

があ る ように書か れて いた。 ゴー レム創 造の前 に も皇帝 か ら招 かれ て城 に登 り親 し く謁 見

した こ とになっ ていた ので ある。 しか し1872年 に、東 プロイ セ ンの リュ ックの町(ポ ー ラ

ン ド名 エ ウ ク)で 発 行 され てい たヘ ブ ライ語 の雑誌 「ハ マギ ド(宣 告者)』 に、奇 し くもラ

ビ ・レー ヴの娘婿 の手 にな る手記 が掲 載 され た。そ の内容 は、 ラ ビが皇 帝 に招か れて登 城

した とき、 お供 をした娘婿 が謁 見 のい きさつ を述べ た ものだ った。 それ はユ ダヤ暦 「5352

年 ア ダル 月10日 」の ことで あ った。 西暦 で は 「1592年2月16日(あ るい は23日)日 曜 日」

に当 たる。謁 見 はこれが最 初 で最後 だ った ら しい。事 実そ うだ った ようだ。 そ してプ ロ ッ

ホ もそ う判 断 した のだ ろ う。彼 はこの 記事 に基 づ い て大 幅 な原 文改 定 を施 したの だ。彼

は 『ニ フラオー ト・マハ ラル』か ら、皇 帝 ル ドルフ2世 に関す る記 述 をすべ て削 除 し、「血

の中傷 」事件 がす べて収 束 した後 に、 「謁見 」の場 面 を創作 し、 その脚 注 として 「ハ マギ ド

(宣告 者)』誌 の記事 を全 文掲 載 し、 その 会見 が 「1592年 」であ る こ とを読 者 に印象 付 け た

のであ る。

二つ 目は、 ゴ ー レムの本 質 に 関わ る改作 であ る。 『ニ フラオ ー ト ・マハ ラル』で は、間

違 った指令 を受 け た ときに ゴー レムが滑 稽 な行動 に出 る ことはあ ったが、 基本 的に は ラビ

の命 令 を首 尾 よ く実行 し、迫 害 が収 束 した 後 に ゴー レム は解体 され た。 しか しプロ ッホ

は、 『シ ップ リーム』の物 語 を知 っ てい た らしい。彼 は、 原作 にない ゴー レムの暴 動 の場

面 を も創 作 したの で ある。 「シ ップ リー ム』で は、安 息 日毎 に ゴー レム は仕 事 を休 ん でい

た。 『ニ フラオー ト ・マハ ラル』で は、 そ れ はで き なか った。 そ れ ゆえ、 プ ロ ッホ は、 安

息 日の任務 は前 もっ て与 え られ る こ とに なっ てい た のに、 ラビが そ れ を忘 れ た、 そ して

そ の ため に ゴー レムが 暴動 を起 こ した とい う設 定で 書 き換 え を行 な った。 そ の伏線 とし

て、 ラビが誤 っ た指令 を与 える場面 も追加 され た。 こ こで は、 ラビの忘 れ っぽ さ とい う、

言 って みれ ば きわ めて人 問 らしい ミス が繰 り返 し描 かれ てい る と捉 え るこ とが で きる。 し

か しゴー レムが暴 動 を起 こ した と き、 『シ ップ リー ム』で は、 口 中の護 符 を取 り去 る ため
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に ラビ は ゴー レムの 暴 れ てい る現 場 まで駆 けつ けね ば な らな か った。 これ に対 し 『プ ラ

ハ の ゴー レム』で は、 ゴー レムが暴 れて い る とい う知 らせ を受 け た ラ ビは、通 りへ飛 び

出 し、 ゴー レム がい るはず の方 向 に向 か って 「ゴー レム よ、止 まれ1」 と命令 す る。す る

と、 ゴー レム は暴 行 を停止 す る。 そ こヘ ラビが駆 けつ けて、 ゴー レム を連 れ て帰 るこ とに

なる。 ラ ビは遠 隔操縦 で ゴー レムの暴 行 を止 め た。彼 は超能力 の持 ち主 で もあった ので あ

る。 ラビ ・レー ヴに関 して言 えば、 その人 間的 な忘れ っぽ さ と、超 人的 な能力 の両 方の性

質が 、原作 以上 に増幅 され てい る とい え よう。

さ らに 『シ ップ リー ム』で は、 口 中 の護 符 の 力 と安 息 日の禁 令 違 反 とが あ い ま って、

ゴー レムの破壊 エ ネルギ ーはお そ ら く極 限 に向か って高 ま りつつ あった のだ ろ う。 だか ら

こそ、護符 を もぎ取 られ た ゴー レム は、そ のエ ネルギ ーの 向か う方 向が 反転 して、 ポー ラ

ン ドの ゴー レム 同様、 瓦解 して土塊 に戻 るので あ る。 そ う考 え て初 め て、 「こんな恐 ろ し

い もの を もう二度 と造 る まい」とい うラ ビの感懐 も納得 で きる もの とな る。 しか しブ白 ッ

ホの物 語 では、 ゴー レム は、一時 的 な誤作 動 は起 こした もの の、基 本的 には終 始 ラ ビの命

令 に従順 に従 う存 在 として描 かれ てお り、 もちろん ゴー レムが 自 ら崩壊 す る こ ともない。

そ れゆ え 「わ しが鎮 め るのが 遅か った ら、 ゴー レム はプ ラハ 中 を廃墟 に して しまい かね な

か った なあ」とラビが近 親者 に語 って も、 ゴー レムの危 険性 をそれ ほ ど強 く読 者 に印象づ

ける こ とは ないので あ る。

この ゴー レムの暴 動の 章 は、 ラ ビの皇 帝 への 「謁見 」の次、 ゴー レムの解 体 の章 の前 に

置 か れた。 ラビの 皇帝へ の 「謁 見」は1592年 で あ った か ら、 ゴー レム の解 体 はそれ 以 降、

す な わち 「1593年 」に行 なわ れた こ とにな った。辞 典類 の ゴー レム に関す る記 述で 、創造

年 は1580年 で一致 してい るの に、解体 年 に1590年 と1593年 の二説 が あるの は、 こ こに原

因 があ る[・16]。この よ うな一 見 史実 にあわせ た か に見 える年代改 訂 は、 もう一 つの不 合理

を生み 出 した。 実際 に はラ ビ ・レー ヴは、1592年2月 の皇 帝ル ドル フ2世 との会 見 を終 え

16 1916年 か ら23年 に か け て 出 版 さ れ た ポ ー ラ ン ドの ユ ダヤ 人 作 家 ビ ン ・ゴ リ オ ンの 全6巻 か ら な る ユ ダヤ 説

話 集 『ユ ダ の 泉 』の 第5巻 に、 『ニ フ ラオ ー ト ・マ ハ ラル 』の ドイ ツ 語 抄 訳 が 掲 載 さ れ た 。 原 著 に従 っ て ラ ビ

の 生 年 と ゴー レム の 創 造 年 は 記 載 さ れ て い る。 しか しゴ ー レム の 解 体 年 は そ こ に は記 載 され て い な い 。 な

ぜ か 。 巻 末 の文 献 一 覧 に は、 プ ロ ッ ホ の 『プ ラハ の ゴ ー レム』 の名 が あ る 。 お そ ら く、 ゴー レムの 解 体 年 に

1590年 と1593年 の2説 が あ る こ と を知 っ て い た ビ ン ・ゴ リオ ンは 、 そ れ を 記 載 す る こ とを 敢 え て 避 け た の だ

ろ う。MichaIosefbinGorion,DlθS訥 吻 ηg4ε5GoZ跚5.In:DεrBor〃 μ跏5乙 εg朗4θη,Mδrσ舵 η砌4E7z励 置槻gεπ.Bd.5.

Vblkserzahlungen.Leipzigl922.S.192und312.
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るや、 ポーゼ ンに赴 いて筆頭 ラビの職 に付 いた のだが、物 語 で は、 ラビの不在 中 に、 ゴー

レムの暴動 と鎮圧 、 そ して ゴー レム の解 体 の場面 が設定 され る ことに なったの であ る。

ル ドル フ2世 に関 わ る改作 、 ゴー レム の暴 動 に関 わ る改作 、 この双 方 と も、「ラ ビの娘

婿 の手記 」で あ る とす る ロー ゼ ンベ ル クの主 張 をプ ロ ッホが 否定 して い るこ とに関連 して

い るの で あ ろ う。 ル ドル フ との謁 見 の史 実や 、 ゴー レムが暴 動 を起 こ した こ と も知 らな

い のだ か ら、 そ の文書 の執 筆者 は 「ラビの娘 婿」で はあ りえ ない とい うわ けで ある。 とこ

ろで ローゼ ンベ ル クを 『ニ フ ラオー ト ・マ ハ ラル』の著者 とす るわれ わ れの推 定 に この視

点 を当 ては めれ ばつ ぎの よう な結 論 にな るだ ろ う。す な わち、 ロー ゼ ンベ ル クは、 ラ ビ ・

レー ヴに関す る史実 を知 らず 、 『シ ップ リー ム』の ゴー レム物 語 も知 らなか った のだ、 と。

ロー ゼ ンベ ル クは ラ ビ ・レー ヴ の伝 記 『メ ギ ラ ト ・ユ ハ シ ン』の新 版(1864年 か1899年)

は、 確 か に知 っ てい た。 『ニ フ ラオー ト ・マハ ラル』の序 文 中 の ラ ビ ・エゼ キエ ル ・ラン

ダウに 関す るエ ピソー ドは伝 記の補 遺 か ら、 また ラ ビ ・レー ヴの結婚 にまつわ るエ ピ ソー

ドとラビ ・レーヴの子孫 につ いて の記述 は伝記 の本 文か ら取 られた と推定 され るか らであ

る。 そ れに もかか わ らず 、ル ドル フ2世 に関 わ る史 実 を知 らなか った のは不 審だ が、 それ

は、伝 記 自体 を読 んで み ない とな ん と も言 え ない。 だが 『シ ップ リーム』所 収 の ゴー レム

説話 を知 らなか ったの は確 かだ ろ う。

それ に対 してプ ロッホ は どうだ ろ うか 。彼 も、 ラ ビ ・レー ヴに関す る史実 は知 らな い よ

うだ。 『ハ マ ギ ド』誌 の記事 を知 って いた が ゆえ に、本 文改 定 を行 な った が、今 度 はそ の

結果 と して、 さ らに史実 に合 わない記 述 を生 み出 して しまっ たの だか ら。 さ らに言 えば、

彼 は、一見 『シ ップ リーム』に合 わせた ような改作 を行 なったが 、そ の結 果 は 『シ ップ リー

ム』の持 ってい る強い メ ッセー ジを消 して しま う結果 になって しまったので あ る。

と もあ れ、 プロ ッホの 『プ ラハの ゴー レム』は、翌1920年 にベ ル リンの出版社 か ら版 を

改 めて 出版 され、1925年 には ウ ィー ンで英 語訳 が、1928年 に はス トラス ブー ル で フラ ン

ス語訳 が 出版 され、西 洋 の読書 界 に広 く紹介 され る こ とになっ た。 ローゼ ンベ ルクの 『ニ

フラオー ト ・マハ ラル』は、 正925年 にヘ ブライ語 か らイデ ィ ッシュ語 に訳 された が、そ れ

で も、読者 層 はユ ダヤ 人、特 に東 欧ユ ダヤ人 に限 られ てい た。そ してそ の読者 の多 くは、

後 にナチス に よって この世か ら抹殺 され る こ とに なるので あ る。
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終 わ りに

我 々 は これ まで、 「プラハの ゴー レム」の四 つ の形 を検討 して きた。 そ の 中で ドイ ツ を

含 む西 欧文化 圏で は、 『シ ップ リー ム』 と 『プラハの ゴー レム』が主 に論 じられて きた。 ペ

レツや 『ニ フラ オー ト ・マハ ラル』は、 言 葉 の障壁 のせ い で ほ とん ど論 じられ なか った。

言 及 は されて も、 「ニ フラオー ト ・マ ハ ラル』と 『プ ラハ の ゴー レム』の相 違 には 目が 向け

られ て こなか った。

事 情 が変 わ った の は、第2次 世界 大 戦 後 の、特 に アメ リカ合 衆 国 にお い てで あ る。 ナ

チス に よる 「シ ョアー」の時 代 を経 て、多 くの ヨー ロ ッパ ・ユ ダヤ 人が ア メ リカに、特 に

ニ ュー ヨー ク周 辺 に移 住 した こ とに よって、 ゴー レム物 語 も、 ニ ュー ヨー クで再 生す る

こ とにな っ た。ペ レツの 「ゴー レム」の 英語 訳(1951年)、 『ニ フラオ ー ト・マ ハ ラル』イ

デ ィ ッシュ語 版 の再刊(1960年)、 『プ ラハ の ゴー レム』英 語訳 の再 刊(1972年)、 『ニ フ ラ

オー ト ・マハ ラル』イデ ィ ッシュ語版 か らの英語訳(1976年)、 『ニ フ ラオー ト ・マハ ラル』

ヘブ ライ語 か らの英 語訳(1980年)等 々で ある。 ゴー レム の物語 は、 もちろ ん ヨー ロ ッパ

にお い て も再 生 しつつ あ る。一 例 を挙 げ れ ば、ペ レツの 『ゴー レム』の ドイツ語 訳(フ ラ

イ ブルク、1967年)、 プ ロ ッホの ゴー レムの詳 しい紹介(シ ュ トゥッ トガル ト、1977年)、

『シップ リー ム』抜粋 版 の刊 行(フ ラ ンク フル ト、1994年)な どが ある。注16で 指 摘 した ビ

ン ・ゴ リオ ンの 『ユ ダの 泉』の抜 粋 版 も、何 度 も出版 され て い る。 第2次 世 界大 戦 後 の プ

ラハ で も、 チ ェ コ人作 家E・ ペ テ ィ シュ カの手 にな る 「ゴー レム』(1968年)が チ ェ コ語 で

刊 行 され、 ドイッ語 に翻 訳 され た。 これ は、 プ ロ ッホの ゴー レム物語 をベ ース に して 、 プ

ラハ に伝 わる ラビ ・レー ヴに まつ わ る伝説 等 を織 り混 ぜ た もの であ る。 この書物 は、1989

年 の ビロー ド革命後 の プラハで英 語 に も訳 され、少 な くとも三 ヶ国語 で広 め られ てい る。

この ような古 い 文献 の再刊 と同 時 に、1・ シ ンガー やE・ ヴ ィー ゼル を含 む多 くの作 家

た ちが これ らの ゴー レム物語 に ヒ ン トを得 て、 自 らの ゴー レム物 語 を創作 し始 めた。 しか

しそ の 中に は、 プ ラハ の ゴー レムで あ りなが ら額 に 「エ メ ト」の文字 を浮か び上 が らせ て

い る もの もあれ ば、創 造 に際 して、 呪文 を語 りか け るだ けで な く、 護符 を口中 に挿入 し、

なお かつ 額 に 「エ メ ト」の文 字 を刻 み込 む とい った、 どこの ゴー レム なのか わか らな くな

る ような混乱 を示 す記述 も散 見 され るよ うにな って きた。

そ れゆ え、 ゴー レム像 の メ ッセー ジを正 しく把握 す るに は、 オ リジナ ルな ゴー レム像 を

知 った うえで、 それ ぞれの作 品 の、 オ リジナルか らの乖離 の程 度 を測 る必 要が あ るので は
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ないか と考 える に至 っ た。 しか しプ ラハ の ゴー レム像 に は、真 の 意味 の オ リジナ ルが存

在 しな いので、 執筆 ない し刊行 年代 の古 い もの を4編 取 り上 げて検 討 した。 もち ろん検討

すべ き対象 は、 この4編 に尽 きる もので はな い。例 えば1921年 にニ ュー ヨー クで書 か れ、

22年 に ワル シャ ワで 出版 され たH・ レイヴ ィ ックの ドラマ 『ゴー レム』には、 ラビ ・レー

ヴ に逆 らお うとす る ゴー レム とい った全 く新 しいモ チー フが現 われて いる し、映 画に なっ

た ゴー レム は、少女 に対 す る愛 情 を示 しさえす るの であ る。 今後 は、 プ ラハ の ゴー レム と

い う設 定の上 で、様 々 なモ.チー フが どの よ うに展 開 されて ゆ くか とい った視点 か ら検 討す

る こ とが 必要 に な るだ ろ う。 さ らに、 『シ ップ リー ム』に採 録 され た物語 が 、い つ ど こで

誰 によって作 られ たのか もまだ不 明 だが、 それ 以外 のほ とん どの物 語が 、 プラハ 出身者で

もな く、 プ ラハ を見 た こ ともない と思 われ る よ うな人 々に よって創 作 され てい る こ とも、

注 目に値 す る。本論 文が 、 この ような様 々な視点 か らの ゴー レム研 究 の基 礎作 業 になれ ば

幸 いで あ る。

[は るや ま きよずみ ・神戸薬科大学教 授]
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TheAvant-gardeinHungaryanditsaudience

EvaForgaCS

Whileacademicarthadits丘rmlyestablishedaudienceintheranksofthearistocracyandthe

uppermiddleclassesin18thandl9由centuryEurope,theavant-garde,sinceitsinceptioninpost-

revolutionaryFrance,targetednewdevotees.Chargedwiththepromiseofautopianfhture-the

brainchildoftheutopiansocialistCountofSaint-Simon匚*1]一,theavant-gardeaddressedpotential-

lyeveryoneoutsidetheestablishmentwhowasreadytoconvertfbrtheideaofthenewstateofso-

cialjustice,equalityandhappiness.Consistentlywithitsradicaldi飩rence丘omtheestablishedcul-

ture,theartoftheavant-gardeneededaradicallynewlanguage,which,althoughunusua1,豆iberated

andfUturistic,couldreachout僉)rawideaudience一 肋people-andenticetheni,gainthemoveL

andconvincethemofthesuperiorityofitsvisionofthefUtureoverthepresentthroughthepower

ofart.

Butthere正ationoftheavant-gardetoitslivingaudience一 出eindicatorofitsef五ciencyinthe

present一 童s,infact,inherentlyparadoxical,becausetheavant-garde,byde丘nition,isα 海εα40fthe

restofthesocietγIt丘)1iowsthatitsaudience,recruited丘omtheranksoftheverycrowdthatitis

leavingbehind,cannot,accordingtologic,beonthesamepageastheartisticavant-gardeitself

1 InhistreatiseDθ 厂o即 所5σfめ η50cfαZθ(1825),Saint-Simondescribedtheroleoftheartistinthecentralizedsocialiststate

ofthefuture=

"
_inthisgreatundertakingtheartists,themenofimaginationwillopenthemarch:theywilltaketheGoldenAge丘om

thepastando麁ritasagi丘tofUturegenerations;theywillmakesocietγpursuepassionatelytheriseofitswell-being,and

theywilldothisbypresentingthepictureofnewprosperit防by皿akingeachmemberofsocietアawarethateveryonewill

soonhaveashareinenloymentswhichuptonowhavebeentheprivilegeofanextremelysmallglass;theywillsingthe

blessingsofcivilization,andfbrtheattainmentoftheirgoaltheywilluseallthemeansofthearts,eloquence,poetr猶paint-

ing,music;inaword,theywilldevelopthepoeticaspectofthenewsystem:'

(QuotedandtranslatedbyMateiCalinescuin:Cahnescu:F漉 勘cθ5〔 ゾハ4b4θ7η 尠,Durham:DukeUniversityPress,1987,

pp.102-103.)
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Thereisanunbridgeabletimegapbetweentheworldtheavant-gardeanticipatesandthereal,

existingworldinwhichtherestofthesocietylives.Theavant-gardeartistclaimstohaveleaped

aheadintothefhture,whileeveryoneelseislivinginthepresent.Theoriginaltaskoftheavant-

gardeartististoprolecttheimageofabetterfhtureworldtothepopulationandkeepupthefaithof

peopleinthatfUtureuntilitbecomesrealitメButthisspellsaneverdisappearingtimegapbetween

thecomingage,whichtheavant-gardeartistinhabits,andthepresent,inhabitedbyeveryoneelse.

Inrealit)㌧asTheovanDoesburg,ElUssitzk》 もandHansRichtersa童dattheInternationalCongressof

ProgressiveArtistsinD{isseldor£1922:theavant-gardewascaught"betweenasocietythatdoesnot

needusandonethatdoesnotyetexist'=[*2]

ThefUndamentakaskoftheavant-gardewastoconvincethepeopleofthepresentthatthey40

ηθε4thefUturethattheavant-gardeproposes.Thenewlanguageandnew荻)rmalidiomthatthey

introducedweremeanttobeenticing,persuasive,andappealingsothatthefUturethattheavant-

garderepresentscouldhavegripontheimaginationofpeople.

ButhowcanthelanguageofthefUtureresonateinthepresent～Ho瑚indeed,canasmallgroup

ofartistscommittedtothefhture,reach"back'intothepresent,andreachoutfbrthemindsand

heartsofallthosewholiveinadif甃rentagethantheydo～

And,mostofall:howcanagroupofintellectually;ideologicall払andartist三callyeducatedart-

ists:aHe重ite,usinganelitistlanguage-conqueralargeaudiencepreytopopular,orevenpopulist

culture～Besidesthetimegap,canthesociologicalgapbebridged～

Becauseofthemarchintothefhture,themostf士equentwordtocharacterizetheavant-garde

anditsadherentshasbeen,sinceitsinception,`progressivelProgress,thefUndamentaltenetofMod-

ernism,wasmarkingthetransitionf士omthepastintothefhture.Onthelevelofpolitics`progressive'

impliedananti-establishmentstance.Anti-capitalistandanti-bollrgeois;a丘erall,theavant-garde

was,originallメtheculturalweaponofutopiansocialism・

Althoughthewavesandmovementsoftheavant-gardesofWεsternEuropedi丘 ヒredinmany

respects,theirrepresentativesweremostlyrecruitedoftheprogressive,secularurbanmiddle-classes

andfbundtheiraudienceinthesameeducatedsocialmilieu。Alreadythecourageoftheromantics,

therealists,theimpressionists,thesymbolists,andthepost-impressionistsimpressedalike-minded

Doesburg,LissitzkめRichter:"StatementoftheInternational血ctionofConstructivists';DeS吻1,Vbl4,No.4,May1922.
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Parisiancrowdwhich,afterashortperiodofcontemptormistrust,celebratedtheinnovativeart-

istsastheirnewheroes.TheinnovativefbrmallanguagesofCubism,Expressionism,Futurism,or

laterDeSt町landevenDadaalsoresonatedwithaudienceswhich,particuIarlyinthewakeofWorld

WarI.,hadalreadybeendisillusionedwithclassicaleducationandcultureandfbltanintensede-

siretosupersedethem.Appreciatingnon丘gurativeartorthesophisticatedhumorofDadarequired,

besidespassionatesocialcriticismandcommitmenttoabetterfuture,urbanit脇education,andfa-

miliaritγwiththeculturaldiscourse.Theavant-gardeartistsoftheWestmayhavef士ontallycrashed

withtraditionandthesocialorder,mayhaveintendedtocreatea励 ぬ πτ5σ,buttheyhadthorough

㎞owledgeofwhattheywere丘ghtingagainst,andtheycouHrelyonalike-mindedandsimiarly

educatedaudience,which,ifmoderatesize,waswillingtodiscardthecu正turetheyhadbeenfヨmil-

iarwithinexchangefbrnewimager}もnewcontents,andfhture-boundattitude.ForexampleinGer-

manyarathersizeableandappreciativeaudienceindudingdealers,collectors,sponsors,andeven

museumcuratorsandleaders,promotedthenewartofdissentandinnovationbecausetheysaw

thenextstepofcultureinit,andthisenthllsedthem.[*3]AsThomasNipperdaypointsout,eventhe

mostradicalavant-gardeattractedasmallbutconspic耳ousbourgeoisaudience.[*4](Theseadherents

andpromotersofthe翫vant-gardewereasadamantlylampoonedandpersecutedlaterbyNational

Socialismastheavant-gardeartworksandartists.)

Theavant-gardesofWestemEuropeweretheinnovativecontinuationoftheculturaldiscourse

andthisdiscoursewasnotmeanttospilloverf士omthedemographicsthatownedit.Whereasin

post-revolutionaryRussiatheavant-gardeaddressedtheproletariat-thatis,theworkingdasses,

declaredbytheCommunistPartytobethenewownersofthecountryandtheculture-thenew

developmentsofartintheWεstdidnot,withsomeexceptionofa色wcommunistartists,authors

andpublishersintheWbimarRepublic-addressasocialgroupanydi丘 ヒrent丘omthosewhichhad

3

4

See,fbrexampleHenrikeIunge,ed.=Av砌lgα プ4θμη4P岶 『歪たμ用,K61n:B6hlau,1992,inwhichchaptersarededicatedto

thediscussionoftheroleplayed,amongothers,bysuchpromotersofthenewartasErnstBeyersdorfLIdaBienert,Walter

DexeLAlexanderDorner,RosyundLudwigFischer,AlfredEechtheim,HerbertvonGravens-Gravensburg,HansGoltz,

ErnstGosebruch,BothoGraeLGustavFriedrichHartlaub,CarlGeorgHeise,Al丘edHess,KarlErnstOsthaus,Gustav

Pauli,OttoRal飴,WaltherRatheanau,MaxSauerlandt,HerwarthWaldenandPaulWbstheim.

丁homasNipperday:,漁sdieB症rgertumintheModernefand"(Whatthebourgeoisiefbundinthemoderns),Berlin,1988,

quotedbyIunge,ibid.,P,1.
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alwaysownedtheculturaldiscourse.WhatIwillargueanddescribebelowisthattheHungarian

avant-gardewas,alsointhisrespect,half～vaybetweenEastandWest.

]:heavant-gardesofEasternEuropeingeneral,andtheHungarianavant-gardeinparticular,

wereinadiff6rentpositionbothpoliticallyandculturallythanthelrW6sterncounterparts.Politi-

callytheyhadto負ghtatwo-ffontbattlelwhiletheysteppedupagainsttheconservativeestablish-

mentandthemiddleclasses-thearchenemyoftheavant-gardes-theya豆sohadto五ghtagainst

theirownle負istcomrades'simplif画ngviewsand量deologicalcontroLT五ePartγofSocialDemocrats

intheearly20thcenturyltheCommunistPartyofthel919HungarianCommune,theirdescendant

politicalpartiesduringtheinterwarperiod,aswellasthepost-WorldWarII.Communistdictator-

shipsetoutagainstmiddlec星assconservatismasadamantlyastheavant-garde.ButtheSocialistand

Communistpartiesturnedagainsttheavant-garde,too,caUingitthe"vestigesofbourgeoisculturざ;

whereasthereasonwhγtheγreallyr匂ecteditwas重hattheγdjdnottoleratetheavant-gardeもalter-

nativelef㌃istpoliticalalternatives.

TherefbretheHungarianavant-gardehadtomakeitclearthatalthoughitwaspo弖iticallyonthe

le氏andwasanti-bourgeois,thesepursuitswerenotsharedwithanyotherle氏istorcommunistide-

ology;andparticularlynotwiththosewhichespousedSoviettypesocialistrealismastheonlyartis-

ticexpressionacceptablefbrthe`masses;`thepeople;`theproletariatl

TheHungarianavant-garde,a至thoughitincludedurbanintel豆ectuals,was正aunchedbyaself-

madeandself-educatedsocialistpoetwhocame丘omtheproletariat,andsetouttocreatetheart

andcultureofthisdemographic.

Itwasthebackground,education,andpersonalitアofLajosKass6k(1887-1967),theprogeni-

toroftheHungarianavant-gardethatgavetheintonation,language,anddirectionofthemovement.

Kassakcame丘omaverypoorworkingclass£am圭 玉yatErsek面lv直r(then口r)perH㎜garγ),andwas

himself長)rcedtowork丘omchildhood.Tfainedasalocksmith,hepassionatelypursuedtoeducate

himse玉fHemovedtoBudapestandbecameanactivistofthePartyofSocialDemocrats.Hewasa

丘equentspeakeratrallies,andwaslosinglobafterjobbecauseofhispoliticalactivities.

Hewasanavidreader,1istenedtoolderworkersinpubsandpartymeetings,andtraveledasfar

asParisandBrusselson丘)otinordertoseetheworldandknowmoreofwhatwasoutsideAustria-

HungaryJnBrusselshem『tSocialistpartyleaders,andinParishewas,fbrthefirsttime,exposedto

modernart.Uponhisreturnaround1910heattendedtheeventsoftheGal且eiCircle,aradicalstu一
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dentgroupwhichorganizedaseriesoff}eeandlectures,opentoan.Alatersourceofhiseducation

wastheIectureseriesoftheFreeSchoolofHumanisticStudiesin1917-18,0rganizedbyliberalBuda-

pestintenectualsindudingGeorgLukacs,B61aBalazs,ArnoldHauseろB61aBart6k,andZoltanKoda1)乙

KassakstartedtowriteandpublishpoetryinthesocialistdailyN⑳ ∫zσγσ[丁hePeopleもWord]

andtheliterarylournalRε ηθ5z伽5z[Renaissance].Hisgreatambitionwastobepartofthenewht-

eraryperiodical〈 勉g碗[V》 εst】andhavehispoemspublishedthere,buthewas,看)rsometime,re一

蝕sed.Thereason-hypothetically-mayhavebeenhislackofsophisticationandadherencetothe

modernistWesternfbrlnsofpoetr)もindeedtheentirecultureofpoeticfbrmsthatム ヶ㎎ 碗repre-

sented.Heusedidiosyncraticlanguage,wroteinf土eeverse,andstruckaharsh,energetic,youthfUl

tone,whichcamef士omthe丘ingesofthesocietyandc軽ltureandwasvigorouslyexpressiverather

thansophisticated.Eventuallyhepublishedaserializednovelandaplayinム ケ㎎ 碗,butbyl915-16

hegotimpatientanddissatis丘edwiththecultureof飴 ㎜s,evenmodernist,andgotinterestedinthe

youngergenerationofauthorswithaharshervoice。"Bythesecondhalfof19151cametobecon-

vincedthatfbrmyowndiscontentsandsinisterpremonitionsIhadtopublishalournalofmyown';

hewrote."渺 ㎎ 祕hadalreadyacceptedme,し 亅andalthoughI㎞ewfhllwellthatthatwasasmuch

asanyyoungpoetcouldwishf砿1角ltlimitedandrestrained.AmongmyyoungfhendsIhada艶w

whosecooperationIcouldrelyon.Evenifwedidnotcompletelyagreeineverything,theywerealso

dissatis丘edwithwhatwehadbeenhaving,andthissharedbitternessbroughtusclosel'[*5]

UnderthepressureoftheongoingwaろA7衫 紘launchedonNovember1,1915,becameabridge

betweenliteraryfbrmalismandpoliticalacti樋sm.IttransfbrmedKass査kf}ommarginalyoungpoet

intoeditorandanimportantpublicfigure.Itsnewfoundidentitywassodear-cut,thatsoontheedi-

torsofotherlollrnals,includingNyugat,sentovertheyoungandidiosyncraticpoetsandwritersto

Kassak.A艶#wasfashioned,asthetitle,itsoutlay」anditscontentsindicated,a食ertheBerlin-based

lournalD∫ εA肋oη,editedbythesocialistFranzPfbmf6rt,whoalsohadrootsintheGermananar-

chistmovement,andwhoseperiodicalwasanimportantfbrumofexpressionistartandliterature

withastronganti-warstance.BesidesliteraryworksA距#alsopublishedpoliticalpamphletsand

essaysinsociologyとAsKassaklatersummeditup:"A瓰'wantedtoachievewhathadbeendreamed

5 璃05Kassak:駿zizmusokMagyarorszagon"(TheartismsinHungary),inKass益k:Azゴz觚 ㍑50㍑ δr勧 ε'θ(Thehistoryofthe

artisms),Budapest:Magvet6Kiad6,1972,p168.Mytranslation.Alltranslationsmine,unlessotherwiseindicated.
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aboutandwidelydiscussedinHungaryもRefbrmEraahundredyearsearlier:thatHungarybenot

laggingbehindthe鞭stwithamulti-generationaldela脇butparticipateintheongoingintelectual

strugglesofthepresentasanequalpartner2'[*6]Therefbre,besidesyoungHungarianpoets,works

byApollinaire,IulesRomains,GeorgesDuhamelandFilippoTb皿masoMarinettiwerepublishedin

translation,andsoci610gistImreV司dacontributedaseriesofarticlesaboutthefUtureoftheSocial

Democrats.V勾dabelongedtotheinneroppositionoftheHungarianPartγofSocjalDemocrats-

amembershipwithaseriousMarxisteducation.Hewasaradical,whodisagreedwiththeGerman

SocialDemocratsandcondemnedthemfbrhavinggivenuptheiroriginalradicalislnfbrthenew

strategアofgradua1(ratherthanrevoluti◎narア)develop皿entandparliamentarydebates.、4蹴'cer-

tainlyhadareadershipwhichwasrecruitedffomthemembersofthePartyofSocialDemocratsand

wasintellectuallyandideologicallyreceptivetopoliticalessays.V句daexplainedhisfuture-bound

conceptofthePartアofSocialDemocratswhich,accordingtohim,hadacrucialroleincreatingthe

"socialistman"byeducation
,because,asheputit,"theimprovementofthehappiness-balanceofso-

cialistmanistheultimategoalofSocialismヱ'[*7]Expandinghisdiscussiontothepossibilitiesofthe

EuropeanandRussianSocia1重standComm解nistParties,discussingtheconceptsofKarlLiebknecht,

AugustBebel,andIeanIaurさs,turnedAT診'ちevenifpublishedinHungarian,avenueofinterna-

tionalinterest,atleastinasmuchasitbroughttheinternationaldiscoursebacktoHungar}乙During

thehardshipofthewaryearswhenmostpeoplewereonedge,thereadershipofthepoliticalarti-

clesmayhavebeensensitiveandmorereceptivetothereproductionsofexpressionistdrawingsand

paintingsbyB61aUitzJen6P直szk,orI6zsefNemesLamp6rth,too.Thisnewvisuailanguage,aswell

astheexpressionistpoetryandprosepub正ishedinthelournal,usedstylizedfbrms,e正ongated,de一

負)rmed,anddeliberatelydistortedfbrmoreintenseandmoreshockingexpression.ThenatiQnwide

solidaritygeneratedbytheneedandthesu麁ringc乱usedbythewar;thetense,extraordinarytimes

stratinginthesummerof1914,madethevisualIanguageofExpressionismmorepalatable丘)rmany

peoplewhowere,otherwise,ofconservativetastes,Thesuccessofthejournal,includingthescandals

itcaused,encouragedKass査ktobeevenbolderintheuseofavant-gardelanguageinanef五Drttoco-

agulateanaudienceoflikemindedpeopleranging丘omworkerstoprogressive,socialistintellectuals

Kassak,ibid.,p.170.

Ibid.,p.186.
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andartistswhowereallanti-warandonthepoliticalle丘 。

The丘rstissueofA艶#fbrβxampleheraldedwhatitcalled"thenewliterature"clearlytalkingin

anewvoicetoanewaudience."Literaryandartisticaestheticismisdead';theintroductoryessaγan-

nounced,"Theartistsandwriterswil,onceagain,beworkersamongtheworkersandthe丘ghters,.,

Ane鴇socialIiteraturewill丘)llowtheindividualistartoftodaアandyesterdaゾ'[*8]Thispromise-a

verbatim丘)recastofRussianConstructivism-prolectedtheendofelitistestheticism(re艶rredtoas

``individualistart")and
,intheoriginalspiritoftheavant-garde,theanticipationofacoUectiveculture

which,oncetheartistswillbe`workers;willgrowoutoftheworkingdassesandbelongtothem

Fromtheeducatedmiddleclassaudienceof〈 ヶ㎎ αKass6k-althoughcontinuouslyinvit-

ingestablishedwritersandsociologiststocontributeAT診 κ 一turnedtothoseyoung,rnostlyskilled

workers,whohadbeenpoliticallyeducatedinthesocialistmovementandwerebecomingpolitically

consciouswhileoutragedb)もandopposingtheongoingwaLAddressingthisnewaudience,Kassak

hadsolidgrounds.Workingclassmovementsandthepoliticaleducationoftheyoungworkerswere

processesinthemaking,andthedevastatingwarwasadirerealitメIntheyearsduringWorldW… π

1.thenascentHungarianavant-gardewas丘rm正yrootedinrealitメIthadthepotentialtoaddress

alargeaudience,andcouldplantoplayanimportantroleonthenewpoliticalandculturalscene

whichwasexpectedtofblowWorldwarI.Relyingontheso正idarityofther段pidlyincreasingmasses

ofpeoplewhohadtopaythepriceofthewar,Kass削 ～savant-gardelournalwasthe丘)rumofthedis-

sent,outrage,andpaci丘smofalarge,mixedcrowd.Onthiscount,theavant-gardewasgroundedin

realityandwasbecomingthecatalystandchroniclerofactualhistoricalandsocialchanges.

WiththelaunchingofA艶",whichKassakcharacterizedasan"aggressiveartmovement"匚*9],

heopenedupafbrumfbranewvoiceinHungarγItwasharsh,young,andradical,fUeledbytheen-

ergytomakeadi飽renceandchangetheworldthroughthepowerofartandliterature.Inhisl916

Pγqg鯢 η2-publishedalmostayeara負erthejournalwaslaunched-Kassakstruckamoredemand-

ingandmoredeclarativetone.Lookingalreadybeyondthestillongoingwaろheepitomizedthe

avant-gardeexactlyastheCountSaint-Simondescribedita豆mostacenturyearlier,[*lo]butsuper一

8

一

〇
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ー

Dezs6Szab6:"Kereszte16re"(皿)abaptism),inA7衫 ∫ち1/1,Novl,1915.Inretrospect,Kassakremarked,thattheRussianpoet

Vladi皿irMayakGvskysaidtheexactsameataboutthesalnetimeinhispGem``TheP㏄t二Wbrker'lInKassak,ibid.,p.172.

Kassak:"Politika?M伽 壱szet～"(Politics～Art～),A蹴 ち1916/12,pp.185-186

c£fh.#1.
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sededhisvision:``itispreciselyart,especiallyliterature,possessingthemostdirect,activemeansof

expressionthatfacesthegreatesttaskinthemoldingofthecominggenerationintoahumanfbrm.

[...]Thenewliteraturemustbeapinarof丘rearisingffomtheverysouloftheage!Thesublectofthe

newliter孕tureistheentiretyofthecosmos!Thesoundofthenewliteratureisthechantofthecon-

sciousenergies肛heglori丘edidealofthenewliteratureisMan,enlighteningintoin丘nity!"匚*11]

Undertheimpactofthemoment,Kassakblendedthepresentandthe魚ture,exaltingthepres-

entmomentasadirectopeningintoimminentfUturedevelopments.臨eecstatictoneoriginated

食omKassaklsexperienceasaffequentstumporator,butwasalsofUeledbyhisintensefaithinthe

instantcomingofthenewage.

Atthesametimehowever,asitbecamealltooc重earbyl919,itwasthisexaltedandinevita-

blystyhzedrhetoricthatincreas重nglydistancedhimandisgroupf士omtheconcretesituationπhe

expressionistlanguage,which,regrettab1笋failstocomefhllyacrosstranslation,disconnectedthe

avant-gardef士omtheiradherentswhowerestandingonthesolidgroundofrealitγStylizationand

poeticimagerydidnotalwaysresonatewithreadersandaudiences,anddrovethemawayffom

brick-and-mortarpresent-dayrealit}㌃alienatingtheiraudience,whichhadexpectedmatter-of-fact

directnessandsimplicit}乙

Paradoxicall払whileKassakwantedtodiscusstheactualhistorical-politicalsituation,thecatas-

trophethatthewarbroughtintotheiivesofmany;andproposeconcretechangesinordertomake

theworldbetter,thestylized,expressionisticlanguageheusedli丘eduphistextintoavacuumofvi-

sionsandgeneralities,Whilehewantedtoaddressanaudiencewhichhadnoexperienceinorlik-

ingfbrstylishness,heendeduptalkinginanoverheatedexaltedstylehilnsel£T註lkingabout``the

glor重且edidealofMan,enlightenedintoin且nity"musthavesoundedhieraticbuthollowatatime

whenthepeoplehewantedtoreachoutfbrweresu麁ringofpovertyandlosttheirlovedonesin

thetrenches."ln丘nitゾ'orthepromisesofanin丘nitefUturewereofnocomfbrt.Thegapbetween

thepresentandthefUture,whichwasglossedoverbyrhetoric,reflected-contrarytothesincerest

intentions-thelackofasenseofrealityoftheavant・gardeatitsveryfirstappearanceinHungar-

ianculture.Theremayhavebeenahandfulofpeoplewithwhomthismessageregisteredwith,but

Kassakもprojectivelanguage,alongwiththefUture-bound,utopian,projectiveideasoftheavant一

Kassak:"Programm';A颱tt,1916/10,pp.153-154,EnglishTヤanslation:IohnBatki,BWI,pp.160-161,
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garde,wasnottransparentenough丘)rhistargetedaudience。 皿efUtureheref6rredtowasnottan-

gible,andtheculturalriseofthesocialistworkerswasstillinthatfarawayfhture.

Kassakwasatalentedandpowerfulpoetwhoinventedapre磁ouslynon.existentexpressionis-

ticlanguageinwhichheoftendeliberatelyusednounsinflectedasiftheywereverbs,andveryun-

usuala(苅ectivesfbrshockinglyf士eshassociations.[*12]Itwashisculturalutopiathatthislanguage-

thatofaself-mademanandaself-educatedpoet-wou豆dbethenatural,sharedidiomoftheyoung

workerswhocame丘omsocialbackgroundssimilartohis.

ExpressionisminKass… 批slanguagewasnotquitewhatitwasinGermanartandliterature.While

itservedthepersonal,o丘endeeplypsychologicalanddeliberatelystylizedindividualexpressionthere,

Kassakunderstooditasanewcollect重velanguage-aprimitivistidiomofsorts,meantlbrthenew

1
"
P・imiti…';th・ 四 ・ngw・ ・k…,wh・h・d・ ・verp・ ・串essedtheea・lier!・dt・ ・alp・ ・adigmH・t・u・t・d

thatthenewstyleexpressedthesharedexperienceofmiserメbetrayal,andsu麁ringoftheworking

class.Accordini暴y;theexpressionismoftheHungarianavant-gardewasheavyanddramatic,closerto

thewoodcutsoftheDfθBプ 諺`たβartiststhantothef士ee,spiritualabstractionoftheBlμ θR'4θrgroup.

A丘erA艶#wasbannedinthesummerof1916becauseitsinternationalissuecarriedwritingsand

picturesbycitizensofcountrieswhichwereHungary'swarenemies-amongothers,Kandinsk}も

Mestrovi6,Kulbin,Vεrhaaren,puhamel,BernardSaw-Kassaklaunchedanewmonthlytitled1吻

(Tbday).Here,partial正yonstrategicreasons,hegavemorespacetoart,[*13]andsubtitledthelour-

nalasa"1量teraryandartisticperiodicarlPictureswerelessexplicitthantextsintheeyesofcensor-

ship,andtofUrtherpromotethenewexpressionistpaintinginHungar}㌦Kass盃krentedasmallex-

h量bitionroomindowntownBudapest,whichsoonbecamethemeetingpointofthewriters,poets,

andartistwhocoagulatedaroundhimasagroupcalled,stillwithanodtoFranzPf6mfεrt,the`Ac-

tivists'狂hemostemblematicartistsoftheMθcirclewereB61aUitz-alsoregisteredasassistantedi-

tor一,LajosTihanyi,IanosMattisTbutsch,1益nos㎞ett防andI6zsefNemesLamp6rth.Kassakun-

dertookthedistributioninHungaryoftwoimportant"fdlow"Germanperiodicals,DεrS如 撒and

.12

13

ForadetaileddescriptionandanalysisofKassakもlanguage,seePalDer6kア:A四 ∫わε`oη亡oroηγkδ1f6fC血epoetsofthe色rro-

concretetower)、Budapest=ArgumentumKiad6,1992,pp.32-34.

Kassakoffbrsthisexplanationinibid.,p,198.
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DゴεA㍑ ∫oη.InhisBudapestgalleryheputonsalethepostcardstheypublishedwithreproductions

ofworksbアPicasso,Braque,Chagall,Klee,Kand童nskフ ～K:okoschka,L6ge鳥IuanGris,andothers,as

amissionintheserviceoffamiliarizingtheHungarianpublicwiththelatestinternationaltenden-

ciesinart.Th圭s,aswellasmanyarticlesan4reproductionsinMβ,reflectKass訳sdeterminationto

educateanewaudiencewhichwi蠶havetheirprimaryinfbrmationandorientation倉omhimand

hislournal.FollowingtheGermanexample,Mαalsopublishedpostcardswithreproductionsof

worksbyHungarianartistso丘encontributingtotheloumallike,besidesthosealreadymentioned,

EdeBohacsek,KarolyKernstok,IanosVaszar払andothers.Tbcombineatrivialandpopularoblect,

thepostcard,withhighartwasanewinitiativeatthetimewhichextendedthevisibilityofmodern-

istarttosuchgroupsofthesocietywhichwouldotherwisenothavebeenexposedtoanyencoun-

terwithcontemporarypainting。Kassaktookupthe丘neartsasastrategicmaneuvertodriveaway

attentionffomtherevolutionarycontentsofMα,buthesoonfbundthesamecontentsinthevisual

artsaswelLTheadditionalf6aturethathegainedf士omtheartswasasharpenedsense丘)rthecom-

binationofhighandlowculture,astheexampleofthepostcardsindicates.

AlthoughKassakもperiodicalshadasteadyreadershipduringthewaryears,heneverfbrgot

th母thisactualaudienceyetneededtobecreatedandeducated.Ithadtobeawidegroupopentoev-

erythingnew}progressive,and,consistentlywiththetitleMθ,or`today;expressingthepresentwith

anoutlookontothefuture.Thenewaudiencewasalsoexpectedtobeself-conscious,anti-bourgeois,

internationalist,and套amiliarwiththeimportantcontemporaryHungarian,EuropeanandAmerican

authors,musicians,andartists,inawQrd:anewtypeofworldcitizen,expectedtorisef士omtheash-

esofthewar.

Inthe且rstissueofMαKassakwrotetwoarticles,bothofwhichpursuedamongotherthings,

toreachout丘)rapermanentaudience.Inhisintroductoryeditorialarticle"Propagandゴ'(A4γ θr一

"5翩eη 亡)heoutlinedthepro五leofthenewlournalandassuredthereadersthatnoartisticcom-

promjsesofanγki皿dwjllbeaccepted;"oureditorialo伍ceswillworkintotalindependence丘om

ourpublishingventure'乙[*14]Healsoannouncedthattheywanttokeepacircleofsubscribers

aroundMα,andtherewillbemorefbrthemthanjustthejournal:"Vゾ εhaveestablishedabook

publishingcompanメWeshalldistributereproductionsofworksofart.WeshaUorganizemati一

KassakL句os:"Propagandざ'(`Advertisement"),translatedbyIohnBatki,BW,pp.162-163.
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nees.,,[*15]

TheIatterwereanewwaytosystematicallybuildpersonakontactwiththereadership.The

褓 漉 ηθθswereweekenddaytimeeventsofpoeticandmusicalrecitalswheresubscriberscouldcome

withfamilymembersor丘iendssothatthecircleofMαcouldbeincessantlygrowing。Theywere

meanttoaddanewdilnensiontotheeducationoftheaudienceaswellasprovidingf己edback-by

thenumberoftheparticipantsandtheirspontaneousresponsetotheprogram-fbrtheauthorsand

theeditor-publisheL

Theotherarticleistitled`Aplakat6saz両m丘v6szet"(][heposterandthenewart).HereKass喬k

makestheunprecedentedsteptodiscussposters,generallyconsideredmerelycommercial,Iowlメ

andcheap-asnewart.Understandingthatposterspopineveryoneもeyesinthestreetandother

publicspaces,Kass査kalsorealizedthattheyarevisuallypowerf司,clearlyunderstandable僉)revery-

one-which丘)110wsf士omtheirfUnction-andalsohaveentertainmentvalue;andallthesefヒatures

investthemwithanewpotential,amulti殆cetedrole,partofwhichisthattheyareeasilyabsorbed

byanyviewer.ThepQsterwasayeryapprQpriatenewgenretobecomepopularwithanaudienceof

noclassicaleducationorevenilliterate.Inthisarticle,which,publishedinthefirstissue,waspro-

grammatic飴rMσ,Kassakstatedthat

"
_thepqster,fbrmerlybanished丘omthe`sacredgroves'ofhighart,hasinourdaysacquireda

verylivelyrolethataf驚ctsmanyofthemorematerialmomentsofourlives.

Thesuccessfhlposterisapracticallyinfallibletouchstoneofourcommercial,industrial,politi-

calandartisticlif6.[...]Itisalwaysagitativebynature,andessentialyimpossibletoconstrainwithin

bounds.ForasuccessfUIposterismeaning劔notonlyasabusinessintermediar脇butmaybeen-

joyedandappreciatedwithoutanyreservationasapureartisticproduct_"[*16]

Fascinatedbyreproducibilit払enlargeability;andstreetexposure,Kass益ksawgreatnewpos-

sibilitiesintheposter丘)radialogbetweenthenewartistandthellewaudience.But,inalecturehe

gaveinDecelnber1916,healsopointedoutthatartwas,accordingtohim,beyondesthetics,beaut拓

andromanticdreams:itwassimply"honestyandgoodwork'1[*17]Inretrospectheaddedthat"the
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Ibid.,p.162.

Kassak:。Aplakat6saz両m血vξszet"(Theposterandthenewpaintiing)translatedbyIohnBatki,BW,p.166.

Kass直k:`AzizmusokMagyarorszagon';ibid.,p220-221.
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audienceatthattimedidnothaveanyunderstandingofthisconceptofart.Theyattachedsomef6a-

turestothepersonoftheartistwhichcouldberomantic,orsyrnbolist,orjustdand罪sm～'[*18]

Lookingbackf士oml972[*19]KassakgaveanappropriateevaluationofMα,statingthatwhile

itsexpressionismwithallitsdiscomR)rtturnedagreatpartofthereadersandthepublicopinion

againstit,therebyitwasbearingtheburdenofbeingthepublicenemyNo.1,drawingthemainat-

tackawayfromハ ヶ㎎ αちandthusaccomplishingtheshi章f士omfbrmalismtoradicalism.Also,by

turningmostofthepublicagainstitsel£itattractedthosefb鵬whoUnderstooditsgoalsandpro.

gram,sothatthecircleofcontributorsandadherentswasnotonlygrowing,butbecamemoreartic-

Ulate,toO.

InthewakeofWbrldWarI,theAustro-HungarianEmpirefdlapart,andHungar脇 重osingtwothirds

ofherterritories,wasoneofthenewnation-statescreatedwhentheborderswerere-drawnwithin

theboundariesofthe僉)rmerDualMonarchγAsaresultofarevolutioninOctober1918Hungary

becamearepublicwithCountMihalyKarolyiasPrimeMinisteゆutthef土ustratingVεrsaillespeace

treatyandthesocialandeconomiccrisisofthecountrypromptedKarolyitocedepowertoagroup

ofMoscow-trainedcommunistsledbyB61aKun.OnnMarch21,1919aSovietRepublic-inshort-

hand:Commune-wasdeclaredinHungar}㌃Consideringhisviewsandeditorialandartisticactivi-

ties,thiswassupposedtobethepromisedland費)rKassak.][heCommuneseemedtobringsocial

lusticeandtheruleoftheworkingclass,exactiyasKass激hadwishedandanticipated.

Still,Kassak,whowasnotaCommunistbutaSocialDemocrat,washesitanttowelcomethe

suddenCommunisttakeover,andwasslowtointegrateinthenewpoliticalsystem.Buteventually

hedid.Hecont洫uedtopublishMθ,andbesidethathewasalsoemplo》 ℃dasacensorfbrposters.

Hewasresponsiblefbrthedecisionsonwhatkindsofposterswereallowedtobeoutinthestreets

mediatingbetweenthegoverningpowerandthepopulation.

MσanditseditorsaHdcontributorswereharshlyattackedbythetabloidsandotheragentsof

publiclifヒduringthe丘rstweeksoftheCommune・A色wweeksbefbretheCo皿munewasdeclared

Kassak,inFebruaryl9191aunchedanewprogram,meanttobloomintoamovement,fbrwhichhe

8
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1

Ibid.

Ibid.,p.223.
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coinedthename,stillwithanodtoFranzPfヒmf6rt:θc'蛎5辮.Whathemeantwasdirectactionon

theonehand,andtheattainmentofultimategoalofthemovement,whichwasnoIess,than,asAn-

dorRosingerputiピ ℃osmiccultureご'[*20]AtthispointKass設kwantedtohaveita11:reachingout

丘)raneverincreasing,permanentaudiencewhichwouldfbrmacirclearoundhislournal,under-

standingandacceptingitspoliticalandartisticstances;andhealsowantedtohaveagriponthefar-

reachingdreamsandideasofthisaudience,θ4」 頑 η伽 配.

KassゑkhadalwaysrefUsedtheSocialDemocrats'doctrineaboutthenecessityofa重lartisticex-

pressiontobetransparent,realisticandclearlyandeasi豆yunderstandablefbrthewidepublic.He

continuedtobelievethatarthastobevanguard,leadingpeopletonewterritorγHisidealwasnot

tocatertohisworkingclassaudience,buttoeducatethem,andhehadopportunitiesfbrthisdur-

ingtheCommune.Mαwasregularlypublishedandhada弖1thenecessarymeanstoorganizecultural

matineesandtheaterper僉)rmancesfbrworkingclassaudiences;iftherewasaworryaboutthefate

ofthejourna豆itwasthatthepoliticalpowerwantedtokeepittoocloseitselfandmonitorandcon-

trolittoomuch.Whenfbrmer跏contributorI6zsefR益vai,whobecameeditoroftheo缶cialdaily

paperoftheCommune,infbrmedKassakinatelephoneconversationthatapoliticaldecisionhad

beentakentomake、Mαtheo缶cialIiteraryperiodicalofthenewregime,KassakfUriouslyrelected

thehonoLInhisautobiographyheclaimstohaveansweredthatheinsistedonhisautonomyasedi-

toちpublisheLandauthor,[*21コDocuments,however,revealthatheinfactlobbiedtohaveMσasthe

o缶ciallournaloftheCommune.IntheendofMarch1919hesubmi貧edaworkpr(ガecttothecul-

turalcommissariat,inwhichheunderlinedthemeritsofthegroupinsupportingtheproletarian

dictatorshipandrequestedadministrativeand丘nancialsupport,[*22]whichwasgranted.A丘erMay

15,atthetimeofseriouspapershortage,Mabecameabiweeklyinsteadofamonth豆 乳on36pages

insteadofthefbrmer28.Itwasclearlythepolitica豆andcu蓋turalorganoftheproletariat,butKassak

andhisgroupwantedtheimpossible.Asold-timesocialiststheyfdtentitledtoplayaleadingpart

intheo岱cialcultureofacommuniststate,and,atthesametime,tobeentirelyindependentof童ts
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AndorRosinger:`AzOl㎞lt血rakozmikuskult血ra';Mavolt.4,No.8,1919,n.p.

Kassak=1尠 ε祕 θr6厩 ε(OneMa㎡sLifの,Budapest=Magvet6K6nyvkiad6,1983,p.521.

Kassak=`AMam血vξszcsoportmunkaterve"σheworkingprojectoftheArtists'GroupMa)ArchivesofKassakM血zeum,

Budapest,Km-anl2.PublishedinFerencCsaplar,ed.=A脚g卿`δ プγ⑳ γε5zθrl離(ByMyQwnlaw),Budapest:Pet6fi

IrodalmjM血zeum-M攻z52kK三ad6,}987,pp.ユ54-156,
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politicalleadership.TheyrefUsedtoacceptthelowcu董turalleveloftheproletariat,andproudlyde-

claredthatif"血eartistsofMθdidnotcatertothebourgeoissociet》 ろtheywillnotcatertothedicta-

torshipoftheproletariat';eitheL[*23]

Inrealit)もhowever,itwasimpossibletoupkeepthisposition.Notonlydidtheyneedpoliti-

caland丘nancialsupport,butiftheywantedtoreachoutfbrthewideworkingclassaudiencethey

claimedtobetheirowncrowd,theyhadtogiveuptheirexpressionistlanguage,too.Atellingexam-

pleofwhereexactlytheystoodwithregardtotheiraudiencewastheperfbrmanceofarevolutionary

dramawritteninexpressioniststylebyIanosMacza,amemberofthegroup,TheMσgroupstaged

itinaworkingclassneighborhoodintheoutskirtsofBudapest,onlytoexperiencethattherecep-

tionwasdisastrous.Theproletarianaudienceridiculedthetragedyandburstoutinlaughteratinap-

propriatemoments.Theconvolutedexpressionistlanguageandtheexaggeratedgesturesoftheshow

didn'tmakesensetothem;theysimplyfbunditinadequate.(lthastobenotedthatnopro色ssionaI

revieworotherdescriptionoftheperfbrmanceis㎞own.)Inhisevaluationoftheincident,Kass舐

blamedthefailureontheignoranceoftheaudience,buthecouldn'thelpseeingthattheexpression-

isttheaterandtheproletarianpublic,atleastasfarastheirownattemptwasconcerned,wereamis-

match,However,hisresponsewasnottofhrthereducatetheaudience,buttoshootfbrpredictable

success:hegaveupdramaticperfbrmancesaltogether,andreturnedtoamoretraditionalandfbr-

malprogramwhichwouldnotrisk重ackofunderstanding.`IAscienti丘cintroduction,poems,recital

ofepicpoems,andmusic...Y6s.丁hiswasalreadyanimpressiveshowofseriousnessandimportance';

hewroteaboutthenexteffヒ)rt.匚*24]

Theincidentisemblematic.Expressionistpoetr払fiction,painting,anddramahadbeenbrew-

inginKassaklscircleandhadbeenpublishedinhisjournalsfbrsevera豆yearsbefbretheunsuccess一

血Iperfbrmanceoccurred。Expressionismhadbeendevelopedandcultivatedfbrthesakeofthene瑚

workingclassaudiencewhichwasexpectedtoinstantlyrecognizeitasitsownlanguageandstyle.

KassakserializedhisnovelT}曜 読4∫ 戸gμ γ飜(FiguresBe丘ttingaTragedy)inMα,hecarriedmany

expressionistpoems,andeventheessaysandpamphletsinthejournalusedhighlychargedexpres一

23

24

M6zesKahana:`A轍 一tt6bbizben6rttamadasokr61"(``OnseveralattacksagainstMα")跏,VbL4,no.6,Iune1,1919,p.

142.

Kassak=卿 θ励8r61θ ∫ε(OneMan'sLif6),Budapest:Magvet6K6nyvkiad6,editionof1974,pp.513-514.
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sionistlanguage.InA距 κand!吻Expressionismwasregardedasthemodeinwhichthetruthcan

besaidaboutli色,politics,love-everything-inanuncompromisedwa笋directlyaddressingthe

suf琵ringpeople,especiallytheproletariat.Theconceptwasthatthosewhosuf琵r,willidentifywith

therepresentationofsuff6ring,andwi正Irecognizeitsrepresentationastheirownvoice.Theaudience

wasalsoexpectedtobeenergizedbythestrongemotionsdisplayedonstage,and,asaresu正t,have

increasedawarenessoftheirownlifbconditions.Buttheprocessofthereceptionofartworks,aswe

havesincelearnedffomscholarsresearchingthea偸ctofartontheaudience,匚*25]isnotlinear,nor

canitbeprecalculatedonsociolgicalbasis.

Besidesthetruthfhlrepresentationofsu麁ring,Expressionismwas,intheviewofIくassakand

hisgroup,thelanguageofthefUture,becauseitwassuccinct,dramatic,bo互dlymatter-of-fact,and

provocative。WhatKassaksoughttosurpassatthattimewasstillImpressionism,whichheconsid-

eredtheparexcellencemiddle-classstylewithitssuper丘cialit払f士agmentariness,andluxuriousindi-

vidualityとBycontrast,hesawExpressionismastokenofhard-wonsincerityandtruthfhlness.

Theproletarianaudience,howeveちapparentlydesiredthecultureofthemiddleclasses:ε η'θγ一

師 π觚 θ班,ofwhichithadbeendeprived.TheconvolutedexpressionistlanguagesoundedconfUsing,

complicated,andevenindecipherablefbrtheuninitiated.

Inthelightofthisexperience,whichwascertainlynottheonlyoneofitskind,itappearsthat

thepropheticsolemnityofKassaksownpoetr男prose,andmanifヒstoshadanadditiona三fhnction,

Thepoweroftheexaltedexpressioniststylehadtomakeanemotionalimpactontheaudienceinan

attemptto丘lltheculturalgapbetweenthehighlyelitistlanguageoftheavant-gardeandthe"people"

whof註iledtoappreciatethisstyle。

Thedistancebetweentheavant-gardeanditsaudiencedramaticallygrew-andphysicallyatthat-

whenKassakandhisentiregroupemigrateda丘ertheAugust1919falloftheCommune,Theyset

upshopinVienna,whereKassak,inspiteofhis五nancia正di田culties,managedtocontinuethepub-

licationofMαmostlyinHungarian.[*26]HiswifdolanSimonmadehigh-risksecretandillegaltrips
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Fromthetoweringliterature,seeSusanBennettl跳 θα惚Aμ4♂8η`8∫,Routledge,1990.

Withthehelpofhiscolleague,writerandtranslatorEndreGaspar,heincludedartidesinGermaninsomeissues,andeven-

tuallypublishedaTheaterIssueentirelyinGermanin1924.Howeve島Gasparもhelpwasmostlyneededintranslatingarti-

clesofFrench,orGermanauthorsintoHungarian,andkeepingゆcorrespondencewithEuropeanavant-gardejournals.
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toHungar》 らandsmuggledincopiesofthelournaLSincetheCommunewasde飴atedbythepolitical

right,ale丘istjournallikeMowasbanned,anditsaudiencehadtogettoitclandestinel)乙

NotbeingfluentinanylanguageotherthanHungarian,KassaktookuppaintinganddrawinginVi-

enna,besideswriting.WiththehelpofLaszl6Moholy-Nag%andartcriticErn6(Ernst)K盃11ai,who

immigratedtoBerlin,hegotintouchwiththeartistsoftheEuropeanavant-gardegroups.Bybuild-

ingconnectionswith,andeventuallyparticipatingintheactivitiesoftheinternationalavant-gardes,

theHungariangroupwas.alreadyonthemapofthevanguardmovements.Kassakidenti丘edwith

theangeろdisillusionment,andadamantsocialcriticismofDada,andadopteditinl921.Hecom-

binedhisliteraryandartisticwork:probablyinspiredbyKurtSchwitters,hestartedtoproducepic-

ture-poems.Hisaudiencebecametheentireinternationalavant-gardecommunit}もbecausehewas

exchangingcopiesofMβ 倉)rcopiesofDθrS伽rη ち∬θ5ρr∫fηoμγθoμ,Dα5K伽 ∫観 碑,DεS塀,ル 髟㍑,

H8亡0γ θ驚'ohち5如 γわo,7ゐ θL漉ZεRθ γ」ε㍗γ,G,roθ4プ4μ γ,andother``littlelourna孟s'こ

ThroughouttheexileinViennatheMαgroupworkedfbravirtualaudience.Buttheyalso

丘1nctionedasacohesivefbrcefbrotherHungarianswholivedinexileinVienna,andcontinuedto

organizerecitalsandbilingualmatineesJolanSimondevelopedanewstyleinrecitingpoetrybased

onvocale麁cts,breakingdownthewordsandrevealingherowninnermostimpulses,whichwas

soonfbllowedbyothers.SheperfbrmedinHungar払too,duringhersecretvisits,andorganizedil-

legalMαeveningsfbrmelnbersoftheSocialistandCommunistparties.Meanwhi至eKassakhad

someoftheoutstandingmembersoftheVienneseintelligentsiaa正soinvolvedintheMoprograms.

SinceanimportantpartoftheincomegeneratedbyMαcame丘omsaiesinCzechoslovakiaandYU-

goslavia-bothcountrieshavingasizeableHungarianspeakingpopulation-1(ass6kandhisgroup

touredthesecoun之ries.Inl926theyhadarecita豆eveninginParis,inthelocationoftheSoci6t6des

Savants.[*27]Theyfbundacommunityoflike-mindedEuropeanartists,authors,andyouth,who

hadbeenthroughthesamewarexperienceandhadrespondedtoitinthesamewa}乙Thisshared

generationalandpoliticalexperiencewasthecommongroundofKass査kandhisaudiencewhich

wasscatteredallaroundEurope.

ButKassakcouldnotbesatis丘edwithcritiqueonlγHewasintenttobuildupanewprogram

Kassak:AMαt6rt6nete,inKassak:ibidりp.272.
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fbranewmovementwithpositivegoals,whichhadthepotentialtoattractaprogressive,fhture-

boundaudience.In1922heseveredhistieswithDadaandespousedConstructivism,whichwas

consideredbytheinternationalavant-gardesthevisuallanguageofthefUture.Sincesomeofhisau-

thorsinsistedonDadaandtheparticularversionofcommunistideologythatBerlindadarepresent-

ed,theMαgroupsplitalongesthetic,political,andpersonalfauitlines.]lheHungarianvariantof

constructivismwasengender拿danddevelopedentirelyabroad,inexile,withouthavingsupporters,

adherents,oranybasisinHungarγInViennaKass乏kencounteredtheWlesternizedversionofRus-

sianconstructivism,whichwaslackingtherigorouslypuritan,anti-estheticstanceoftheRussians.

`I
nternationalConstructivismlasitcametobeknown,was,instead,avisuallanguageofthenew

aestheticofstreamlinedgeometricabstraction,whicho食enventuredintorealspaceand3-dimen-

sionalitγ .KassakもparticularversionofConstructivismwasneitherasrigorousasthatoftheRus-

sians,norasstreamlinedandmodernizedasitsWεsternvariant.Hecreatedamoredramatic,heavi-

lysymbolic,planarconstructivismwhichhedubbed,probablyborrowingtheterm倉omtheRussian

painter王jubovPopova,P歪 σ伽 砌rc肋 εc伽紹.HeachievedwhatnoHungarianartisthadachievedbe一

丘)rehim:hegotintegratedintothelatest,present-dayvanguardartofbothWiesternEuropeand,to

someextent,SovietRussia.

However:whilehisangr}もpoliticallychargedDadainterludewasasrelevantashism句estic

constructivistwork,noneofthesehadabaseaudienceinhisownculture.Kass舐,whoalwayscon-

sideredhisemigrationtemporar)らandwantedtomakeanimpactonHungar童anculture,returnedto

HungaryintheFallof1926,whenthepoliceproceduresagainsthimhadphasedout.Bythistime

authoritiesinCzechoslovakia,Romania,PolandandYUgoslaviahadputabanonhisr拿citalevenings

andevenonthecirculationofMα,soHungarywas,onceagain,whereheco田dhopetorebuildhis

ef壬brtandaudience.

ThelaunchingofanewlournalmarkedKass齷srelentlesse仔brtsandtheconsistencyofhispro-

gramllusttwomonthsa丘erhearrivedbackinBudapest,hepublishedDoた 卿zε η伽御(Document).

ItwasatrilinguaレHungarian,French,andGerman-publicationwhichpresentedtheworksofa

greatnumberofcontemporaryWesternauthorsandartiststotheHungarianreadershipincluding

ElLissitzk》 らWalterBenjamin,andErnestHemingwa男withanewemphasisonarchitecture,theater,

丘lm,dance,andmusic,重oo.ForthdrsttimeinHungarメDokument㎜in飴rmeditsreadersQfthe
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newartofSoviet-Russi町aswel.Itwasanoppositional,politicallyoutspokenfbrum,anti-capitalist

andanti-bourgeois.However,Kassaksoonrealizedthatthenewlournalhadnotreadership ."Not

onlyhadthewritersemigratedandgotscatteredallGvertheworld,thesamehadhappenedtothe

readers,too.A氏erhalfayeartheeditorsunderstoodthatthesituationinHungaryhadfUndamen-

tallychangessincelgl9.]1}epossibilitieswhichwerethenopen,havebeeneradicated,andwehave

tocontinueour丘ghtinadi麁rentterritorywithdi麁rentmethodsanddi麁rentpeople2'匚*28]

Generalpovert}もpoliticaloppression,andmassiveemigrationhavesigni丘cantlysetbackthe

culturallifbofthecountrγKass毒kwasbackinsquareone:hishopesthathecou正deducatethe

youngsocialistworkers,andintegratethemintotheintelligentsia,werenotrealistic-or,atleast,

notbypublishingawell-in{brmedtrilingualjournalfbrthem.Hehadtorea正izethattheeditors

"
couldnotrelyonthereadershipofMσ,orハ ヶ㎎ 碗,becausethatreadershiphadf註llenapart';Kass盃k

wrote."W6hadtocometotermswiththefactthatthereisonlyonesegmentinsocietyfbrwhichit

isworth且ghtingfbr,andthatisthestudentsandtheyoungworkers.Butreachingout僉)rthemde-

mandedawholenewlanguage2'[*29]

Doた μ御 εη伽 辮wasdiscontinued,andwhenKassaklaunchedhisnewjournalM跏 たσ(Work)in

l928,hewasawarethat"hehadneitherrawmaterial,norsupporters,notevenenemies,hehadno

artistic,social,orphilosophicalclaims,noaudience一[he】hadsimplynothing,nopossibilitiesat

all.,,[*30]

Withhisinternationalexperiencebehindhim,Kassaksettoworkinthisvacuumwithanedi-

torialminimalismontheonehand-thejournallookedveryplainandmodest,and,asthetitlesug-

gested,didnotaspire丘)rmorethanaccomplishingsome脚rた 一,andanunusuallyf註r-sightedam-

bitionontheotherhand:toHndthemembersofthenewgroup,andtoraiseawholenewfUture

audienceaswell.IftherewasnosuchsegmentinHungariancultureandsocietywhichneededhis

work,Kassaksetouttocreatethatsegment.

Inordertoreachoutfbrthestudentsandyoungworkersunderthepressureofpoliticalcensor-

ship,Kass益kdevelopedanewstrategγWhilehispreviouslournalshadbeenvoraciouslyrebellious,
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Kassまk:`ADokumentum》;inKassak:Azゴz徽 ∫o耐 δr励 ε'θ(Thehistoryofthe`isms'),Budapest=Magvet6K6nyvkiad6,

1972,p290.

Ibid.,p.299.

Ibid.,pp.292-293
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bothpoliticallyandartisticallyradical,M襯 たαstruckachordwiththerealists.Inhis丘rsteditorial,

Kassakunderlinedthatthejournalaspiresatacertaindegreeofprof6ssionalism,butitscompetence

doesnotexpandtopolitics.Insteadoftheword`politics'hekeptonusingtheword`social≧Forex-

ampie,hewrote:"Wεallhaveonesingletask:thefhndamentalsocialtrans丘)rmationoftherealistic

givensoflifbtoday,.."[*31]Heemphasizedthatintheliteraryworkspublishedinthelournal`human

contents'dominateratherthanclasswarfare.ContrarytotheutopianintonationofAT厩andMσ,

nowhestatedthatsocialismisinthefarawayfuture,andprogresstoitisgoingtobeslowandgrad-

ual。Hecanedtheyoungworkerstostudythepresentsituation,getanunderstandingofit,andasso-

ciatethemselveswithradicalyoungstudents最)rtheirintellectualpowerandinfbr皿edviews.[*32ユ

M襯 たαwasclearlyonthepoliticalle丘,butdidnotincenseitsreaders,Instead,itinvitedthem

todotheworkoflearning.Itkeptitslanguagesimpleandunderstandable.Itpublished,amongoth-

erthings,poemsby下ohnDosPassos,anessayonthenewSovietIiterature,essaysontheBauhaus,

andashortstorybyErnestHemingwaメItgaveaccountsofurbanism,themodernmetropolis,and

contemporaryartinEurope.Itwaso麁redtotheyoungworkersasasourceofin僉)rmationonthe

cultureandsocialissuesofthepresent

Besidethis,Kassakmadefhrtherstepstobuildalargercommunity;HestartedaCorrθ5poη 一

4θηcεsectiontitled`ADayInMyLif6'lwherehepublishedyoungworkers'accountsoftheirevery-

daylivesanddaiyproblems.Healsostarteda5ρoア'5section,wherehepublishedphotosofworker

sportsmenandchampions,andwroteaboutthenecessitγofmasssport.Followingtheexampleof

theBerlin-basedillustratedjournalDθrArわeま`er一 正b'qg疹(TheWorkerPhotographer),hestartedto

seriouslypursuethepublicationofphotosmadebyworkers.Asares叫tM襯 たσ,whichwassimple

anddisciplinedwithnoavant-garde且air,wasvisuallydominatedbyphotographsofworkers.Outof

thisinitiativegrewoneofK:assakもgreatachievements:thenedglingsoci6-photomovementofthe

Mμ 脈 α α κτθ,whichgrewoutofamateursportphotograp}塀

Therehadbeensocio-photoinHungarybefbre,asearlyasthelatelgthcentury;butnow;inhis

articleonworkerphotographersLalosGr6announcedonbehalfofMμ 脈 σ,that"thereadersareen-

couragedtosendintheirphotoswhichwillbepublishedand/orcriticizedbytheeditorsinorderto
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Kassak:"Mun鳳inKassak,ibid.,p.294.

Ibid.,p.295.
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helpthefhturedevelopmentoftheirsk註}sinphotographゾ:[*331Asaresult
,amateurphotographers

wentouttophotographicallydocumenthard-corerealityinHungar)もandMμ 脈 αfUnctionedasa

venue董brtheirpictures.ThusthejournalbecameafbrumofsociallycomlnittedphotographメFre-

quentcontributorsincludedKataK毳 至m自n,FerencHa飢[*34]S6ndorFr曲o£andL句osLengアel.In

l930theSocioPhotoGroupoftheM伽 たα α κ1εwasfbrmallyestablished
,andbecameoneofthe

mostimportantmovementsinHungarianphotograph}㌃[*35]

InretrospectKassakrevealedthathisstrategy-whichhadprovedsuccess佃 一wastointegrate

photographyinthevisualarts,andthenfamiliarizetheyoullgworkerswhowereattractedtopho-

tographywithmodernistpaintingandothervisualarts.匚*36]

Besidesthesocio-photo,K:assakorganizedaseriesoftheaterperfbrmancesandpolitica正de-

bates,developedaseriesoftheliteraryeventsoftheM砌 んσ α κZθ,whichwereo丘enbannedbythe

authorities,andpublishedaseriesofM槻 たαBooた5includ童ngsocio-photoalbllms
,literaryworks,

andahistoryofnewSovietcinema.TheM砌 如7bookshopinBudapestwasoneoftheepicentersof

hisactivities,andhemetwiththecontributorsandsympathizersofhisgroupinoneofRudapestも

manyfashionableliteraryca丘 …s,the勉 ρ伽K4γ 動4zσapaneseCo麁eHouse).

Thustheα κ1εfUnctionedasahomeaway丘omhome長)rtheyoungworkersandstudents .Io-

lanSimonorganizedapoetryrecitingchoirwhichrecited,oLtoputitmoreappropriatel男chanted

poetrγ1血emultiplicationofthehumanvoiceinthechoirmeanttoemphasizethecollectiveaspects

ofpoetry;andtotightenthebondoftheindividualstothecommunitメThecollectiverecitalofpoet-

rybyachoirbecameaspecialtγoftheM跏 たα α ナcZθ.Itwasalsotheresultofsuchco重lectiveactivities

thatthenumberofregularparticipantsandsy皿pathizersoftheM槻 たσClrolθsurpassedthenumber

oftheadherentsofallotherle丘istpoliticalmovements,exceptfbrthePartyofSocialDemocrats .[*37]

HoweveちashistorianPeterKonokpointsout,itwasdi伍culttocreateahomogenousgroupoutof
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Gr6Lajos:Amunkasf6nykφ6sz(Theworkerphotographer),Mμ 畝 α,1930,No.14,p.425,

HeIived,withintermptions,in丑)kソobetween1940and1956 ,
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photof沁mthebeginningstotheendofWbrldWarI工.),Budapest:MagyarFotogra丘aiM丘zeum,1997,p.59.

Kassak:``Munka'libid.,p.300.

SeePeterKonok=`AMunkakOrszellemi,politikaihatorszaga"(TheintellectualandpoliticalbackwatersoftheMunkaCir-

cle),http:〃www.po亘hist.hup.1.
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thoseyounglefUstswhoweredissatisfiedwitheitherthepolitics,ortheartisticprinciplesandes-

thetictasteoftheSocialDemocrats,becausethisyouthwasdividedintomanysub-groupsandplat-

R)rms,whereasKassakwascommittedtocreateauni丘edcounterculturewithanintellectuallyho-

mogenous,convincingly正argegroupofparticipants.[*38nbthisend,hewastryingtoconsolidate

theradicalle負istsandthemoremoderateSocialDemocratsand,astheclarityandsimplicityofthe

journarsvisuallayoutaswellasitscontentsindicated,hewasputtingoutaclearandsimplepoliti-

calmessage.Hewasstillconsideredavant-garde,becausehewaspolitica正 豆yinopposition,andthe

artfbrmshechampioned,丘omthepoetryrecitingchoirstomodernarchitectllretosocio-photo,

spelledprogress.Buthegaveuponthosemodernistidiomswhichhehadembracedbefbrel928,

becausetheyhadprovedtohavebeenlostontheworking-dassaudience.

Inordertoupkeepupi丘)rmityanddisciplinewithinthe、Mμ 脈 αα κ1θ,hedroveout丘omthe

α κZεasmallgroupofyoungartistswhowereleaningtowardsSurrealism:L勾osV司da,Dezs6Ko-

rniss,SandorTヤaumer,Gy6rgyKepes,Ern6Schubert,andBdaHeged血s.Thesepainters,丘eshgrad-

uatesf≠omtheAcademyofFineArtsinBudapest,hadgotinaconflictwithKass盃k,whothought

thattheyweretoopessimistic.Hereproachedthemfbrnotusingbrightcolorswhich,inhisvie瑚

radiatedoptimism.A氏ertheopeningofacollectiveexhibitionofthey6ungpainters,Kassakmadea

starkattackagainstthemintheMμ 派 σC'rclε,匚*39]whichmadeitimpossiblefbrtheartiststoremain

activeparticipants,althoughtheyhadgreatrespectfbrKassak,andmostofthemunderlinedhow

muchtheyhad正earned丘omhim.[*40]Mostofthemwentabroadfbrashorterorlongertime,orfbr

good.ThisincidentdemonstratesthelimitsofKass義k'stoleranceandhisdeterminationtonotallow

anyvieworartisticpracticewhichconspicuouslybiasedffomthegroup'sbasicstance,andcould

haveconfUsedorevencompromisedthegenerallyacceptedprincipleswhichhehadshaped。

Iustashisownpoetry】)ecameincreasinglyclassicist,theart丘)rmsthatKassakchampionedin

Munkawerebecoming,throughoutthe1930s,alsoincreasini野simp正eandrealist.Thephotostaken
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Konok,ibid,,p.2.

SeeDezs6Korniss:KassakLalosr61,af6st6r61(OnLalosKassak,thepainter)inIlonaill6sandErn6Taxne蒋eds.:1(θr緬 ∬oた

陥55融Lのo∫761(ContemporariesonLajosKassak),Budapest=Pet6丘IrodalmiM丘zeum,N6pm伽e16siPropagandaIroda,

1975,p.128.

Komiss:ibidっmentionsthattheyreadRussianauthorswithKassakandlearnedsimplicityandfbcusingonessential

geometryintheirpaintings.
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bythemembersofthesocio-photomovementwere,infact,verycloseinstyleandcontenttowhatin

theSovietUnionwasalreadycalled"criticalrealism';anintroductoryleveltosocialistrealism.[*41]

Kassak'sattitudeofsimplicityandclarityandhisestheticrigorwassharedbymanyofmembers

oftheMμ ηたαα κ1θ,buttherewasanincreasinginnerpoliticaloppositionwithinthegroup,too.In

l930the、M襯 たθα κ1θsplitintotwoalongthecommunist-radicalle丘 童stf註ultline,whereK:ass査k

remainedclosertotheclassiccommunistideologメwhi玉earelativelyIargegroupofyoungmembers

espousedthemoreradicalideasofT士otskγandKar玉Korsch.[*42]Butevena丘erthesplitthepolice

hadrecordsofca」000-1200members,sympathizers,orfbllowersofKass査k:acrowd,thatwemay

callhiscoreaudience.

Inf註ctthissameprocess,themorphingofabstractionintoa"new"realismhadtakenplaceinthe

artofthepost-avant-gardeacrosstheboard』 血ecubist-abstractidiomoftheItalianfhturiststurned

realista氏erWorldWarI,,asdidGermanExpressionisminthe1920swhenitwasR)llowedbyNeue

Sachlichket(NewOblectivity),andtheworkofseveralrepresentativesoftheSoviet-Russianavant.

garde,includingKazimirMalevichandAlexanderRodchenko。[*43]The1930swasthedecadefbrin-

ternationalconfヒrencesonculture.LeadingEuropeanandAmericanintellectualslikeRomainRol-

land,HenriBarbusse,UptonSinclair,MaximGork男IohnDosPassos,TheodoreDreiseろandothers

orga孕izedculturalfbrumsinordertoconsolidateane麁ctiveanti-warf士ontinf6arofthenewworld

waLKassakandhisjournalwasamongthosewhowereaddressedtoparticipateanddemonstrate

solidarit}σheenormityofthechallengethatworldpoliticsmeantfbrtherepresentativesofculture

andculturaltraditionmadeitprobablyinevitablethatartisticexpressionwouldshi丘torealist,clear,

non-elitist,generallyunderstandable丘)rms.

WhatisparticularlyclearthoughinthehistoryoftheHungarianavant-garde,amidstapolitical
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LalosGr6wroteinhisarticie(fh.No.33),thatthephotographerhasto"representthe齔tofeverγdaγ1i魚ffomasocialist

pointofviewsothatthesephotoscouldsurpassentertainmentandbecometheexpressionofanewvision,inpartweapons

intheclassstruggle,andinpartthehistoricdoc㎜entsoftheworhngclassmovemenビ

FormoreonthisseePeterKonok,ibid.,p.5.

ForadetailedanalysisofthisprocessseeBe両aminD.Buchloh:``FiguresofAuthorit払CiphersofRegression.Notesonthe

ReturnofRepresentationinEuropeanPainting';inBrianWallisandMarciahcker,eds.:Ar`ψ εrMo4εr所5晦,Rθ 翻 面 ηg
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oppressionwhichwasnotastotalasintheSovietUnion,butwastougherthaninWεsternEurope,

isthatthisshiftwastheinevitablepreconditionofsecuringanaudiencefbrthisartinthel930s,no

matterhowsmallthataudience,infact,was.

[エ ヴ ァ ・フ ォル ガ ッチ/ア ー ト ・セ ン ター ・カ レ ッジ ・オ ブ ・デザ イ ン、 パ サ デ ナ コ
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RussiandancersinYugoslaviainthe1920sand1930s

ElizabethSouritz

ThekingdomofSerbia,SloveniaandCroatia(tobecomein1929theFederalRepublicofYU-

gos}avia)wascreatedin1918a且erthecollapseoftheAustria-Hungarianempireinthe且rstWo煮d

WaLBe血rethisdatetherewasverylitdeballetinthisregionofEurope.SomesmaIlgroupsofdanc-

ers,thatwereattachedtotheOperacompanies(fbrinstanceinZagreb),languishedunderItalian

choreographers,appearingmostlyinoperas.Inthe1920sballetbecameestablishedasatheatrical

丘)rminZagreb,Belgradeand勾ub野ana,anditwasgreatlyinfluencedbyRussianswhoalsotaughtin

schoolsandthuspreparedthegroundfbrthedevelopmentofthenationalballet.

We㎞owthen… ㎜esofmanyRussiandancersofdi麁rentimport鋤cewhohaveworkedinYh-

goslaviainthel920sand1930s.ThebestknownareMargaritaFromanandMaximilianFroman,

YdenaPoliakova,KlavdiaIssachenko,NinaKirsanova,AnatolyZhukovskメSergeiStreshnev;less

㎞own-MariaBologovskaya,MarinaM.Olenina,FedorVassili覗Nikolaiぬvorskyetc,Choreog-

raphersBorisKniasevandBorisRomanovstagedsomeballetsbutdidnotstaylonginBelgrade.

1hとymostlyarrived丘omRussiaduringtheyearsofthecivilwarinthatcountrywhich丘)1-

10wedthe19170ctoberrevolution.Withf㎜ine,c61dandredterroろli飴havingbecomepractically

unbearable,manyactorsanddancershad且ed丘rsttotheSouthofRussia(theCaucasusorOdessa

.ontheBlacksea)
,whileitwasstillundertheWhitearmメThen,a丘eritsdef6at-totheWεst.The

Balkanswererathereasytoreachbyboat(generallythroughConstantinop互e),soq唾teafヒwfbund

atlastahomeinoneofthecitiesofSerbia,SloveniaorCroatia.Thencamethenextgeneration:

thosewhocametoYUgoslaviaasyoungpeopleorchildrenandstudiedtherewithRussianteachers.

Ican't,ofcourse,includethemallinmypaperSoIhavechosenthosewhoseworkinthis

countryinthe1920sand1930swasespeciallysigni丘cant-MargaritaFroman,YdenaPoliakova,

NinaK:irsanovaandKlavdiaIssachenko.The丘rstthreewereballetdancersandIssachenkoworked

inthe仕eedancestyle・
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   I think I must start by telling something about the background of these dancers. 

   Margarita Petrovna Froman was born in Moscow on October 27, 1890 from a German father, 

Peter- Johann Froman, who was a musician at the Bolshoi theatre, and a Russian mother. She stud-

ied dance at the Moscow Theatrical School under the well-known dancer and teacher Vassily Tik-

homirov and graduated in 1909, joining the Bolshoi Ballet. (Photos 1,2). The choreographer in chief 

of the Bolshoi was at that time Alexander Gorsky. Engaged since 1900 in reforming the Bolshoi bal-

let by revealing dramatic truth within the conventions of the classical ballet, he not only added to 

its repertory his own works (one of the most important was in 1910 the ballet "Salammbff after the

[PhotoI]1.MargaritaFroman [Photo2]MargaritaFromaniバTheSwanLake"
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novel by Gustave Flaubert), but reworked most famous old ballets. Froman, who was soon moved to 

the rank of first soloist, danced many solo parts in his productions. (Photos 3,4). In "Sleeping beau-

ty", a ballet he hardly changed, keeping to the Marius Petipa choreography, she danced the Lilac fairy 

and the Fairy of the bread crumbs, in "Don Quichotte?' and "RaymondZ, that he had reworked, she 

danced Piccilia (selling fruit in the square in Barcelona) and Henriette (Raymondds companion), 

also Meri-Amon in Gorsky's new version of "The PharaorCs daughter" and by 1916 even Swanilda, 

the principal role in Gorsky's Topp6liZ So she has mastered the repertory of the Bolshoi, was fa-

miliar with the famous classical ballets in Gorsky's versions.

[Photo3]MargaritaFrorn段nin"DonQuichott♂ [Photo4]MargaritaFromaninaRussianDance
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   But her stage experience was not limited to the Gorsky works. In 1910, 1911 and 1912 she 

also took part in the famous Serge Diaghilev "Russian Seasons" in Paris, dancing one of the slaves 

at the premiere of "Sch6h6razade" (1910), solo parts in the premi&es of "Daphnis and Chloe' and 
-fh

e Blue God" (both 1912), taking part in many other ballets. Froman was a very beautiful wom-

an, sometimes compared to Tamara Karsavina, and during the Ballets Russes tours she sometimes 

danced Karsavinds roles: for instance the Ballerina in the famous Stravinsky-Fokine ballet "Petrush-

kd'. In 1916 she accompanied the Diaghilev Ballets Russes on its American tour. During this tour 

she even had the opportunity to dance with the great Vaslav Nijinsky: for instance, in Fokine's "Le 

Spectre de la rose" So she also had complete knowledge of the most famous Michel Fokine ballets, 

such as "Les Sylphides", "Petrushkd, "Sch6h6razade" and many others. 

    At the Bolshoi Froman sometimes had as a partner another very famous Russian male dancer -

[Photo5]MargaritaFrom訊11andMikhail

MordkiniパAziadeh"(1917)

[Photo61Theballet`Aziadeh".M.FromanasAziadeh,

M.MordklnastheSheikh,A.BulgakovasKerimandL.

GullnastheEunuch.(1917)
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Mikhail Mordkin who in the years of the First World War started to 

experiment in choreography. Froman was one of the dancers who 

took part in MordkiiA tours (he often toured the provinces) and for 

whom he staged dances and even ballets (for instance his own ver-

sion of "La Fille mal gardee" in 1918). They also appeared together 

in the famous "Bacchanale" that Mordkin, while in the West, used to 

dance with Anna Pavlova. 

    One of his important works was an Oriental ballet "Aziadeh", 

given in 1918, first in the newly founded after the October revo-

lution opera theatre (named the Theatre of the Moscow Soviet of 

the Worker's Deputies), then in a circus with Froman in the part of 

Aziadeh and Mordkin of the Sheikh. Froman got excellent reviews 

for dancing the part of an Arabic girl abducted and carried off to 

the SheilXs harem, who then kills the Sheikh in order to gain free-

dom. After this ballet a film was made also in 1918 where she acted 

the part of Aziadeh next to Mordkin. (Photos 5,6). (The film still 

exists and can actually be seen for instance at the Dance collection 

of the Public Library in New York). (Photo 7).

[Photo7] The cover of the program of the 
film "Anadeh" (1918)

   That way she got the experience of both the Diaghilev repertory (mostly ballets by Michel 

Fokine) and the Moscow Gorsky repertory, including the important classical ballets as they were 

danced at the Bolshoi, at the same time as and works by Mordkin with whom she continued to have 

an important professional association after 1918, when both left the Bolshoi. When in 1918 Mord-

kin got in conflict with the administration of the Bolshoi, which accused him of taking part in per-

formances away from the Bolshoi without having got the necessary permission, Mordkin was fined, 

and he resigned as an act of protest. Margarita Froman then also handed her resignation: she said 

that, as she was his partner, she feels just as responsible, and will not stay if he has to leave the com-

pany. Later they appeared as partners together in Ukraine, when he was at the head of the Opera 

company in Kiev and she was its ballerina (dancing, for instance, "Giselle"), and in other Ukrainian 

towns. But, although both emigrated, they did not leave Russia together. Mordkin stayed until 1924, 

while we know that the Froman family arrived in Yugoslavia in 192 1.
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Itwasquitealargefamily(twosistersandthreebrothers)andtheyallcontributedtothe

growthoftheYUgos董avballet.Maximilan(twoyearsolderthanhissisterMargarita)wasadancer

whohasalsoworkedbe倉)rethewarattheBolshoiandintheDiaghilevcompan)ろasoneofitsim-

portantsoloists.InYUgoslaviahewastheprincipalmaledancerinthecompaniesthatMargarita

headed.TheyoungerValentinwasalsoadanceLPavelwasastagedesignerwhoworkedinBelgrade

倉om1921tohisdeathin1940,designingtheballets"Giselle';"TheFirebird'1``Petrushkゴ;"TheLit-

tleHumpbackedHorse';"DonIuan"andseveraloperasandpantomimes.Thesister,Olga,amusi-

cian,hasalwaアsworkedwithMargaritaasapianist

AttheverybeginningtheFromanstravelledaroundthecountrywithacompanynamed"Rus-

sianMoscowBallet'lAmongthemembersofthiscompanywerealsosuchRussiandancersasYUIia

Beke丘,quite色mousontheRussianvarietystage,andOlgaOrlova.WhentheydancedinBelgrade,

thenewspaper"PolitikぎbnIanuaryll1921saidthatFromanwasaIivelyandgracefUIdancerand

herdanceswereveryelegant,whileBeke丘wasexce正 藍entintheSpanishandGipsydances,sameasin

theLiszt'sSecondrhapsod)孔

SoonMargaritaFromansettledinZagreb.Sheworkedthereuntil1927,thenagainf士oml930

to1956,directingthelocalb窿lletcompany(theZagrebNationalCroatianBallet)註ndopenedher

ownballetschoo廴Inthebeginningofthe1920sshesometimestouredwiththeZagrebcompany

inBelgrade(fbrinstanceinl921,1922and1923)and,astheseperfbrmanceshadagreatsuccess,

shewasaskedtostageseveralballetsatthe.National皿leatre.Then,in1927,shemovedtoBelgrade,

wheresheworkeduntill930,befbrereturningtoZagreb.SobothimportantYhgoslavianballet

companies(CroatianandSerbian)haveprofitedf止omherexperience.

Fromanwasthe丘rstdirectoroftheZagrebBallet,whichsheservedalsoasprima-baHer呈na

(until1934),choreographer,teacherandproducer長)rmorethanthirtyyears.Sheisconsideredto

bethemostimportantdancerandchoreographerinYUgoslaviainthe丘rsthalfoftheXXcentur}ち

havingprovidedtheimpetusfbrthegrowthofballetinheradoptedcountrメShetrainedmanyCro-

atianandSerbiandancersandingenerallentherprodigiousenergyandconsiderableadministrative

skilltoestablishtheballetinYhgoslavia.

Fromanbeganbyintroducing丘rsttheZagreb,thentheBelgrade.audiences(duringthe丘rst

threeseasonssheworkedthere)totheworksofthemostfamouschoreographersoftheRussianrep-

ertorメSheproducedabout40balletsinZagrebandatleastteninBelgrade(mostoftheminone
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act),dancingprincipalpartsin皿anyofthem.Shealsostagedaround300perasandmanydancesin

operettas・

The丘rstballetsFromanproducedinZagrebwerein1921"皿1eSwanLake"and`℃opp61ia';

thenothertraditionalballetsshe㎞ew仕omMosco罵certainlyintheAlexanderGorskyversions.

Belgradealsosaw"Raymondざ'in1926and"TheLittleHumpbackedHorse"inI927,W6don'thave

enoughsourcematerialtobeabletodescribetheseballetsandtodecidehowclosetheywereeither

tothetraditionalversionsortheonesbelongingtoGors㎏EventheworksoftheYUgoslavresearch-

ers,thatIhavebeenusing,suchasMilicaIovanovi6もbook"The且rstseventyyearsoftheNational

Theatreballet"(Belgrade,1994)herdissertation"TheBalletoftheNationanheatreinBelgrade.

1923-1941"(inRussian,1987),ortheart孟desbyKSuku豆eviご 一Markovi6andM.Iovanovi6[*1]in

thecollection"RussianemigrationinSerbiancultureintheXXcentury"(Belgrade,1994),do㎡t

giveananswertothisquestion.Quiteaf6wnewspaperreviewsarequotedbytheauthors(mostly

丘omnewspaper"Politik♂),butthecritics,writinginthesenewspapers,justsayhowgoodthebal-

letswere,whatsuccesstheyhad,howimportantitis飴rthenewbornYUgoslavdancetheatretohave

themintheirrepertory;buttheygivenoanalysis,evennodescription,donotcomparedi麁rentver-

sions.Probablyatthatpointtherewerenobai至etcriticsinthecountryabletodoitprofヒssiona正1}弓

Generallytheballetre畷ewersalsomention,withhighpraise,Froma㎡sdancingintheclassicalbal-

letsthatshehadrevived:Odette-Odilein"SwanLak(∫;Aurorein``TheSleepingBeautゾ;theT乞ar-

maidenin"TheLittleHump-backedHorse';Swanildain`℃oppdiざ;Raymondaintheballetofthe

samenameetc.Theytalkofherexcellenttechnique,herbeaut)らherstagepresence,herexpressive

rnlme.

W6㎞owalittlemoreaboutthe"Nutcracker"thatFromanproducedinBelgradein1937.It

musthavebeenherownoriginalversionasshecou豆dnothavedancedthisballetanywhere-itwas

notintheBolshoirepertorybdbre1919;whileshele丘thecompanyin1918:ithasneverbeenpro-

ducedbythe"BalletsRussesdeSergeDiaghilev'こ

ThisTヒhaikovskyballetisbased,aswe㎞o鴇ontheGermanwriterE.TA.Ho圧man'sworks,

1 IoBaHoBMh,MMπ 四a』pBMxceAaMAeceTroAMHaBaπeTHapo耳Homo30p肥TayBeorpa耶Beorpaπ.1994;}IoBaHoB附,

MMπ 珥a.BaπeTHapoAHoroTeaTpaBBe兀rpaμe.1923-1941.伽ccepTaロ 朋.MTMC(MocKBa).1987;PycKaeMMrpa皿 幻ay

cepncKojKyπTyp阿XXBeKa.Beorpaμ.1994.
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butFromanusedinthePrologue(probablytothemusicoftheoverture)andtheEpiloguealsoHans

ChristianAndersens'sstoryaboutthelittlegirlwho丘eezestodeathduringtheChristmasnight.The

balletbeganwiththesceneofthegirlsellingmatchesinthestreetwhileotherchi弖dren,belongingto

richfamilies,wa夏kalongwiththeirparentspasthertoahousewithbrightlylitwindows,whereone

seesaChristmastreeJheydon'tpayattentiontothelittlebegg鷁donotbuyanything丘omheL丁he

littlegirlwatchesthepassers-byandtokeepwarmstrikesonematcha丘eranotheLAndeverytime

thereisaflashoflight,sheseesavisionoftheChristmaspart》 弓therichlydecoratedtree,thetoys

andpresents.Drosselmeieristheonlypasser-bywhonotices£hef士eezingchild.Theba豆letatthis

pointturnsintoafヨirytale.ThelittlegirlbecomesClara(asintheTヒhaikovskyballet),andtheper-

fbrmancegoesonasinalltheusualversions:withtheF6eDrag6e,thebattleofthemiceandthetin

soldiers,theusualcharacterdances.Buttheending(Epilogue)isdif驚rent.Oneseesagainthesame

streetandthehappychi玉drengoinghomea丘erthepartメAndagainnoonenoticesthelittlegirlly-

ingdeadinthesnowHermotherarriveslookingfbrher,butitistoolate:shehasf士ozentodeath.

Themother,li丘sthedeadbody;givesalookfhllofdespairandangertotheaudienceandshakesher

丘st,asifsaying:"ltisyouall,becauseofyourindif艶rencetothesuf驚ringofthepooろwhoarere-

sponsiblefbrwhathashappened!'盗hisending,whichcertainlyhadapolitica董meaning,wasnot

welcomedbytheadministratio亘ofthetheatreanda仕erthepremiさrelもrawhiletheballetwasgiven

withoutthePrologueandEpilogue,butlatertheywererestored.WhatmusicFromanhasusedfbr

thenewscenesshehasproduced,wedon'tknowl

ButthebigmultiactXIXcenturyRussianballets,suchastheoneswithmusicbyPI.丁 ヒhai-

kovsk第or"Raymonda'1`℃opp61i試"DonQuichotte"andthe"][heLittleHumpbackedHorse';were

nottheonlyonesrevivedbyFromaninZagrebandBelgrade.Theshorterandmoremodernba玉lets

byFokinewereevenbettersuitedfbrγoungcompanieslustbeginningtofUnction:Fromanrepro-

ducedin㎞goslaviamanyofthe血mousballetsthatshe㎞ew丘omhavingdancedinwiththeDi-

aghilevcompany:"LesSylphides';"Sch6h6razade';"1[hePolovtsiandances'∵`Petrushkゴ;"][heFire-

bird';"LeCarnaval';"LesPapillons'lButshealsowenttoParistoseethenewworksofthiscompany

whentheywereperfbrmedthere,andshestagedtheminYUgoslavia:fbrinstancesomeballetsby

L60nideMassinethatwerecreatedinthel920s("LeTricorne';"Pulcinella"and"LaBoutiqueFan-

tasque"),alsoBronislavaNilinskゴs"LesNoces"withmusicbyStravinskメ

WorkinginZagrebandBelgradeFromanproduced,ontopofthebalets,manydancesfbrthe
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operasthatwerepremiさredinthetheatresofthesecities.Someofthesedanceswereverysuccessfu1.

MilicaJovanovi6inherbookmentionsthedancesin"Carme㎡'intheBelgradeoperahousecho-

reographedinthe1930s,whenFromanwasherselftheprincipalinterpreter,andsaystheywerestill

perfbrmedintheI970s,fortyyearslater.

Whileintroducingintotherepertoryballets㎞ownallovertheworld,Fromanalsorealised

thatitwasveryimportanttoproducenewballetsbyYUgoslavcomposersandonnationalsu切ects.

ImustsaythatsheunderstoodthisneedbetterthanmanyRussiansworkingabroad,evensuchim-

portantchoreographersasFokineorMordkin,whoneverreallybecamepartofthecultureofthe

countries,wheretheyworkeda丘erhavingIe丘Russia.TheypreferredtocollaboratewithRussian

composersanddesignersandhavenevershowninterestinsubjectsoflocalliteratureorrelayedto

locallife,neverstudiedlocaldance.TheiraimwastointroduceRussianballettothecountry,where

theysettled,andtoteachtheirpupilswhattheyhavebeentaughtinRussia.Thatisoneoftherea-

sons,Ithink,becauseneitherbecameaspopularashecouldhavebeen,fbrinstance,intheUnited

Statesthatbecametheirsecondhome.

Fromanwasdifferent.SherealizedthatYugoslaviaisacountrywithverystrongfolkloretradi-

tions,includingdancesstillperformedinthecountrybythepeasants.Shealsorealizedtherewere

someverytalentedcomposersamongthemusicianssheworkedw量th.Forinstancetheconductor

oftheZagrebOperaKregimirBaranovi6.Theselocalf()lkloretraditionsweretakenintoconsider-

ationsbアhimandtheothercomposerswhoworkedonthe丘rstYUgoslavballets.

FromanproducednineballetsusingnationalsubjectsormusicbyYugoslavcomposers:"The

WeddingSong"(musicbyKBaranovi6andI.Zayts,1922),"TheShadows"(musicbyB.Sirala,

1923),"TheGingerbreadHeart"(musicbyKBaranovi6,1924),"TheStatuettes"(musicbyL　
Safranek-Kavi6,1926),``TheGold"(musicbyV:Papahdopulo,1930),"]:heDevilandhisAssistant"

(musicbyELhotka,1931),"Dreams"(musicbyL.Safranek-Kavi6,1934),"ImbrekwiththeBig

Nose"(musicbyKBaranovi6,1935),`cTheLegendofOchrid"(musicbyS.Hristi6,1947).Themost

importantare"TheGingerbreadHeart';"ImbrekwiththeBigNose"and``TheLegendofOchrid'1

"TheGi
ngerbreadHeart"becameastapleintheYugoslavrepertory.SetintheCtoatianviilage

fair,ccTheGingerbreadheart"showsayoungmanwhointhe丘rstscenesetatafairpresentshisgirl

withaheartmadeofgingerbread(alocalspeciality),therebywinningherlove.Thesecondscene

wassetinafantasticworld,aswasthecustominoldclassicalballets.Inwastheworldoftheginger一
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bread cookies The dancers had costumes imitating the traditional gingerbread cakes as they were 

cooked, decorated and sold at fairs The costumes had little mirrors attached to them and rich em-

broidery The third scene, where it was the girl who gave a gingerbread heart to the boy, was again 

set at the fair It consisted mostly of whirling folk round dances (kolos) This ballet was sometimes 

compared to Tetrushka~', and the music by Baranovi6 to that of Stravinsky 

   Another national ballet was a comedy "Imbrek with the Big Nose" (also with music by 

Baranovic~ 1937) after a rather curious folk tale of the Croatian mountains It was the story of a silly 

young man who had a long and ugly nose To please the girl he was in love with, he got to the heav-

en and pleaded the angels to help him and shorten his nose The angels did it with a golden saw 

(Milica jovanovi(~ who had done research on "Imbrek with the Big Nose", tells in her above men-

tioned book that the choreographer Dmitri)e Parli~, when describing this ballet, told her that the 

scene in the heaven was choreographed in a surrealistic style, imitating the avant-garde theatre per-

formances But we have no other information) When back on earth, Imbrek told his girl he had

[Photo81ThebalIeピ 『[heLegendofOchrld"
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shortened his nose himself with a razor Because of this lie he instantly got another nose - even lon-

ger and, as a result became the laughing stock of all the villagers, while his girl refused to marry him 
"Imbrek with the Big Nose' was popular with the Belgrade audiences and often danced during the 

next years before the second World War and up to the time when in 1941 the German army occu-

pied Yugoslavia 

   During the second World War Froman left Yugoslavia for a while to stay in Bratislava with her 

brother Maximilian, then came back to Zagreb In 1947 she produced in Belgrade what is maybe up 

to now the most famous Yugoslav ballet - "The Legend of Ochrid" (Photos 8,9, 10,11)

M
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TheactionofthisballetwassetattheperiodofthenationalstruggleagainsttheTurkishag-

gression(thatistosay-intheXIVcentury),butalludedtothecon圭emporarysituationinBelgrade

whichhasnearlybeendestroyedinthewaLItisthestoryoftwoyoungpeopleBileanaandMarko

wholoveeachother,but,likeinmanytraditionalballets(including"LaFillemalgard6e")Bilianゴ

sfatherinsiststhatshemarryaricherman,whomshedoesnotlove.Attheprecisemomentwhen

thewedd壼ngtakesplaces,the1陬rksattack.Bileana'sbridegroomiskilledandsheistakenawayasa

prisoneLButMarkoisdeterminedtosaveheLAndhereagaintheballetturnstofairytale.Themer-

maidoftheOchridIakegivesMarkoamagicswordandamagicHower.Heusesthe且owertoturn

Bileanaintoadove.Asadoveshefliesbackhome.Amerryweddingcrownsthebal互et.

駄iswasnotthe丘rstproductionoftheHristi6ba正let.NinaKirsanova(anotherRussianwho

hasworkedinYUgoslavia)hasproduceditinashorterversion丘)rthe丘rsttimeinBelgradeinl933,

butFroman'sproductionwasmuchmoresuccessfUlJhiswork,whichintegratedlblkmotivesand

dassicalballethadanenormousappealonpost-waraudiences.Itwasshowninmanyqountries,es-

peciallyatf6stivalssuchastheonesinEdinburghandAthens(1951),Geneva,ZurichandSalzburg

(1953),FlorenceandVienna(1955).ItwasintherepertoryoftheBelgradeballetstagefbrtwenty

yearsandhadmorethan300per丘)rmancesbefbreinDecember1966anewversionwasproduced

byDimitr"eParliご.

AstoMargaritaFroman,sheemigratedinl956totheUnitedStatesandsettledinBoston,

whereherbrotheちMaximilian,ranaballetstudio.Thereshetaughtdance.

MargaritaFromandiedinBostononMarch24,1970.

AnotherRussiandancerwhoseworkwasofgreatimportancetotheballetinYUgoslavia,was

Y61enaPoliakova,

YdenaDmitrievnaPo正iakova(bornin1884)graduatedf士omtheSaint-PetersburgTheatrical

schoolintotheMariinskytheatrebeginningwithl902.(P海o`012).Soshehadaslightlydi飩rent

backgroundf士omFroman,havingassimilatedtheMar童inskystyle.Thisstylewasbuiltontradition,

thatgoesbacktotheteachingsofCharles-LouisDidelotandtheworksofMariusPetipa,butitalso

hastodowiththetownitselfwherethistraditionwasbornanddeveloped.ThePetersburgarchi一
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tecture which is constructed on horizontal lines, grand and 

pure. One just has to view the Rossi street, where the bal-

let school is situated, with its rows of fine columns and its 

arched window, all in a strait line, and one understands what 

the Petipa corps de ballet was like and where from it got its 

look. This architecture has its rhythm, its musicality. And 

musicality was also one of the distinctive component of the 

Mariinsky style. The architecture, even the climate (white 

snow in Winter, white nights in Summer), all call for a cer-

tain restraint, a noble and modest bearing. No exaggeration, 

no extravagance, no breaking of rules. That is what Poliakova 

was brought up on. 

   And of course she knew all the Mariinsky repertory, 

having danced first in the corps the ballet, then as a solo-

ist: in "The Sleeping Beauty" (the Fairy Fleur de Farine), 

"The Little Hump -backed Horse" (a Nereid, a Sea-star), "The 

Awakening of Flore' (Diane), "Giselle" (Moina), "Raymon-

da7 (Henriette), "The Fairy doll" (The Chinese doll), "Don

[Photo 12] Yelena Poliakova

Quichotte" (Juanita), "La Fille de PharaorC (the river Rhine) and others. 

   But, like Froman, she has also danced with the Diaghilev company, so she also had knowledge 

of the principal Fokine ballets so famous all over the world. 

   Poliakova in 1918, during the civil war in Russia, left Petrograd for the southern provinces, 

where life was easier. She worked for a while in Kislovodsk, a very famous spa in the Caucasus re-

gion. Among her pupils what little Alice Nikitina, later (beginning with 1923) one of the well-

known Diaghilev's ballerinas. With the Nikitina family Poliakova at a certain moment moved to 

Odessa and from there to the town of Skop1je in Macedonia, then to Ljubljana in Slovenia. 

   In Lyubliana she worked as dancer and choreographer, staging first in 1920 Fokine's "Les 

Sylphides", then in 1921 his "Sch6h6razade" and in February 1922 also a ballet with music by a lo-

cal composer Riste Savin "The Dance Legend", dancing principal roles in all the ballets she has pro-

duced. She also sometimes gave personal performances in Belgrade: for instance in 1922, appearing
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with partner Serguei Streshnev, when the critic of the newspaper "Politikd' said (on February 15, 

1922) that it was "a triumph" As a result she soon moved to Belgrade. 

   When Poliakova arrived in Belgrade there was there a recently inaugurated (on September 

1, 1920) "Small ballet school" (Maiia 6a)ieTCKa LHKona) where Klavdiya Issachenko taught. But no 

regular ballet performances where yet given in the Opera Theatre (that had opened in 1919), only 

dances in operas, some of which were staged and performed by Maria Bologovskaya . In 1922 the 

choreographer in chief of the theatre was also Issachenko, but Poliakova was invited to head the 

company as prima-ballerina while introducing into the repertory some classical ballets. The first 

she produced herself: Nutcracker" (in January 1923), "Les Sylphides" and "Sch6h6razade' (both in 

March 1923), along with some divertissements and dances in many operas ("The Bartered Bride, 
"Carmerf'

, "La Juive" etc). At the same time she performed (until 1928) principal parts in all the bal-

lets: the ones she had staged and also "Giselle", "The Swan Lake' (where she danced only the part of 

Odette) and "The Sleeping Beauty", that were produced by other choreographers, such as Alexandre 

Forninato in 1924-1926:ind Feclor Vns-iliev in 1927 F*21

[Photol3/YdenaPoliakovawithherstudentsinl923

   Poliakova was also the one who taught 

classical dance in the company. After 1928 

it was the teaching that became her prin-

cipal occupation. (Photo 13). In the Na-

tional Opera Theatre she worked as teach-

er, coach, and advisor . In 1929 there was 

a celebration on the occasion of the twenty 

five years of her work in dance. A perfor-

mance was given by the company (it was 

"The Little Hump -backed Horse?' staged by 

Margarita Froman) and Poliakova was pre-

sented the Order of St. Savva.
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AsateacherofclassicaldancePoliakovahasworkedinseveralBelgradeschools.Atthebe-

ginningitwastheabove-mentionedSmallBalletSchool.Butitwas五rstintegratedintotheActor's

andDancerもSchool,thenin1927closedfbr丘nancialreasons。ForawhilePoliakovataughtthere,

sometimesstagingdancesfbrherstudents .andevenasmanchildren'sballets,like"Puss-in-Boots'1

Thensheopenedherownprivateschool,thatwasverysuccessfUIandbecamethemostimportant

ba豆ietschoolinYUgoslavia.PoliakovatrainedmostoftheYhgoslavdancerswhoperfbrmedinthe

l920-50s.Someofthemgotaninternationalreputation,dancingallovertheworld=lbrinstance,

IgorYbuskevichandMiaSlavenska.Manyothersbecameknownaschoreographersanddancersin

varioustheatresinthecountry:PiaandPinoMlakar,V¢raDenisova,AnnaRole,OscarHarmo首,

DimitriyeParli6,K:atarinaObradoviごetc.

ThencamethewarLeavingBelgradein1943,Poliakovasettled丘rstinAustria,hopingto丘nd

workintheViennaOperatheatreoritsschool.ButEricaHanka,whoheadedthecompany;decided

thatateacherwho㎞ewnoGermanwouldnotbeusefUlenough.Afセerhavingtaughtfbrawhilein

theViennaFolksoperandinthestudioofDiaLucca,Polakovamovedtotheprovinces。Shetaught

inSaltzburgandotherAustriantowns,includingInsbruck,whena負ertheendofthewaritsOpera

theatrereopened↓ittleis㎞ownaboutherworkinAustria,thoughherbiographerMilicalovanovi6

has長)undsomereviewsfbrinstanceoftheopera"TheBallinMasks"byG.V6rdiinInsbruckwhere

shestageddancesin1947.

Onedoesnot㎞owexactlywhyin1949PoliakovadecidedtomovetoSouthAmerica,arriv-

ingtherewhenshewasalready65yearsold.Butitwasthere,inChile,thatsheagainbecamequite

殆mOUS.

InthecapitalofChile,Santiago,whenPohakovastartedherwork,therewereseveraldance

companies,buttheemphasiswasnotonclassicalballeしAsearlyasl941twoprincipaldancersof

theKurtIoosscompan防thatistosayexponentsoftheGermanAusdruckstanz,havedecided,af-

teratourinSouthAmerica,tostayinChile.(Asyou㎞o瑚KurtIoosswasaGermanchoreogra-

pher,workingin丘eedancesty亞e,butwhohastriedtoachieveasynthesisof丘eedanceandclassi-

caldance.Hismostfamousworkwastheballet"丁heGreen肱ble"inl932,showingthehorrorsof

thewar).]上eK:urtIoossdancers,ErnstUthoffandLolaBotka,havebuiltinSantiagoastro員gdance

companythatgotano缶cialstatus-theChileanNationalBallet,butitwasnotacompanythathada

classicalrepertor}乙NeverthelessatacertainpointPoliakova,thoughpersonallystronglyopposedto
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the丘eedancestyle(whichisnaturalfbraPetersburgballerinaoftheoldschool),didfinditpossible

toworkwiththeUtho仔compan男teachingclassicaldance.][hroughherin且uencethecompanygot

sometraditionalclassicalballets,becomingby1965,whenUtho仔retired,aregularballetcompanγ

Poliakovaalsotaughtinanother,smaller,company-theMunicipalBallet-anditsschool.Herown

danceschoolbecameveryfamousandattractedstudents仕omallovertheco㎜trγPoliakova(whom

everyonecalledrespect甸ly``Madame")wasthebest-knownteacherinChile.Whenin1965aballet

archivewasinauguratedinSantiago,itwasgiventhenameofYdenaPoliakova.

ItwastheonlyballetarchiveinSouthAmericaandithadregularre弖ationshipwithRussia,get.

ting丘omRussiabooksandphotographs.EverytimeRussiandancersvisitedChiletheywereall

welcomedtothearchive.InDecember1971thearchiveandbothballetcompaniesgaveaFestivalto

honorPoliakovaandshewaspresentedwiththeGoldMedalofSantiago.Unfbrtunatel男whenthere

wasin1973arevolutioninChile,initiatedbythemilitarylunta,andthedictator,GeneralAugusto

Pinochet,cametopoweろthearchivewascompletelydestroyed.ButbythattimeY61enaPoliakova

wasalreadydead.ShediedinSantiagoonIuly25,1972。

Iwillnotdiscussatlengthalltheother.Russiandancersandchoreographerswhohaveworked

inYUgoslavia,thoughsomeofthemwerequitef註mousandauthorsofmanyballets.Forinstance,

NinaKirsanova(1898-1989)[*3]andAnatolyZhukovsky[*4](19060rl907一?).

NinaKirsanovawasborninMoscowonIuly21,1898.Hergrand一 血therwasaveryfamous

Bolshoitheatredancerandmime(ofGermanorigin)WilhelmWanneゆutKirsanovadidnotstudy

danceintheImperial1[heatreschool,whereallBolshoidancerscamef士om,shewenttotheprivate

danceschoolsinMosco瑚thatopenedinRussiaatthebeginningoftheXXcentury:丘rsttheLγdia

Nelidovaballetschool,thentheVbraMossolovaschool.Bothteacherswerewe星1-knownBolshoi

dancers.SoKirsanovaalso,likeFroman,belongedtotheMoscowballettradition.Beginningwith

3

4

ForKirsanovasee=HlyKyπeB油 一MapKoBMh,KceHMIa.y江orapyccKHxyMeTHMKaycTBapa』y6aπeTaHapo胆or

Ho30pMIHTayBeorpaπyl920-1944.〃Py(=KaeMHrpaUMjaycepHcKojKyπTyp胚XXBeKa・BeorpaA・1994・C・191-20L

ForZhukovskysee:thesamearticle,p.202-208.
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1917sheworkedasadancerinsomeoftheMoscowprivatetheatres,latermovingtothetownof

V6ronezh,whereshedancedinclassicalbaHets(including"Swan正ake"),butlifdnRussiabecom-

ingmoreandmoredi伍cult,traveledtowardPoland.WhileshedancedinLvovin1921shemetthe

dancerandchoreographerAlexanderFortunatoScho正z(whowasnotreallyaballetchoreographer,

butworkedmostlyinvariety)andinl923wentwithhimtoYUgoslavia.Fortunatowaschoreogra-

pherinBdgradef士oml923to1926.Hestaged`℃opp61iざ;"TheSwanlake';"][hePolovtsiandances"

and"Gisell♂KirsanovadancedintheseballetsalongwithPoliakova(fbrinstancein"SwanLake"

onedancedOdettelmdtheotherOdile).Un蛋brtunatelyFortunatohadnoreal㎞owledgeoftheclas-

sicalballets.Hedidhisownversions,sometimesquitefantasticones,aswashis"Swanlake'lMilica

Iovanovi亡hasdescribeditinherdissertation.Odileinthisballetdancedasagypsy;andtherewere

scenesthatweremorepropertoamusic-hallperfbrmance,as,fbrinstance,whenahugecakewas

broughtontothestageandtheba1正erinawalkedoutofit.OnecanimaginewhatPoliakova,aMari-

inskybaUerina,fdt,whenshehadtotakepartinsuchperfbrmances.Nowondershestoppeddanc-

ingandcon丘nedherselftoteaching.

In1926FortunatoandK:irsanovale丘YUgoslavia.Sheworkedinmanyothercountries(includ-

ingBulgaria)andcompanies(includingtheonethatbelongedtoAnnaPavlova)andcameback

toBelgradein1931,thistimealone。InBelgradeshestagedin1931-1934severalballets,someof

them丘omthePavlovarepertory:``Thesecretofthepyramids"(inthePavlovacompanyknownas

"LeRomandelaMomie';musicN
.覧herepnin)and``TheAutumnLeaves"(musicEChopin).Alsoa

versionofL60nideMassineも"LesPr6sages"(inBelgradeunderthetitle``TheManandtheDestinゾ;

musicPTヒhaikovskア もFi食hSymphony)andsomeclassics.Shealsoworkedinothe士townsofYUgo-

slaviaasachoreographerandinthel940-50sasateacher」Inherlateyearsshegaveupdanceand

studiedarcheolo9)乙KirsanovadiedonFebruary31989inBelgrade.

KirsanovゴspartneろwhenshecamebacktoYUgoslaviainthe1930s,wasAnatolyZhukovsk}㌃

alsoaRussian.ButhedidnotstudydanceinRussia,hisbackgroundwasdi飩rent.His角mil}ろes-

capingtherevolutionandsettlinginYUgoslavia,wantedhimtohaveami正itarycarrier,sohewas

educatedatamihtaryschool.But,beingattractedtothetheatre,heinl923begantoactasasu-

pernumeraryattheNationanheatre,wassoongivensmanpartsandattractedtheattentionofthe

chorographerAlexanderFortunatoandalsoofPoliakova.HebegantostudywithPoliakovaandin

theseasonofl925-1926wasalreadyanlemberoftheba豆letcompan}弓whichatthatpointhadtwo
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principalmaledancers-FortunatoandStreshnev;Froml929tol942Zhukovskydancedmostim-

portantpartsinthetheatre'sballetsanddidsomechoreographγHispersonalinterestwasinfblk

dance.Hestagedballets``lntheCaucasus"(musicbyA.Rubinstein),"ThePolovtsiandances"and

"Th
eGoldenCockerel"(bothwithmusicbyN.Rimsky-Korsakov)andsomeballetsusingYhgo-

slavdances,thathestudiedindetail,travelingtodif驚rentregionsofthecountr払whichwererichin

fblklore_Therewasanimportantdif驚rencebetweentheballetsonYUgoslavsubjectsf6aturingIo-

caldancesbyotLerchoreographers(fbrjnstance,Froman)andhischoreograph)ζFroman,bejnga

balletchoreographeろworkedwithclassicaldance,introducingsomedetailsproperto丘)lkloreand

achievingakindofstylizationofthefblkelement,whileZhukovskyaimedatauthenticit¥Hesoon

becameanauthorityinYUgoslavfblkdance,producingballets:"TheFireintheMountains"(music

byAlf士edPordes,1941),"凸eSymphonickolo"(musicbyIakobGotovac,1941)and"IntheMoravia

Meadow"(musicbyS,Nastasりevi6,1942),

Asin1942theBelgradeOpera][heatrewasbombedanddestroyed,Zhukovskyle丘towork

abroad.Inl951hesettledintheUSA.Therehecontinuedtostudγfblkdance(includingdancesof

theIndians),workedattheSanFranciscoUniversityandbecamewell一 ㎞ownasanspecialistinthis

丘eld,creatingthe``EthnicWorkshoP"thatheheadeduntill978.

AndlastofallIwanttomentiononedancerwhoworkednotinballet,but丘eedance,afbrm

thatdevelopedinRussiaa丘erIsadoraDuncanもmanyvisitstoourcountr)へEveryoneknowsabout

Russianballetanditsinternationalinfluence.(YbuhavefdtthisinfluencealsoinIapan).Butonehas

muchlessin丘)rmationabout"f士eedanc♂inRussia(whereonegenerallygaveitthenameof"plastic

dance").ButactuallyIsadoraDuncan,whocametoRussiafbrthe丘rsttimein1904,hasalsobeena

greatinfluence.Intheyears1910-1920smanygroupsandschoolsofplasticdanceemerged,either

imitatingDuncanorinventingtheirownstyleofmovementMostofthesestudioswereinMoscow;

becauseMoscowwasalwaysmoreopentonewtrends(丘)rinstanceschoolsandstudiosbelong-

ingtoEliKniepper-Rabenek,whowas㎞ownintheWestasEllen艶ls,orLudlnilaAlexeyeva,Vεra

Maya,Inna颱hernetskaya).Buta免wwerealsoinPetersburg(Petrograd),Oneofthembelongedto

KlavdiyaIssachenko,wholatercametoYUgoslavia,
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   Klavdiya Lukianovna Issachenko was born on April 22, 1884, probably in Moscow . She be-

longed to an aristocratic German family. A researcher in Germany (with whom I have correspond-

ed) has given me the information that she was Baroness Freiin Egger von Egghoven, but in Russian 

sources (for instance in the French reference book "Almanach de Saint- Ntersbourg") I have found 

her maiden name only as Eggert. German sources say that she has been married to the General Vlad-

imir Abramov and that in 1901 a daughter - Tatiana - was born to them. She has been a student of

the school attached to the Stanislavsky Moscow Art Theatre from August 1901 to 1903 and appeared

in small parts in the performances of this theatre (in the play "In Dreams" by Vladimir 1. Nemirov-

ich- Danchenko and as Princess Mstislavskaya in the play "The Tzar Fedor loarmovich" by Alexei K, 

Tolstoy). But for some reason as a student in the school and as an actress she used the name Sokolo-

va. Later she worked as a drama actress in the provinces and in Petersburg, for instance in 1906-1908 

in the Novy Vassilievo-Ostrovsky Theatre where she played rather important roles (for instance in 

several Heijermans's plays, including 'AllerzielerC'and in plays by modern Russian writers). 

   When exactly did she begin to study Duncan dance we don't

know, but as early as 1908 she published articles on this dance ("What 

is plastique and dance' in the Kiev magazine N mire iskusstv", 1909. 

NQ 10-12). And at last she opened in Petersburg in 1913 under the 

name of her second husband (the lawyer Vassily Vassilievich Issa-

chenko) a "School of plastique and dramatic expressiveness" The 

school taught "plastique of the natural movements (as in antiquity)", 

rhythmic gymnastics (Emile Jaques-Dalcroze system), solfeggio, cho-

rus singing, dramatic reading, voice placement, make-up. There was 

a special class for children. The Issachenko group gave many perfor-

mances . (Photo 14). There are some reviews in newspapers. One of 

the reviews is named "Ballet of the arms"1*51, so that one is inclined 

to think that in her teachings and her dances Issachenko paid a spe-

cial attention to the movements of the arms and hands. [Photol4]Theprogralnof
theKlavdiyaIssachenkoschool

inPetrograd
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In1916shepublishedabrochurewiththeprogramofherschoolwhereon38pagessheex-

plainswhatheraimis,ItwaspublishedinPetrograd,butwemaycertainlyassumethatwheninYU-

goslaviasheprobablyproclaimedthesameideasandtaughtthesame.

Shewritesofthemoderntheatrewhichisa``total"theatrewheretheauthor'stextisusedasone

minorpartoftheoveralltheatrica玉experienceofspokenword,m頗c,movement,dance,1ights,sets

andcostumes.Forheritisnaturalmovementthatisimportant,notthe"arti五ciar'ballet.Shealso

writesaboutFran亨oisDelsarteandEmileIaques-DalcrozeandespeciallyIsadoraDuncan,stress-

ingtheimportanceoftheirteachings.Aspecialchapterisdedicatedtochildren,theirhealthand

thelackofphysicaleducationinschools.Inthesamebrochurearereproducedsomewritingsby

DelsarteandtheRussianwriterDmitryMerezhkovsk男andtheprogr㎜oftheIssachenkoschool,

wheregrown-upsandchildrenwilllearntousetheirbodiesinthenaturalandexpressivewaγThe

brochureisillustrated:therearesomereproductionsofGreekvases,somedrawingsrepresenting

Greekathletesandcharactersf止omGreeknlythologybutalsophotosofdancersf士omtheIssachen-

koschool.(OneofthestudentoftheIssachenkoschoolwasveryprobablyherdaughterT琶tiana.

AndthatisthereasonwhyGermanresearchersareinterestedinKlavdiyaIssachenko:丁 盗tianabe-

cameinthel940-60soneofthemostimportantGermanchoreogr"phersunderthenameofTatia-

naGsovsk狛havingmarriedthechoreographerVictorGsovskγ).

WhenIssachenkocametoBelgradein1918therewasnoballetcompanythere,buttherewas

acertaintraditionofffeedance.Alocaldancerandteache戛MagaMagazinovi6,whohadstudiedin

HellerauwithEmileIaques-Dalcroze,hasintroducedhisrh)雄hmicgymnasticsinBelgrade.SoIs-

sachenkowasnotthe五rsttoteachf辷eedanceinYhgos}avia,butherteachingandherper僉)rmances

werealsoofimportanceWhentheOperatheatreopenedattheveryendofthel918(the且rstopera

perfbrmancewasonDecember29,1918)thedirectorsoftheOperastartedtoinvitedancerstoap-

pearinoperas.TheyweremostlyRussians:in1920MariaBologovskaアachoreographedanddanced

inoperas"Mignon"and"EugeneOnegi㎡lAsitwasmentionedearlier,inSeptembertheschool

named"TheSmallBalletSchool"wasfbundedunderIssachenkoandinDecemberofthesameyear

shewasinvitedtodirectthedanceclassesintheOpera.ItwasalsoIssachenkoand丘veothergirls

whofbrmedthe丘rstdanceensembleoftheOpera.Itsoongrewto22membersandfbllowingap-

pearancesi且operasevengaveseparatedanceperfbrmances,Inthebegi皿ingof1921adanceper一

丘)rmancewasreviewedjnthenewspaper"Po]圭tika"(onFebruary6,1921).Itsauthoragain,王ike
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thePetrogradcriticafewyearsearlier,spokeofarm'smovementsthatIssachenkoused,buthas

alsomentionedthatmaybethestudentsshouldatthesametimestudyothとrdancestyles,"where

therearemoremovementsf()rthelegs"[*6].Theauthorofthearticlecertainlymeantclassicaldance,

andsoonhiswishwastobeful丘Iled,whenin1922YelenaPoliakovastartedteaching.Butmean-

whileIssachenkogaveotherperformanceswithherstudents.ForinstanceonAprill9,1921童twas

afairytalewithdances``Snow-whiteandthesevendwarfs"(musicbyPKrsti⇔.InNovemberl922

aschoolnamedActor'sandDancer'sschoolwasfoundedwhichabsorbedtheSmallBalletSchool.

TWodancersweredirectingit-YelenaPoliakovaandClaudiaIssachenkoanddancerswereserious-

1ytrainedinbothstyles.LaterIssachenkohadherowncompanywhichgaveperf()rmancesalsoin

othercountries.Forinstanceinl923inBerlin.(ThiswasmentionedintheRussianmagazine"Zhisn

iskusstva"(1923,NQ23).(Photo15).

Itisd面culttoimaginehowthesetwowomengottogether-one(Poliakova)astrictacademi.

cian,hard正ytoleratinganydeviancefromthetraditionalclassicalstyle,theother(lssachenko)一who

hashadnorealballetschoo豆ing,whosedancemusthavebeenmoreakindofimprovisat量on.Prob-

ablyeachonetaughtwhatsheconsideredtobeimportantandjustlettheotherbe.Butwe㎞owthat

insomecasestheyhadtoworktogether.Thereisleastoneballet(ordanceperfbrmance),where

theyarebothmentionedaschoreographers.

SeveralyearsagotherewasintheInstitutefbrResearchintheArts,whereIworkinMoscow;

aconferenceontheartoftheavanレgarde.Thepapersthatwerereadatthisconferencewerepub-

lishedinabook:"Russianavant-gardeoftheyears1910-1920andthetheatre"[*7].Amongthepa-

persthereisonethatdealswithYUgoslavia.Itis:"]:heavant-gardedanceofthesubconscious.Ex-

perimentinchoreographybyYelenaPoliakovaandKlavdiyaIssachenko(Begrade,1923)'lTheソ
author-aresearcherfromSerbiaE.Santi6-tellsabouttheballet"TheValet'sBroom'l

Itwasaprolectinitiatedbytwoyoungpeople,interestedinthenewesttrendsinart-thepoet

MarkoRistiごandthepainterandarchitectAlexanderDeroko.TheyhaveaskedMilojeMilojevi6,

awell一 ㎞owncomposer,towritethemusicforaballettoRisti6'slibretto,thatwastobeshownata

6

7
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[Photo15]StudentsofKlavdiyaIssa¢henko

ball - "The two thousand second night"-

in Belgrade. Not much is known about 

this performance that took place in a res-

taurant on February 16, 1923. We know 

that it had dance and spoken word, also 

sometimes singing, and that in the dance 

sections both ballet and free dance was 

used. But there are no descriptions in 

newspaper reviews, no designs for sets 

and costumes and just one photograph. 

But the music exists and there is a pro-

gram with the list of dances and the 

names of the actors. 

    "The Valet's BroonY' was a surrealist 

play, examining what goes on in the mind 

of a poet. The actors and dancers (who 

not only moved but also spoke) came 

onto the stage through entrances that Pic-

tured the eyes and the mouth of the poet. 

They represented his thoughts. There was 

a Hypnotist (played by the avant-garde 

painter Mirko Kuja&6), who directed the 

show, making things happen the way he 

wished. There were other characters - the

Ant, who sang and danced, being performed by Vladimir Bologovsky, a singer and a dancer; the 

jealous husband, who was also a Diver. He appeared as a grotesque figure. A Bacchanale was danced 

by Ivanka Rajkovi~. The dancer Milorad Anti6 appeared as a character named Conscience, that was 

represented as something vague, undecided, swaying from side to side. And Lubomir Jovanovi6 per-

formed Suicide. There was a dance named Sentimentality and this one was choreographed by lssa-

chenko and danced by her students, while Poliakova probably staged another dance for four balleri-
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naslntutUS.

"Th
eV合iet'sBroom"wasoneofthe五rstexperimentsinavant-gardetheatreinYUgosIavia,and

itisinterestingtoknowthatdanceplayedanimportantpartintheperfbrmance-bothclassical

danceand丘eedance(or"moderndance")whichlaterinthethirtieswastobecomeverypopularin

Yhgoslavia.Anditisinterestingtorealizethatattheear1アstagesofthedevdopmen亡ofthis"modern

dance';sameasatthebeginningofballet,therewasalsosomeonef士omRussia.

KlavdiyaIssachenkohadby1923inBelgradeherowncompanメcomposedofherstudents。]:he

best㎞ownwere:NataMilo話evi6,SonlaStanislavovi6,AnicaPreli6.Someofthemwereveryyoung.

Forinstancethethreeabove-mentionedgirlsintheyearsl922-1923wereonlythirteen,which

meansthattheyhavenotyetcomeofage.So,whenIssachenkoarr包ngedfbrthemtotourabroad,

thedirectoroftheNationalTheatre,whowantedtokeeptheminhiscompan男positivelyopposed

herplans.Heeventriedtoarrangethingssothattheyweretobestoppedatthe丘ontie島whileleav-

ingthecountr)乙Buthisplandidnotwork.Thegroup,headedbyIssachenko.perfbrlned丘om1923

to1927inmanyEuropeancountries(German男Austria,France,England,theNetherlandsetc.)

Someofthedancers(fbrinstanceAnicaPreliご)laterreturnedtoYUgoslavia,andPrelicbecamea

well一㎞owteacher,butIssachenkodidnotcomeback.

RussianchoreographersandteachersofdancewereinstrumentalinthefbrmationofYUgoslav

ballet.Throughthemtheclassicaldanceatitspurestwasintroducedanddevelopedthere-inpar-

ticularbyYdenaPoliakovaandMargaritaFroman.The㎞ssiansbroughttoYhgoslaviathefamous

balletsofthetradi重iona弖classicalrepertoryandcontinuedtoenrichitwithworks丘omtheDiaghi-

levcompanγTheywerethe丘rsttostageorigina豆balletsonlocalsubjects,workedwithlocalcho-

reographersanevenstudiedfblkdance.ThustheygreatlyhelpedYUgoslavdancersandchoreogra-

pherstodeveloptheirownart.

[エ リ ザ ベ ス ・ス ー リ ッ/国 立 芸術 学 研 究 所 、 ロ シ ア]

【ElizabetaSouritz,StateInstituteofStudiesofArts,Russia]
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